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  序　章　拝啓　幡はたヶが谷や月つく夜よ様

  


  　ごめんなさい。


  　まずは、この言葉を君に言わなければいけないんだ。


  　僕は君を追い詰めてしまった。


  　すべては僕のせいだ。


  　どんな言い訳をしても意味はないんだ。


  　君が、呪のろいの仮面に向かって、自分を含めたすべてを否定してしまったのを見たとき。


  　君に対してどう思っていたのか。


  　そんな君を見て、僕がどれだけ自分のことしか考えていなかったのか。


  　どれだけ馬鹿だったのか。


  　君が傷ついた姿を見て、ようやく気づくなんて、本物の馬鹿だ。


  　この手紙だって、結局、僕が自分の気持ちを捨てきれないからだ。


  　呪いの仮面は、きっと君の願いを叶かなえることだろう。


  　あれだけ激しい君の嘆きを、無視できるわけがない。


  　仮面に向かって僕との出会いをなかったことにしたいと叫んでいる君を止めるべきだった。


  　だけど、僕はあのとき、見ていることしかできなかった。


  　あのとき、僕の気持ちをちゃんと君に伝えていれば。


  　少なくとも、こんなに後悔せずに済んだ。


  　君を悲しませずに済んだかもしれないのに。


  



  　もし未来が変わるなら。


  　もし過去をやり直せるのならば。


  　馬鹿な僕だから、馬鹿なりに君に伝えたい。


  



  　幡ヶ谷さんのことが好きだ。


  　君の傍そばにいたい。


  　たとえ君が世界のすべてを僕ごと拒否して、忘れてしまっても。


  　僕自身が君のことを忘れてしまっても。


  　どんな形でもいいから、君の傍にいたいんだ。


  



  
    敬具

  


  　自室で、明日の臨海学校の準備をしていた僕は、引き出しから一通の手紙を見つけた。


  　この手紙は、記憶を失った七日間の僕が、幡はたヶが谷やさん宛あてに出したものだ。


  　最初、幡ヶ谷さんに突き返されたときは、混乱して終盤辺りの告白部分しか目に入らなかったけど、こうしてじっくり読んでみるとずいぶん意味不明なことばかり書いてある。


  　手紙を読みながら、以前の僕が何を考えていたのか思いを馳はせる。


  　だが、ひとつも形にならない。


  　本当にこの手紙は僕が書いたのだろうか。


  　文面を見ても、僕が書いたように思えない。


  　それでも、こんな引き出しに、忘れてしまいそうな場所にしまうべきものではないはずだ。時間をかけて書いたものだ。たとえ僕がそのことを忘れてしまったのだとしても、大事な気持ちのつまった手紙だ。誰にも見られない場所に保管しておくべきだ。


  　僕は机の一番上の引き出しを開けた。普段、そこは鍵かぎをかけておらず、鍵自体も鍵穴に入れっぱなしなのだが、今回からは特別だ。


  　幡ヶ谷さんへのラブレターをその引き出しに入れ、ひっそりと鍵を締める。


  　鍵はどこにしまおうか、と思い悩んだが、家の鍵と一緒にキーケースに入れることにした。


  　……もしかして、今こうして僕が見つけてしまったことに意味があるのではないだろうか。


  　臨海学校の前日に。


  　急にざわつきはじめた心に、不安を覚える。


  　臨海学校で大変なことが起こるんじゃないだろうか。


  　ほら、例えば、また不思議なことに巻き込まれるとか。


  　僕は素早く首を横に振った。


  　絶対にお断りだ！


  　もし巻き込まれたとしても、そんな理不尽なことに負けてなるものか。


  　それでも、今日ラブレターを見つけてしまったことに対して何らかの前兆を感じてしまうのだった。


  第一章　現実を食べる獏ばく

  


  　今、僕たちは、臨海学校ということで無人島に来ている。


  　砂浜の上には、象のように長い鼻をした動物のマスコットの看板が立てられている。それによれば、この砂浜は『バクバク☆わくわくビーチ』という呼称のようだ。


  　夏の熱気で、目の前の景色が揺れている。揺れているのは熱気だけじゃない。


  　臨海学校なんて面倒なだけだ、と思っていた僕は、この光景を見て考えを改めることにした。


  　臨海学校独自の団体行動も終わり、自由時間になったということで、三人の女の子たちが、ビーチバレーをしている。彼女たちの身体からだがゆらゆらと動く様さまは白く眩まばゆい。


  　日ひ向なたさんの水着は、可愛かわいらしい花柄のビキニタイプだ。


  　見事なまでの凹おう凸とつが目の毒だ。つい視界に入れてしまう。


  　どこが、とはいわないが、制服のときより大きく見えるし、それにふっくら柔らかとしているようにも思える。思わず想像してしまうくらいに、だ。でも、きっと僕は悪くない。誰か悪くないと言ってくれ。


  　あまりに日向さんに目がいってしまうので、僕は視線を移すことにした。


  　藤ふじ森もりさんだ。


  　彼女の水着は、水着というよりは一見すると普通のワンピースだ。


  　鮮やかな色彩の模様で、すっきりとしたスカートが印象的だ。ポニーテールの髪形の彼女にはよく似合っている。銀色の髪がきらきらと輝いている。


  　清涼感[image: ]あふれるその姿に、胸のうちにあったどろどろと汚れたものが洗い流されていくのがわかる。清せい楚そな雰囲気はいい。


  　やましい気持ちにならないのはいいね！


  　ふたりは、自由時間になって、わざわざスクール水着から着替えてきたのだ。


  　だが、幡はたヶが谷やさんだけは違う。彼女はスクール水着のままだ。


  　それだけじゃない。彼女は黒いパーカを羽織っていて、フードの中に長い髪を収めて後頭部までガードした完かん全ぜん防ぼう備びだ。


  　しかも黒のショートパンツを履いた上に、腰に長いパレオまで巻いている。


  　どう見ても、水着になるのが嫌いやだと言わんばかりの格好だ。


  　ビーチバレーの状況はというと幡ヶ谷さんが苦戦している。


  　それもそのはず、二対一だからである。


  　じゃんけんの結果、僕と幡ヶ谷さんが同じチームのはずなんだけど……、それを彼女が拒絶したからだ。


  「ふざけないでよ、呪のろうわよ。あなたと同じチームだなんてお断りよ。どこかに行きなさいよ。三秒以内に行かないと呪のろうわよ」


  　なんて言ったのだ。三秒以内って何だ、三秒ルールみたいなものか？　食べ物が地面に落ちても三秒以内なら問題ないというあれか。


  「幡はたヶが谷やさん、その、やっぱり僕も参加するよ。ひとりじゃ無理があるよ」


  「いいって言っているでしょ。私はひとりで十分よ。あなたはそこで見ていればいいのよ」


  　幡ヶ谷さんは屈かがむようにしてボールを待ち構えている格好のまま、後ろにいる僕のほうを見ないで言った。


  「私を弱者扱いするなんて、呪うわよ」


  　弱者扱いなんてしてないよ！


  　それとどうせなら、と僕は気になっていることを聞いてみることにした。


  「あと、もうひとつ聞いていい？　その、水着になるのが嫌いやなのかな？」


  「どうして、そう思うのよ」


  「格好が、その……」


  「単に日焼けが嫌なだけよ」


  　その瞬間僕と幡ヶ谷さんの会話を遮さえぎるように、日ひ向なたさんのくり出したボールが僕たちの間を通り過ぎて、激しい勢いをもって砂浜にめり込んだ。


  　僕は向こう側のコートにいる日向さんを見つめた。


  　厳しい視線をしていた彼女は僕を見ると、


  「ごめんなさい、仁じんくん。ちょっと、スパイクの威力が強すぎちゃったみたいですね」


  　えへへ、と舌を出して柔らかく笑いかけてきた。


  　だが、僕にはわかる。彼女の瞳ひとみの奥にある炎は消えてはいない。


  　本気だ、日向さんは本気で勝ちにきている。


  　さらにその奥に潜ひそむ闘志以外の何かも感じ取る。


  　僕への殺意？　いやいや……いやいやいや！


  　幡ヶ谷さんはボールを目ですら追いきれずしばらくぼんやりしていたが、


  「ちょっと、話しかけないでよ。集中できないじゃない！」


  　自分が一点取られたのだと悟ると、僕に怒鳴ってきた。


  「ごめんなさい」


  　もう謝るしかない。


  　そうこう話している間に、再度、僕らのチームは点を取られてしまう。


  　幡ヶ谷さんはあんまり運動が得意ではないのだろう。のたのたとした動作で、ボールを追いかけている。何度もボールを見失っては見当違いのほうへと走っていく。


  　僕は見ていられなくて、立ち上がって幡ヶ谷さんのもとへと走った。幡ヶ谷さんの取り損ねたボールを慌てて拾い上げる。


  　僕の突然の乱入に驚いた日ひ向なたさんと藤ふじ森もりさんは、ボールの動きに対処しきれず、硬直したままボールの動きを追うだけで終わる。


  　幡はたヶが谷やさんも呆ぼう然ぜんとした様子で僕を見つめている。やがて、小さく嘆息して僕に言った。


  「ちょっと、やめなさいって言っているでしょ。……言ったのに」


  　ぷい、と顔を逸そらす幡ヶ谷さんは少し恥ずかしそうだった。


  　瞬間、僕の顔にボールがぶつけられ顔を仰のけ反らせた。


  　そして、日向さんが少し強い口調で言う。


  「ちょっと、仁じんくん。何をしているんですか？」


  「だって、僕はほら、一応幡ヶ谷さんのチームメンバーだからね」


  「そんなの関係ありません。私の奴ど隷れいなんだから、そこは幡ヶ谷さんのチームにいつつ、私が勝てるようにするのが当然でしょう」


  「ぼ、僕は今、幡ヶ谷さんの味方だから、奴隷でもできる範囲でしか味方でいられないよ」


  「じゃあできる範囲ということで。今からでも藤森さんの代わりに私の味方になりますか？　私は構いませんけど」


  「ボクはお断りかな」


  　藤森さんは首を素早く横に振った。


  「だって、仁くんと神み谷たにだったら、戦力になるのはどう見ても神谷だしね。幡ヶ谷も仁くんもいらないや」


  　日向さんはとても複雑そうな表情をしていた。


  　藤森さんは、ふっと鼻で笑うと僕と幡ヶ谷さんを交互に見つめてくる。


  「とはいえ、このまま、アンフェアな戦いをしてもつまらないだけだし。幡ヶ谷も無駄な意地張ってないで、助けてもらえば？」


  「お断りよ」


  　きっぱりと幡ヶ谷さんは言い切った。


  　そこまで即答しなくてもいいのに。


  　でも、このまま引き下がるわけにはいかない。


  　そこで僕はやり方を変えることにしたのだ。


  「幡ヶ谷さん、実は僕、昨日他のクラスとカヌーで競争したときに、ボロ負けしちゃったんだよ。だから、遊びかもしれないけど、せめてビーチバレーでは勝ちたいかな、って」


  　噓うそではない。本当に言いたいことは隠しているけれど。


  「どうして私があなたの勝敗の帳ちよう尻じり合わせをしなきゃいけないのよ。黒星が続いているのはあなたの責任でしょう」


  「それはそうなんだけどさ」


  「それに、あなたの言い方だと、まるで私ひとりだと負けるっていうふうにも聞こえるわ」


  「そういう意味じゃないよ。できるだけ勝てる要素は増やしたいじゃないか。やるだけやって負けたら仕方ないと思えるけど、そうじゃないならあとですごく後悔しそうだし」


  「……」


  　幡はたヶが谷やさんがすごい不機嫌そうな顔をしている。


  「……じゃあ、いいわ。あなたがそう思うなら、好きになさいよ」


  　幡ヶ谷さんが、顔を真っ赤にしながらもそう言ってくれた。


  



  　結局、負けてしまったけれど、僕は幡ヶ谷さんと協力してビーチバレーができてよかった。


  　最後まで見ているだけだったら、きっと後悔していただろうから。


  



  　△▼△


  



  　ここは無人島といっても、夏は旅行客も多く利用しているため、立派な二階建てのコテージが建っている。


  　コテージは外灯に照らされて、茶色く淡く輝いているように見える。


  　最近建てられたばかりなのか、近くによると清々しい木の匂においがする。


  　そのコテージのすぐ近くで、晩ご飯のカレー作りがクラスごとに行われていた。


  　既に夕食が終わって、僕は食器や調理器具の片づけを行っていた。


  　そのとき、がちゃんと音がした。見ると、そこには黒い格好をした女の子がいた。


  　食器を落としてしまったようだ。


  　幡ヶ谷さんである。


  　彼女は一応、他の生徒と同じように体操服の上にジャージ姿だが、ジャージの色が青ではなく黒である。お手製なのか、どこかで購入したのか。何にせよ、幡ヶ谷さんらしい。


  　彼女は地面に落ちた白い皿を拾おうとしていたようだが、石にぶつかって皿が割れてしまっているので、どうしたらいいのかわからないようだ。


  　彼女に近づき、落ちている皿の破片をひとつひとつ拾い上げた。


  　幡ヶ谷さんは小さく身体からだを震ふるわせると、驚いたように身を縮めて僕のほうを見た。


  「ど、どうしたのかな？」


  　僕の言葉に、幡ヶ谷さんは耳に髪の毛を引っかけながら、不満そうに唇くちびるを突き出した。


  「……いつの間に？」


  「ごめん、声をかければよかったかな」


  　幡ヶ谷さんはぷい、と首を横に振った。


  「いいの。ただ気づかなかったことに驚いただけよ。おかしいわね、人の気配くらい誰かが近づいたらすぐに気づくはずなのに」


  　彼女は何やらぶつくさ呟つぶやいている。


  　そして僕をきっと睨にらみつけると、手を差し出してきた。


  「な、何？」


  「お皿よ、渡しなさい。それは私が落としたものだから、私が片づけるべきものよ。余計なことはしないで」


  「いや、いいよ。僕が片づけるから」


  「あなたは別のクラスでしょ。だったら私の手伝いなんかしないで、自分のクラスを手伝いなさい！」


  「ごもっともだけど。手を切ったら危ないし、そのまま渡すなんてできないよ」


  「渡しなさい。じゃないと、今晩呪のろい殺すわよ」


  「今晩とか、すぐじゃないか」


  　本当は、そんなこと言いつつ彼女に呪う気なんてないのだとわかっていたとしても、怖い。


  　そんなのは嫌いやだ。拒否したいが皿も返したくない。


  「そ、そういえば、臨海学校中に何もなくてよかったね」


  「何も？　どういうことよ」


  「いや、無人島だっていうから、変な伝説とかが伝わっていたりして、また変なことが起こらないか心配だったんだけど取り越し苦労だったみたいだ」


  「何も起こらないのが普通なのよ。当然でしょ」


  　それはそうかもしれないが、二度あることは三度ある。油断してはいけないのだ。


  「でも幡はたヶが谷やさんがそんなふうに言うってことは、別にこの無人島には何もないんだね、よかったよ」


  　すると、幡ヶ谷さんが嫌そうな顔をした。僕は慌てて言う。


  「ちょっと、そんな顔しないでほしい」


  「私だって好きでしてるわけじゃないわ。言いづらいんだけど、残念ながら……」


  「あるね」


  　傍そばに置いてある机の下から声がした。


  　なんだ？　誰が返事したんだ？


  　すると、ずるりと机の下から誰か出てきた。


  「藤ふじ森もりさん！」


  　銀色の髪の毛を引きずるようにして這はい現れたのは、藤森さんだった。


  　藤森さんは立ち上がり、髪や膝ひざについていた土つち埃ぼこりを払うと、シャープな笑みを向けてくる。


  「やれやれ、せっかく隠れて見ていたのに、普通に会話してばかりなんだから。ちっとも刺激的なことをしやしない。つまらないね」


  「いつからそこに!?　そして何を期待しているんだ」


  　僕の質問に、藤ふじ森もりさんはしばらく考え込んだあと、小首を傾かしげて、


  「んーと、いちゃいちゃ？」


  　そんなことを可愛かわいらしい声こわ音ねで言ってきた。


  「だ、誰と誰がいちゃいちゃするんだ」


  「君と幡はたヶが谷や以外に誰がいるのさ。馬鹿だなぁ」


  　僕と幡ヶ谷さんがいちゃいちゃって────。


  　僕が救いを求めて幡ヶ谷さんに視線をやると、幡ヶ谷さんの頰ほおが僅わずかに紅潮している。


  　いやいや、そんな反応されたら、さらに勘違いされちゃうじゃないか。


  「それはそうと」


  　僕と幡ヶ谷さんの顔を交互に見た藤森さんがにんまり笑って、言葉を続けた。


  「さっきの話の続き。この島には、おかしな伝説があるよ」


  　伝説があったのか……。


  　藤森さんは肩をすくめながら言う。


  「とはいっても、実はボク、今回はあんまり興味ないんだよね。日本文学にも関係ないし。最低限は知っているけど、それ以上はどうでもいいって最初に言っておくね」


  　日本文学に無関係なら、藤森さんが興味もてないのも仕方ないな。


  「変な動物の目撃証言が多数あるんだよね、この島。ほら、君も見なかったかな、この島に来たときに。変な看板を」


  「あの砂浜に立てられてた看板か！」


  　藤森さんは頷うなずいた。


  「そうそう、象の鼻に犀さいの目、牛の尾に虎の脚」


  「ハクちゃんって書いてあったわね」


  　幡ヶ谷さんが会話に加わってきた。腕を組んだ彼女に、藤森さんが笑いかけながら言った。


  「獏ばくと呼ばれる妖よう怪かいらしいね」


  　獏？


  　僕は看板に描いてあった動物を思い浮かべる。


  　昔、何かの漫画かアニメで見かけた記憶がある。


  「名前を忘れたけど、悪夢を食べるとか言われているものに似ていたような……」


  　そう呟つぶやいた瞬間、僕の頭に看板に書かれていた文字が浮かび上がった。


  「そうか、獏だよ。バクバクビーチってそういう意味だったんだね、きっと！」


  　僕がそう言うと、藤森さんは僕の鼻先を指差した。


  「そうだね。……獏に関しては諸説あったような気もするけど」


  　藤森さんはにっこり笑って言葉を続ける。


  「どうでもいいや！」


  　うわぁ、本当に藤ふじ森もりさん、興味ないんだな。素晴らしいくらいに清すが々すがしい笑顔である。


  「この島の伝説には本当に興味がないから、君が巻き込まれて面白くなった場合だけ観察することにするよ」


  「いや、だから僕は、巻き込まれたくないんだってば」


  　どうか、変なことが起きませんように。


  「そう、巻き込まれないといいね」


  　棒読みだ。藤森さん、すごく冷たい。


  　幡はたヶが谷やさんは藤森さんの言葉に少しだけ眉まゆをひそめていた。


  「そこの小娘が言ったように、この島には、獏ばくと呼ばれる妖よう怪かいがいると言われているのよ」


  　僕が頷うなずくと、幡ヶ谷さんは言葉を続けた。


  「小娘がちゃんと説明しなかったから私が補足すると、毎年この学校はこの島で臨海学校を行っているのだけれど、必ず変な動物を目撃するっていう生徒が出てくるのよ。それらを総括すると、獏みたいな妖怪だからって、ここの島の管理人がふざけて『バクバクビーチ』なんて変な名前をつけちゃったみたいなの」


  　幡ヶ谷さん、はっきり言うな。僕もセンスのない名前だと思っていたけど。


  「獏がこの島に住んでいるのは何かしら伝説があるって管理人が言っているだけで具体的な伝説があるわけじゃないわ。……ツチノコとかネッシーとかと同じ類たぐいみたいな[image: ]うわさだから、別に危ないことはないと思うけど。しいて言うならば観光とは無関係の野次馬が島を訪問するくらいかしら」


  　幡ヶ谷さんの言葉に僕は安心したが、すぐにそんな自分を叱しつ咤たした。


  　そうやって油断したから、今までの出来事を引き起こしてしまったんじゃないか。


  　幡ヶ谷さんもそんな僕の顔を見て表情を曇らせたが、それ以上は何も言わないで、そのまま僕たちと離れて自分のクラスの片づけに戻っていった。


  　僕は彼女を見送ったあと、持っていた皿を見つめた。


  　彼女が割った皿の後片づけをしたくて、でもきっと彼女はそれを素直に受け入れてくれないから話題を逸そらしたんだけど、うまくいったようだ。


  　そんな僕を見て、藤森さんが首を傾かしげて言った。


  「あれ、今ので終わり？　もっと幡ヶ谷といちゃいちゃしないの？」


  「いや、そんなこと言われても。いちゃいちゃって何だ。そもそも、いちゃいちゃしてたときは、どうするつもりだったのさ」


  「観察する」


  「観察って、藤森さんにどういうメリットがあるんだ」


  「面白いよ。ボクの中に、いろいろな感情の変化が芽め生ばえてさ」


  「感情の変化って何だよ」


  「それをボクに聞くのか。君はいやらしいな」


  　いや、いやらしいなんて言われても知らないよ。


  　言こと霊だまの一件以来、藤ふじ森もりさんの観察のターゲットは僕と幡はたヶが谷やさんの交流に移ったみたいだ。


  「そういえば、その割った皿をどうするつもりなのさ」


  「ああ、これ？　片づけに行くけど」


  「じゃあ、どうせなら、これも一緒に片づけてくれないかな。同じ班の人から預かったものなんだけど、捨てどころに困っちゃってさ」


  　そう言われながら差し出されたのは一通の手紙だった。


  　宛あて先さきすら記載してない無地の封筒は、とても意味ありげだ。脳裏に、臨海学校前日、僕が幡ヶ谷さんへ宛あてた手紙を見つけたことを思い出した。


  「……もしやこれはラブレターとかそういうもんなんじゃ。預かったんじゃなくて、藤森さんが読むべきものなんじゃないか」


  　そう僕が言うと、藤森さんは苦笑した。


  「中身読んでいないから知らない。とにかく扱いに困っちゃってさ。一緒に捨てておいて」


  　そう言われてもな。少しの間躊躇ためらっていたけど、本人が困っているのだったら仕方ないだろう。藤森さんには普段世話になっているし。──その倍、迷惑を被こうむっている気がしなくもないが。彼女から頼まれたことなら聞いたほうがいい。


  　藤森さんから手紙を受け取ろうとしたとき、黒い影が茂みから飛び出す。


  　啞あ然ぜんとしている間にその黒い影が、藤森さんの手紙を奪い取ってしまった。


  　黒い影はそのまま再度茂みの中に逃げ込んでしまう。


  　あれ？　どういうことだ？　今のは何だ？


  「ちょっと、ぼけっとしていないで、追いかけてよ。盗とられちゃったじゃないか」


  「と、盗られたって何に？」


  「そんなのボクがわかるわけないだろう。とにかく早く追いかけなよ！」


  　僕は、藤森さんに背中を押されるようにして慌てて黒い影を追いかけた。


  　高く生い茂った木々をかき分けながら目を凝らすと、小さな黒い影が前方を走っているのが見える。


  　あれは何だ？


  　まさか、と僕は走りながら思った。


  　犬か……？　いや、まさかあれが伝説の獏ばくなのか？


  　正体が何にせよ捕まえなければ。


  　もうすぐどうにか追いつけそうだ。僕は黒い影に飛びつこうと、足に力を込めた。


  　瞬間、脇腹の下辺りに強い痛みと衝撃を覚えた。


  　ぐらりと身体からだが傾くのを感じ、倒れそうになるのを何とか堪こらえて、地面に手をついた。


  　何が起こったのかと、ぐらつく視界でどうにか周囲を確認する。


  　小柄な黒い影だ。


  　先ほどまで僕が追いかけてきた黒い影、その横に沿うようにしてもう一つ別の影が立ち尽くしている。


  　遠くから僕を観察しているようにも見える。


  　黒い影は二体いた。別の黒い影が、急に横から僕にぶつかってきたのだ。


  「何だ、あれ」


  　僕が呆ほうけている間に、黒い影は二体揃そろって茂みの奥へと走っていってしまった。


  　結局、藤ふじ森もりさんに頼まれた手紙を取り返すことはできなかった。


  　あの黒い影が獏ばくなのか。獏は一体だけじゃなく、何体もいるのか。


  　獏じゃないのかもしれないけれど、変な動物がいるのは確かみたいだ。


  　追いかけようとしたけど、視界の隅に入った立て看板を見てその考えを改めた。


  『この先、危険』と書いてあったからだ。


  　崖がけでもあるのだろうか。うっかり足を踏み外したら怖いので、この辺で追うのはやめよう。


  　その後、肩を落としながら僕が元の場所に戻ると、藤森さんに手紙を取り返したか聞かれ、曖あい昧まいに笑ってごまかそうとしたけど効果はなく、結局彼女にいろいろ小言を言われる羽目になったのだった。


  



  　△▼△


  



  　臨海学校の醍だい醐ご味みのひとつに、みんなでひとつの部屋に寝るというものがある。


  　ところが、言こと霊だまの一件でリセットされた関係はいまだぎこちないままなので、今の僕にとっては気まずいというのが現状である。


  　石いし原はらが、たまに僕を気遣って、


  「仁じん、おまえは最近どうなんだ」


  　なんて他た愛あいもない言葉をかけてくるんだが、そもそも最近どうなんだと聞かれても困るんだ。


  　結局他のみんなが、仁は生徒会長や藤森と楽しそうにしているどうのこうのなんて言い出すもんだから、そのまま話題は流れてしまう。どうでもいいけど嫉しつ妬との対象に幡はたヶが谷やさんが含まれていないあたり、彼女の評判が如実に表われている。


  　どうしてだろう、幡ヶ谷さん、すごく可愛かわいいと思うんだけどな。


  　隣でみんなが好きな子がどうのという話題で盛り上がっているのを子守歌にしながら、僕は眠りについた。


  　ところが、どうにも寝苦しくて目が覚める。


  　既に周りの話し声は聞こえない。


  　何な故ぜ起きたのだろうか。知らない場所で不安を覚えているからだろうか。


  　ただ単に枕が違うので、変な時間に目が覚めてしまうだけだろう。


  　それでも胸の辺りに弾力と重みがある。


  　胸の上から手の平で押さえつけられているような感覚だ。


  　まさかお化け？　妙な形をした黒い影と遭遇したことが脳裏に浮かんだ。


  　今までいろんな不思議現象に出くわしたからこそ、そういった不思議が意外と身近に存在していることを知っているので、僕はだんだん妙な不安に駆られてしまった。


  　このまま、もし目を閉じていれば食べられてしまうかもしれない。


  　僕は慌てて目を開ける。


  　そこには幡はたヶが谷やさんがいた。彼女の大きな瞳ひとみがすぐ傍そばにある。


  　幡ヶ谷さんはマウントポジションをとる形で、僕の顔を覗のぞき込んでいたのだ。


  「は、はたが……」


  　口を手で押さえられ、僕は目を丸くした。


  　幡ヶ谷さんが僕に覆おおい被かぶさるような形で、四つん這ばいになっている。彼女の手は僕の口、そして胸の上へと置かれていた。


  「大きな声を出さないで。みんなが起きてしまうじゃない」


  　起きる、起きないじゃなくてどうして幡ヶ谷さんがここにいるんだ。ここは男子専用のコテージだぞ。


  [image: ]


  「話があるのよ。外に出なさい」


  　幡はたヶが谷やさんが僕に囁ささやく。


  　僕はゆっくりと首を縦に振る。


  　それはわかったから早く身体からだを離してほしい。


  　密着しすぎて僕の鼓動が伝わっちゃうのが恥ずかしいんだ。


  　幡ヶ谷さんは起き上がって僕から身を離した。


  　ふう、ようやく解放された。


  　幡ヶ谷さんはもともと突拍子もないことをする面白い子だけど、深夜に男のコテージに侵入するとはさすがに思わなかった。しかも僕に会いに。


  　僕は幡ヶ谷さんのあとに続いて、他のみんなを起こさないようにしてコテージを出た。


  　幡ヶ谷さんは黒いパーカを羽織っていた。下半身が月光に照らされて白い肌が露あらわになっている。暑くて短パンにでも着替えたのだろうか。


  「どうしたの？」


  「……」


  　幡ヶ谷さんは無言だ。


  　幡ヶ谷さんが歩くたびに、彼女の背中に流れた黒い髪の毛が躍おどるように揺れている。月光で彼女の髪の毛の光沢が、波打つように輝いた。


  　月つく夜よという名前にふさわしい姿が目の前に存在していた。


  　僕はぼんやりと見み惚とれていたが、幡ヶ谷さんの背中が遠ざかり闇やみへと紛れていったので、我に返って慌てて彼女のあとを追いかけた。


  「いったいどこに？」


  　僕の質問に幡ヶ谷さんは答えない。


  　そのままずんずんと進んでいくので、僕は心配になってきた。


  　もしかして、これは不思議な出来事の前兆じゃないか？


  　既に、幡ヶ谷さんは何かしら不可思議な現象に、巻き込まれてしまったんじゃないか？


  　なら、他にも不思議なことが潜ひそんでいてもおかしくない。


  　幡ヶ谷さんは砂浜まで僕をつれてきた。


  　遠くから聞こえるザワザワとした波の音に、僕の不安が増長する。


  　幡ヶ谷さんは、波が届くか届かないかのギリギリのところで歩みを止めると、振り返った。僕を見つめながら、パーカに手をかけると恥ずかしそうに呟つぶやく。


  「……誰にも見せないっていうのは嫌いやだったから」


  　な、何を？　何を僕に見せようというんだ？


  　動揺が思わず声に出る。


  「いったい何を僕に……？」


  　幡はたヶが谷やさんは顔を伏せたまま、答えようとしない。服に手をかけたまま、ぴくりとも動かなくなってしまったので、僕はますます疑ぎ念ねんを抱いだいてしまう。


  　やっぱり今の幡ヶ谷さんは、何かの力に操られているんじゃないか？


  　もう不思議な出来事に巻き込まれるのは駄目だ！


  　この間、幡ヶ谷さんも大変な目にあったばかりじゃないか。


  「幡ヶ谷さん、自分を取り戻すんだ！　操られているんだ、君は！　今すぐ目を覚ましてほしい！」


  「は？　どういうことよ。そんなに私の水着を見るのが嫌いや？」


  　え？　水着だって？


  　幡ヶ谷さんが、僕に水着を見せてくれるだって？


  　僕は幡ヶ谷さんの言葉に目を丸くした。


  　幡ヶ谷さんは腕を押さえながら、僕から顔を背そむけた。


  「そう、そんなに嫌なの。そうよね、私だものね」


  「いやいやいや、待て待て待て」


  　嫌とかではなく、どうして幡ヶ谷さんが僕に水着を見せようとしているんだ。


  　幡ヶ谷さんは不機嫌そうな顔をして、腕を押さえている。


  　もしかして幡ヶ谷さんは不思議な力になんて巻き込まれていないってこと？


  　で、でも、どうして、こんな夜中に？　水着を見せるって？　おかしいよね？


  　沈黙に耐えきれなくなったのか、ゆるりと顔を上げた幡ヶ谷さんは僕の表情を見て困惑の色を双そう眸ぼうに浮かべた。


  　幡ヶ谷さんは、口を開けようとしては、すぐに閉じる動作を繰り返している。


  　どうしよう、幡ヶ谷さん、すごい困っちゃっている。


  　だけど僕も困っている。いい加減こんな場所に長居していると、たとえ夏でも寒い。


  「えーと、幡ヶ谷さん、夜風が冷たいし風か邪ぜを引いてしまうからもう帰ろうか」


  「あなたは何を言っているの？」


  　幡ヶ谷さんの声こわ音ねがどす黒くなる。今度は怒らせてしまったようだ。


  「私の水着が見たくないなら、はっきりそう言えばいいじゃない。遠回しな言い方をするのはやめて！」


  「ちょ、ちょっと待って。だからどうして僕に水着を？」


  「……せ、せっかく買ったのに、誰にも見せられなかったからよ」


  　へ。


  「だ、だって、あの女どもは遊び用の水着に着替えていたけど、自由時間とはいえ、臨海学校の最中じゃない。いくら黙認されているとはいえ、先生も『臨海学校の最中はスクール水着着用』って言ってたもの」


  　それをいつも学校で私服を着ている幡はたヶが谷やさんが言うのか、とも思ったが、別に制服着用を義務づけているわけじゃないから、いいのか。


  「じゃ、じゃあ、何でわざわざスクール水着以外のものを買ったのかな」


  「それを私に言わせるわけ？　いい加減にしないと、本気で呪のろい殺すわよ」


  　やばい、本気で怒っている。


  　そうだ、勘違いしたのは僕だし、彼女が怒るのは当然だ。


  　だから、僕は謝ることにした。


  「ごめん」


  　そう僕が言うと、幡ヶ谷さんもばつの悪そうな顔をして口を噤つぐんだ。


  「もしかして、そのために僕を……？」


  　ここに呼んだのか。


  「それもあるけど」


  　幡ヶ谷さんはそっぽを向きながら言う。


  　暗くら闇やみだというのに、彼女の頰ほおがいやに赤く見える。


  「あなたに言いたいことがあるのよ」


  「僕に？」


  　不思議がる僕に、幡ヶ谷さんが苦しそうに顔を歪ゆがめた。


  「でも、やっぱり今は言えないから」


  　どうしてだろう。


  　そんなふうに喘あえぐように言われてしまうと、僕も苦しいような錯覚を覚えてしまう。


  　幡ヶ谷さんのどこか甘さのある眉まゆ根ねをひそめた表情を見てしまうと、胸の鼓動が自然と速くなる。


  「来週の月曜日、私の誕生日だから、そのときに言うわ」


  　来週は誕生日なのか。それはおめでたいことだ！


  　僕に何を言いたかったのか、そんなことはどうでもよくなってしまった。大事な人の誕生日というのは、本人でなくても嬉うれしくなってしまうものだ。


  「おめでとう！　なにかプレゼントを用意しておくね」


  　そう言うと、幡ヶ谷さんはどうしてか困った顔をした。


  「用事は終わったわ。もう帰りましょう」


  　どうせなら、幡ヶ谷さんの水着姿をこの目に焼きつけたい。そんな僕の下心を見透かしてか、幡ヶ谷さんは意地悪そうな眼まな差ざしを向けた。


  「……あなたに会ってから、私は驚かされてばかりだわ。とても狭い視界をこじ開けられて、もう嫌いやだ、これ以上は見たくないって思うのに、どうしてだかもっと見てみたいと思うのよ」


  「幡はたヶが谷やさんはとても難しい感じで例えるんだな」


  　だけど、そのわかりにくさは不思議と嫌いやではなかった。


  「わかりにくかった？　じゃあ、そうね」


  　考え込む素振りを見せた幡ヶ谷さんはくすりと笑った。


  「私の携帯電話には、ずっとおばあちゃんの名前しか登録されてなかったけど、今はあなたの名前もある。きっとそれは寂しくないことなのね。……これからもたくさん増やしていければ、もっと寂しくなくなるのかしら」


  「それが幡ヶ谷さんの言いたいこと？」


  「いいえ」


  　幡ヶ谷さんはそう言うと、そのまま軽やかな足取りで僕に近づいてくる。


  「そういえば、水着の話をしていたわね。……本当はせっかくだから誰かに見せたいと思ったけど」


  　幡ヶ谷さんは僕の横を通り過ぎてしまった。


  　ひとり取り残された僕を、少し離れたところで立ち止まった幡ヶ谷さんが振り返って、微ほほ笑えんだ。


  「来週の月曜日、ちゃんと私の話を聞いてくれたら考えてあげるわ」


  



  　さっさと僕の先を歩く幡ヶ谷さんのすっとした背中を見つめながら、僕も背筋を伸ばしてしまった。あんなふうにぴんと背中を伸ばせるのは、きっと幡ヶ谷さんの心の内からくるものが大きいのだろう。


  　僕も無意識に、あんな感じで背中を伸ばせるように。


  　幡ヶ谷さんや、日ひ向なたさんと、背中を綺き麗れいに伸ばして向かい合えるように。


  　そうありたいと、強く願うのだった。


  



  　△▼△


  



  　僕が砂浜から戻ると、コテージから灯あかりが漏れている。


  　どうしたんだ。まさか、僕が外に抜け出してしまったことがばれたのか？


  　どうしようかと迷ったが、このまま外で待機していても仕方ない。


  　それに、と僕は空を仰いだ。


  　幡ヶ谷さんと一緒にいたときはあんなに澄み切った空で月光が綺麗だったのに、今ではどこからやってきたのか真っ黒な雲が空を覆おおい隠そうとしていた。


  　ぞくり、と寒気がした。やっぱり何だか嫌な予感がする。


  　でもモチェの仮面なり、言こと霊だまなり、さまざまな不思議現象に巻き込まれてそれでも無事に済んだ僕だ。何が来ようとも、もう受け流せるはずだ。


  　それに、と僕は考える。


  　きっとコテージの中には先生が待ち構えているのだろう。


  　そして勝手に抜け出した僕を怒るのだ。


  　だが僕を待ち受けていたのは、それ以上の存在だった。


  　どうせ抜け出したことがばれているのならこそこそしても意味がない、と開き直って堂々と戸を開けたはいいものの、視界に飛び込んできたものに、僕は目を丸くした。


  「仁じんくん！」


  　日ひ向なたさんだ！


  　僕の布ふ団とんの上に、足を崩して座っている。


  　ジャージは脱いでいて、白いＴシャツ姿だ。少し強きよう調ちようされた胸元に、ついつい視線がいってしまう。


  「ひ、日向さん、どうしてこんなところに……」


  　ここは男専用のコテージなのに！　この突っ込み、さっきもしたぞ。


  　もっと、みんな、常識を持とうよ！


  「そんなこと、どうでもいいじゃないですか」


  　あっさりと流されてしまった……。


  「こんな夜遅くまでどうしたんですか。何な故ぜいなかったんですか？　せっかく私が尋ねてきたのに」


  　何故いなかったって。いきなりストレートに聞かれたらどう答えていいかわからないよ！


  「いやいやいや、な、何で日向さんが僕のところに来るのさ」


  「だって、学年が違うから、自力で何とかするしかないじゃないですか？」


  　手段じゃなくて、目的を聞いているんだ。答えになっていないよ、日向さん！


  　はっと僕は顎あごを持ち上げた。視線が痛い。周りの厳しい眼まな差ざしが僕に注がれていた。


  「み、みんな、起こしてごめん」


  　みんなに、いいよー、好きにしろや、みたいな目で見られて、僕は萎い縮しゆくしてしまう。


  　嫉しつ妬と心しんが多く込められた感情の渦に、僕はいたたまれなさを感じてしまう。


  「皆さん、いい人ですね。さすがにこんな夜中にコテージを訪問して悪いのかな、とか考えていたんですけど、親切に仁くんの寝床に案内してくれました」


  　どうやって言いくるめたのか。それが日向さんパワーなのか。


  　親切っていうか、無理やりじゃないかな。あえて突っ込まないけど。


  「そんなことより、仁くん。まだ私の質問に答えてないんですけど」


  「え？」


  「どこにいたんですか？　……それとも、誰といたんですか、と質問したほうがいいですか？」


  　日ひ向なたさん、目が怖い。彼女の心の声が聞こえてくる。


  『幡はたヶが谷やさんしかいねーよな、もし誰かに呼び出されたのだとしたら。素直にそう言えや。言ったら酌しやく量りようの余地はあるものとみなすからよ』


  　どうしよう、だからといって素直に、その通り幡ヶ谷さんに呼び出された、なんて答えるにはかなり抵抗がある。


  「仁じんくんが呼ばれてついていくような人物なんてひとりしかいないから、ここであえて答えを聞く意味もないですけど」


  　日向さんの言葉に僕はほっとした。


  「いいんです。私は気にしませんから」


  　日向さんの表情は余裕に満ちている。


  「それより……」


  　そう言いながら日向さんは視線を下にやった。僕は初めて彼女が大きめのスポーツバッグを持っていることに気づいた。日向さんは顔を伏せたまま、バッグを優しく撫なでている。


  　あのバッグは何だろう？


  「仁くんに言いたいことがあるんです」


  　僕は目を見開いて日向さんを直視する。


  　そんな、まさか幡ヶ谷さんに続いて日向さんまで？
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  　いったい、みんな僕に何の用事があるんだ。僕が何かしたっけな。全く覚えがない。


  　これはもう聞いたほうがいいかもしれない。


  　僕は少し躊躇ためらったが、思いきって聞いてみることにした。


  「さっき、幡はたヶが谷やさんにも同じことを言われたんだけど、何かあったのかな？」


  「幡ヶ谷さん？」


  　あれ、どうしてだか、日ひ向なたさんの表情が怖いぞ。


  「藤ふじ森もりさんじゃないんですか？」


  「ど、どうして藤森さんなんだよ」


  「だって、あの子、ものすごく行動力あるじゃないですか」


  「は、幡ヶ谷さんだって行動力あるよ、それに……」


  　藤森さんは、そもそも興味のある対象にしか行動しない。


  　先刻の藤森さんを思い出す。


  　藤森さんは、この島にまつわる獏ばくなんてどうでもいいと言っていた。


  　僕が藤森さんのことを言い出そうとすると、先に日向さんが呟つぶやくように言った。


  「幡ヶ谷さん……あの娘にそこまでの行動力があったなんて……」


  　そうか、日向さんは知らないのか。


  　幡ヶ谷さんは極端な人見知りだけど、興味のあることには猪ちよ突とつ猛もう進しん型なんだ。暴走するともいう。


  「見た目とかでいろいろ誤解されているみたいだけど、幡ヶ谷さんはあれでもアグレッシブな子なんだよ。だから驚くことなんてないというか」


  　だって、日向さんも、この間まで幡ヶ谷さんが僕をストーキングしていたことを知っているだろうに、と言おうとして、はたとやめる。そうか、そこまでは言わなかったか？


  「どうして幡ヶ谷さんをフォローしているんですか？」


  「フォローっていうか事実なんだけど」


  　日向さんは僕から顔を背そむけて、頰ほおを膨ふくらませている。


  「そういえば今日の自由時間も、仁じんくんてば、幡ヶ谷さんのことをフォローしてましたよね。幡ヶ谷さんはひとりで頑張るって言っていたのに」


  　私の奴ど隷れいなのに、と日向さんは不服そうに言った。


  「そ、それはそうだけど、だからといって彼女をあのままにしておくわけにはいかないし。僕は幡ヶ谷さんのチームメンバーだったんだから」


  　僕の言葉に日向さんは黙り込んでしまった。


  　どうしたんだろう、日向さんはとても難しい顔をしている。


  　あれ、これは日向さんにしては、わりと感情を露骨にしているのかな。


  　やがて、日向さんは息を大きく吸い込むと、僕に尋ねてきた。


  「それで、幡はたヶが谷やさんはなんて？」


  「来週の月曜日まで秘密って言われてさ。まだ聞いてないんだ」


  「……」


  　日ひ向なたさんの表情がますます曇っていく。


  「もういいです」


  　えっ。


  「私、帰ります」


  　日向さんは暗い表情をしたまま立ち上がった。彼女はゆるりと僕のほうを見る。


  「これ以上いても、皆さんの睡眠の邪魔をするばかりですし」


  　そう言いつつ、僕から視線を外さない。


  　日向さんは大きいバッグをぎゅうと抱きしめていた。


  　怒らせてしまっている。このまま帰らせたらいけない、と本能的に感じ取った僕は縋すがりつくようにして声をかけた。


  「あ、あの、それで日向さんの言いたいことって……」


  「幡ヶ谷さんの言いたいこととやらを、聞き終わってからでいいんじゃないでしょうか？」


  「な、何でそんなに不機嫌そうなのかな」


  「……そう見えるのは、仁じんくんに何かやましいことがあるからでは？　今、私の気持ちは私だけがわかっていればいいので、仁くんに何か言うつもりはありません」


  　日向さんの顔が薄暗い。


  　笑顔なのに、これ以上となく優しく笑っているように見えるのに。


  「それでは皆さん、失礼しました」


  　最後に日向さんは、そう言って、すたすたとした足取りでコテージから出て行った。


  「おまえ、さすがに、あれはないわー」


  　クラスメイトの石いし原はらが僕にぽつりと呟つぶやいた。


  



  



  　こうして無事に、というには語ご弊へいがあるかもしれないけれど、臨海学校は終わりを告げた。


  　島にまつわる不思議な話もあったみたいだけど、とくに何事もなく過ごせたみたいだ。


  　だけど、心の奥に引っかかるものもある。


  　幡ヶ谷さんは何が言いたかったのだろう。


  　日向さんは僕に何を望んでいたのだろう。


  　日向さんは最後まで僕に言わなかったけど、幡ヶ谷さんは次の月曜日、誕生日に教えてくれると言った。


  　幡ヶ谷さんのために誕生日プレゼントを買わないと。何がいいかな。……しかし、日向さんだ。


  　次に会ったとき、ちゃんと日ひ向なたさんに謝ろう。


  　そう僕は密ひそかに決意した。


  



  　だけど、そんな僕の気持ちは、この先、粉々に砕け散ることになる。


  　毎回そうなんだけど、僕は覚悟が足りなすぎる。


  　おかしな伝説のある島、ふたりの女の子の意味ありげな行動とくれば、既に何か起こっていてもおかしくなかったのに。


  



  　△▼△


  



  　臨海学校を終えて、僕たちは普通の学校生活に戻った。


  　もう少しで夏休みも来るし、いいことばかりだと僕は部屋の窓を開けた。


  　今日も幡はたヶが谷やさんと日向さんが迎えに来るのだろうけど、そんなに構えることではない。


  　い、いや、今でもたまに、ごくたまに、ふたりの間に流れる不ふ穏おんな空気を感じ取って、どうしようかと思い悩むことがあるけど。


  　清すが々すがしい空気を吸い込むと、臨海学校での出来事が鮮明に思い浮かぶ。


  　日向さんは白い水着だった。水着だけでなく、大胆に露出していた腕やふとももも、健康的な感じで白く眩まばゆかった。何か、いろいろ跳ねてた。ボールだけじゃないものが、ほら。


  　藤ふじ森もりさんは、私服の延長みたいな感じだった。だけど、普段のセーラー服とは違う彼女の姿はひときわ記憶に色濃く残っていた。


  　結局、幡ヶ谷さんの水着を見損ねたのが心残りだったかな。


  　今日は、幡ヶ谷さんの誕生日だ。プレゼントも用意している。


  　玄関のチャイムが遠くから聞こえてきた。


  　おそらくふたりがやってきたのだろう。


  　示し合わせたようにふたりは同じ時間帯にやってくるものだから、本当は仲がよいのではないかと錯覚するけど、そんな僕の思い込みや勘違いがときとして暴走に繫つながるのだから、そこはちゃんと見極めないと。


  　僕はふたりを迎えようと玄関まで行って驚いた。


  　日向さんだけがそこにいた。


  　幡ヶ谷さんはいない。珍しいこともあるもんだ。


  　髪の色を変えたのかな。この間より明るめになった茶色が、日光に照らされてきらきら輝いている。


  「庄しよう助すけくん！」


  　あれ、呼び方変わった？


  　幡はたヶが谷やさんは何な故ぜかフルネーム呼び捨てだし、藤ふじ森もりさんも名字だし、下の名前で呼ばれることなんてなかなかないので、とても新鮮だ。


  「日ひ向なたさん、どうかした？　いつもと呼び方が違うけど」


  「何を言っているんですか、もともとこういう呼び方だったじゃないですか。庄しよう助すけくんが、私のことを名前で呼ぶから、私も名前で呼ぶようになったんじゃないですか」


  　ん？　あれ？　そうだっけ？


  　忘れただけ？　うっかり話を聞き流していたのかな。


  　心のどこかにへばりつくような違和感を覚えながら、僕は息を吐き出す。


  　何か言おうとする前に、日向さんがちょこんと身体からだを傾けて、僕の顔を覗のぞき込んでいた。


  「ついでに私も、もうちょっとくだけた口調で話しましょうか？」


  　えっ。


  「庄助、いつまで寝ぼけているの！　いい加減にしないと」


  　日向さんがぐっと顔を近づけて、僕の頰ほおに手を触れた。


  「目の覚めるようなことをしちゃうからね。……なーんて、です」


  　いろいろ裏があるとはいえ華の生徒会長に、そんなことを言われたら胸が高鳴ってしまう。


  「ふふ、庄助くんたら、びっくりしちゃっていますね」


  　当然だ。


  　日向さんの積極的な行動には慣れているとはいえ、朝からこんな新しいパターンで攻めてこられると驚いてしまう。


  　僕は自分を落ち着かせる意味でも彼女から身体を離すと、慌てたように別の話題を振った。


  「それにしても幡ヶ谷さん、まだ来ないね」


  　日向さんは僕の言葉に何も言ってこない。


  　僕は黙っているのが耐えられなくて、携帯電話を取りだした。


  　幡ヶ谷さんからのメールが来ていた。


  『今日無理。先に行きなさい』


  　そう書かれていた。


  　どうしたんだろう。今日は彼女の誕生日だというのに。


  「幡ヶ谷さん、今日は来ないって。どうしたんだろうね」


  　もしかして、また幡ヶ谷さんのおばあさんの体調が悪くなってしまったのだろうか。


  「さぁ？」


  　日向さんははぐらかすようにして、曖あい昧まいな感情を表に出して笑んでいる。


  　幡ヶ谷さんのことが心配だ。だけど、こうして待っていてもどうしようもない。


  　あとで幡ヶ谷さんには、メールを送ってみよう。


  　現状に戸惑いながらも日ひ向なたさんの横に並んで、戸を開けて、彼女に外に行くよう促した。


  　日向さんは小さく頭を下げながらも先に進んでくれる。


  　暖かく広がる太陽の光に、日向さんが空を仰いで目を細めている。


  　僕があとに続くと、日向さんはすぐに振り向いた。


  　彼女は軽やかな足取りで僕から距離を取って歩道へと踏み入れると、ぴたり、と足を止めた。


  　満面の笑みで僕を見てくる。


  「ど、どうしたの、日向さん」


  　今日の日向さんは、いつにもまして挙動不審だ。いや、とても楽しそうで余裕たっぷりというべきか。


  　先日の日向さんはあんなに僕に対して怒っていたのに。


  　それともこれはあれだろうか、怒りの笑顔だろうか。


  　だけど、いつもの彼女の裏の声は聞こえてこない。


  　ど、どちらにせよ、僕はまだ先週のことを謝っていない。


  　とにかく、言うべきことはちゃんと言わないと！


  「ごめん！」


  「どうして謝っているんですか？」


  　えっ。


  　日向さんは不思議そうな顔をしている。


  「え？　ほら、臨海学校でさ。僕は知らずに日向さんを傷つけてしまったみたいだから」


  「ああ。あれはもういいんです」


  　いいんだ。


  　そんなふうに簡単に流されると、逆に何であんなに怒ったのか気になってくる。


  　日向さんは、しかめっ面つらの僕とは対照的に、ぱあ、と顔を輝かせて言った。


  「あ、そうだ。今日、私の家に来ませんか？」


  　何だって、僕が日向さんの家に？


  　今まで行ったことがないっていうのに。


  「ど、どどどど、どうして僕が日向さんの家に！」


  「何でそんなにびっくりしているんですか？　ちょっと反応大きすぎますよ」


  　日向さんがくすくす笑っている。


  　いやいや、日向さん、余裕すぎるだろう。


  　だめだ、やっぱり理由が思いつかないよ！


  「だって、僕は日向さんの家に行くのは初めてだし！」


  「何を言っているんですか。だって庄しよう助すけくんてば……」


  　日向さんが丸い瞳ひとみをまっすぐに向けてくる。


  



  「今までだって、何度も私の家に来ているじゃないですか」


  



  　え、何だそれ。どういうことだ。


  　そんな記憶、僕にはない。


  「昔からずっと、それこそ、何回も、何回も。今さらどうして、恥ずかしがる必要があるんですか？」


  　あれ？


  「僕が日ひ向なたさんに出会ったのは、この学校に入学してからだったよね」


  　それを耳にした日向さんは怪け訝げんそうな顔をした。


  「何を言っているんですか。幼稚園、小学校、中学校と、ずっと一緒だったじゃないですか」


  　ん？　それは世に言う幼おさな馴な染じみという関係ですか。


  「庄しよう助すけくんてば、昔からそうですよね。たまにびっくりするくらい変なことを言うんだから」


  　どういうことだ。


  　何な故ぜ日向さんは、僕のことを昔から知っているように言うのだろう。


  「小学生のころもそうでしたよね。私、覚えていますよ。庄助くんが急に私に対して『誕生日おめでとう』とか言い出して。『今日は違います』って私が慌てて言うと、私に対してじゃなくて、私のお母さんに対して言いたかったんだって。あまりに突拍子もない行動だったから、私は本当にびっくりしたんですよ」


  　だから、僕にはそんな記憶、どこにも存在しないんだ。


  　また不思議な現象が発生している。


  　いつの間にか、僕と日向さんが幼馴染になっている。


  　日向さんが僕を下の名前で呼んでいるのも。


  　いつもの彼女とは違う気安さで接してくるのも。それが理由？


  「今さら何を恥ずかしがっているんですか」


  　僕にとっては今も昔もない。


  「変な庄助くん！」


  　いや、変なのは日向さんのほうだよ。


  　だけど、僕はそれを日向さんに直接言えずに、日向さんとは半なかば無理やり、彼女の家に行く約束をしてしまった。


  　まだうまく現状を把握しきれていない僕は、彼女の言うことを聞く以外にどうすればよかったのだろう。


  



  　△▼△


  



  　日ひ向なたさんが僕の幼おさな馴な染じみになっていた。


  



  　何だ、これは。また、藤ふじ森もりさんの仕し業わざなのか。


  　僕は藤森さんに、そんなことをされる覚えなんてないのに。


  　校舎の前で日向さんと別れた僕は、勢いよく廊下をずかずかと駆けていく。


  　教室に入るなり、藤森さんの姿を捜す。


  　今度は前回と違って、ちゃんと席に座っていた。


  　窓のすぐ傍そばに座っている彼女の髪の毛は、いつもと変わらず綺き麗れいな光沢だ。


  　かなり安心した。もしこれで彼女が席にいなかったら、藤森さんがまたなにやらしでかしたのかと、思い悩むところだった。


  　慌てて藤森さんに近寄ると、彼女に話を聞いてみることにした。


  「聞いてくれよ、藤森さん。またおかしなことが起こったみたいだ」


  　はあ、と藤森さんは生返事をして本から顔を離した。


  　彼女に事情を話す。


  　いきなり日向さんが僕の幼馴染になったみたいだ。彼女とは、昨日まではそんな関係じゃなかったはずなのに。


  　そう説明すると、藤森さんは何度か大きく目をしばたたかせて、僕に向かってこう言った。


  「そうだね。その現象をわかりやすく君に説明するにはどうしたらいいかな。何で例えればいいかな」


  　彼女は顎あごに指を添えながら言った。


  「カプグラ症候群って知っているかな？」


  　かぷぐら？　何だ、それは。


  　そんな僕の表情が出ていたのだろう、藤森さんが困った顔をした。


  「うーん、そうだね、君のその反応だと、いきなりその話に入ると混乱しそうだよね。こっちの言葉は聞いたことがあるかな。ドッペルゲンガーは知っている？」


  「うん」


  「日本文学者でも芥川龍之介がドッペルゲンガーを目撃したと言っているね。……外国で有名な話だと、スーザンという女性がそれによく似た現象に遭遇したよ。彼女は自分によく似た、もうひとりの自分がいると信じていたんだ」


  　どうして日向さんが幼馴染になってしまったことと、藤森さんの話していることが関係あるのだろう。


  　混乱する僕に藤森さんは、「しばらくはボクの話を聞きたまえ」と言った。


  「スーザンは寝室にある鏡の前で、手話でもうひとりの自分に語りかけていたんだ。彼女のいうもうひとりの自分とは、いつでも鏡の中にあった」


  　彼女のいう現象は、どうも、僕の知っているドッペルゲンガーとは違うみたいだ。僕の知っているのは街中でもうひとりの自分を目撃してしまうみたいな現象だった。


  　よくわかっていない僕を見て、藤ふじ森もりさんは眉まゆ根ねを寄せて嘆息した。


  　呆あきれた声で話を続ける。


  「スーザンは鏡に映った自分を、どうしても自分自身だと認識することができなかったんだよ」


  「だから、その話が日ひ向なたさんが幼おさな馴な染じみになっちゃったのと、どう繫つながるんだ」


  「こらえ性しようがないなぁ、君は。とはいえ、うん、そうだね。そろそろ、君の気にしているそれ、本題、カプグラ症候群の話に戻ろうか。……スーザンはこの病気にかかっていたんだ」


  　だから、カプグラ症候群がどう関係があるというのか。


  「スーザンは、鏡に映った自分自身を『自分を騙だまそうとしているそっくりの別人』だと誤認したんだよ」


  　は？　そっくりの別人、だって？


  　それはドッペルゲンガー現象とよく似ているけど、そうではなくて、不思議な力でも何でもなくて、病気だと言いたいのか、藤森さんは。


  　藤森さんは、さらりと銀色の髪をかきあげた。


  　くるりとした無邪気な双そう眸ぼうをもって、僕を見上げてくる。


  「自分を対象にした症状は本当にまれで、大抵は自分にとって大事な人間に対して病気にかかる。たとえ、どれだけ身近な人間であっても、母親であっても子供であっても、彼氏であっても、本物そっくりの替え玉で別人だと思い込んでしまうんだよ。彼・彼女たちのことを、家族じゃない、彼氏じゃないって言いはじめてしまうんだ」


  　待て。まるで、それは。


  「君の場合だと、幼馴染の神み谷たにをそうではなく別人だと誤認しているってことになるのかな」


  　どうして、そこで僕の話が出てくるんだ。


  　誤認って、その言い方だと、僕が、まるで。


  「大体、この病気って頭部外傷が原因なんだけどね。どこか頭でも打った？」


  「待ってくれ」


  　瞼まぶたが小刻みに痙けい攣れんする。驚くほどに急速に喉のどが渇かわいていく。


  　心臓の鼓動がうるさい。


  　僕は荒く息を吐き出した。


  「その言い方だと、まるで僕が勘違いしているように聞こえるんだけど」


  「そう言っているんだけど」


  　藤森さんの返答はすぐだった。


  　ごまかす色もなく、オブラートに包むこともなく、淡々と事実だけを紡つむぐように唇くちびるを開いたのだった。


  　頭の中が真っ白になった。


  　そんな馬鹿な。


  　だって日ひ向なたさんは幼おさな馴な染じみなんかじゃなくて、ただの同じ学校の生徒で、怖いけど優しい生徒会長だったはずだ。


  　高校生になって初めて会った女の子だ。


  　僕は彼女の子供の頃どころか、中学生のときだって知らない。


  　視界が暗くなっていく。


  　藤ふじ森もりさんは何を言っているんだ。


  　理解できない僕がおかしいのか。


  　きっと藤森さんは僕をからかっているんだ。


  　だって、藤森さんじゃないか。そういう遊びくらいしそうじゃないか。


  「何を言っているんだ。冗談はやめてよ」


  　僕が必死の形相をしながら藤森さんの肩を摑つかもうとすると、彼女はするりと避よけた。


  「もっとわかりやすく言ったほうがよかったかな」


  　藤森さんの声こわ音ねが低くなった。


  「もともと、神み谷たには君の幼馴染だったじゃないか」


  [image: ]


  　僕を見る目も冷え切っている。


  「どうして今さら、それが噓うそだと言うのかな？」


  　侮ぶ蔑べつの感情すら込めて、藤ふじ森もりさんは僕に言った。


  「神み谷たにのことを幼おさな馴な染じみじゃないっていきなり言いはじめるなんてね。ボクとしては、今説明したカプグラ症候群を疑わざるをえないよ」


  



  　△▼△


  



  　駄目だ。


  　藤森さんまで、いつもと違っている。


  　昼休み、僕は誰でもいいから、日ひ向なたさんは僕の幼馴染ではないと否定してくれる子がほしかった。


  　だから幡はたヶが谷やさんを捜していた。


  　お昼のチャイムが鳴った瞬間に、僕はダッシュで幡ヶ谷さんのクラスに行った。


  　幡ヶ谷さんは弁当を鞄かばんから出しているところだった。


  　近づく僕の姿を見て、幡ヶ谷さんはとても嫌いやそうな顔をした。


  　──あ、もんのすごく嫌な予感がする。


  　僕に心を許していた臨海学校のときとは違う、攻撃的というよりは警戒心の強い空気を、彼女はまとっていた。


  「……何の用よ」


  　やばい、こんな敵意マックスな状態の彼女に、いきなり「神谷日向さんは僕の幼馴染じゃないよね、違うよね」なんて言うと、もっと不機嫌にしてしまう気がする。


  　ここは別の話題から言ったほうがいいだろうか。


  　そうだ！


  　彼女は今日が誕生日だ。プレゼントを渡して、彼女の心をほぐしてから会話をしてはどうだろうか。


  　僕は幡ヶ谷さんに少し待ってくれるよう頼み、自分の教室に戻った。


  　彼女へのプレゼントを鞄から出して、再び彼女のクラスへと駆けた。


  　幡ヶ谷さんは困惑した顔をして席に座っていた。


  　僕の姿を視界に捉えた瞬間、幡ヶ谷さんの表情がきりりと変わる。


  　そんな睨にらみつけなくてもいいのに。


  　幡ヶ谷さんに近寄ると、ピンク色の包装紙で円筒形にラッピングされたプレゼントを差し出した。


  「幡ヶ谷さん、誕生日おめでとう。これ、プレゼントだよ」


  　幡はたヶが谷やさんの瞳ひとみが、みるみるうちに大きく見開かれる。


  　やがて彼女はうな垂だれると、弱々しく首を横に振った。


  「受け取れないわ」


  　その反応に、僕は驚くしかなかった。


  「どうして、だって今日は幡ヶ谷さんの誕生日だろう？」


  「……そうだけど」


  　幡ヶ谷さんは口ごもっている。唇くちびるを強く結んだまま、視線をあちこちにさまよわせていた。


  　どうしてしまったんだ、幡ヶ谷さん。


  　日ひ向なたさんと同じで、幡ヶ谷さんにも何か変化が起きてしまったのか。


  　一体、何がきっかけで、こんなことに？


  　確かめないと。


  　頰ほおを引き締め、幡ヶ谷さんに話しかけた。


  「そういえば、幡ヶ谷さんは先週、僕に言いたいことがあるって口にしてたけど……」


  　突然、幡ヶ谷さんの顔が泣きそうになった。


  「幡ヶ谷さん？」


  　だが、すぐに彼女の顔が無表情に変化する。


  「別に、もういいのよ」


  　彼女の声こわ音ねは細く、頼りない。


  「もう、それはいいの。気にしなくていいから」


  「気になるよ。もういいだなんて、そんなふうには聞こえないよ」


  　僕の言葉を聞いて、幡ヶ谷さんの顔つきが険けわしくなった。


  　幡ヶ谷さんは、ばっと顔を持ち上げて嚙かみつくように口を開いた。


  「それより、どうして教えてくれなかったの」


  　えっ。


  「な、何を」


  「生徒会長のことよ」


  　生徒会長？　日向さんのことだって！


  　僕が返答するより先に、幡ヶ谷さんがバン、と机を叩たたいた。


  「生徒会長は、あなたの幼おさな馴な染じみだったのね」


  　ええええ!?


  「いいえ、それは知っていた、知っていたはずなんだけど……」


  　幡ヶ谷さんは立ち上がると、僕のネクタイをぐっと摑つかんで、緩ゆるやかに引っ張った。


  「彼女同然の幼馴染だって、聞いたわ」


  「違うんだ、それは……」


  「何が違うのよ！　どうごまかしようがあるっていうのよ！」


  　僕の記憶はごまかされていない。


  　何となく、僕はそれを理解していた。


  　きっと、これは何らかの不思議な力が働いて、みんな巻き込まれてしまったんだ。


  　今までの経験上、こうなってしまうと、多少のあがきではどうにもならないということも。


  　受け入れるしかないということも。


  　同時に、不思議な力に翻ほん弄ろうされたままではよくないということも！


  　最悪な展開としては、僕が勘違いしただけなのかもしれないけれど！


  「最初からそうと知っていたら、私、私は……」


  「え、いや、ちょっと……」


  　違うんだ。


  　日ひ向なたさんは僕の幼おさな馴な染じみじゃない。


  　それは間違いなんだ。


  「幡はたヶが谷やさん、聞いて……」


  



  「庄しよう助すけくーん」


  



  　あ。


  　この声は。


  　僕はぎこちなく声のしたほうに首を向けた。


  「こんなところにいたんですか。捜しましたよー」


  　日向さんだ。扉の近くで、僕に向かって大きく手を振っている。


  「お昼ご飯、ご一緒しましょう」


  　なんて悪いタイミングなんだ、日向さんは。


  　はっと僕は幡ヶ谷さんを見つめた。


  　幡ヶ谷さんが半眼になって僕を睨にらみつけている。


  「ち、違うんだ、幡ヶ谷さん」


  「何が違うのよ」


  「いや、だから日向さんは僕の幼馴染じゃなくて……」


  「そんなみえみえの噓うそはうんざりよ」


  　きっぱりと幡ヶ谷さんは言った。


  「あれ？　幡ヶ谷さんとご一緒なんですか？」


  　近寄ってきた日向さんが僕と幡ヶ谷さんを見て、途端に不安そうな顔になった。


  　こんな日向さんを見るのは初めてだ。幡ヶ谷さんのことなんて何のその、いつもはもっと余裕たっぷりな顔で、積極的に僕に絡んでくるのに。


  「みえみえの噓うそはうんざりだけど……」


  　幡はたヶが谷やさんは僕から顔を背そむけると、僕の腕を摑つかんだ。


  　そうして自分の身に引き寄せる。服の上からではわからない、幡ヶ谷さんの胸の膨ふくらみが伝わってくる。彼女にしては、とても珍しい行為に僕は困惑してしまう。


  「……」


  　幡ヶ谷さんは無言のまま、日ひ向なたさんを睨にらみつけていた。


  「あ、え、えっと」


  　無表情を貫く幡ヶ谷さんとは裏腹に、日向さんはすごくうろたえている。手のひらを僕たちのほうに向けて、無意味に左右に振っていた。


  「庄しよう助すけくん、あの、その？」


  　日向さん、ごめん。僕のほうを見つめられても困る。


  　僕は曖あい昧まいに笑い返すと、日向さんは困ったように微ほほ笑えんだ。


  「庄助くん、今お忙しいんですか？　だったら、あとでもいいですよ」


  　隣から、殺気に似たどす黒い圧力がのしかかってきているように感じた。


  　僕がおそるおそる幡ヶ谷さんを見ると、幡ヶ谷さんは、彼女にしては似つかわしくない凄すさまじい形相をしていた。


  　いや、無表情なんだ。それには違いないんだ。だけど、とてもそうは見えない。顔の作りはさっきと同じ、何も表情は見えないのに、心の奥底から深い感情が湧わき上がり、それを顔中に塗りたくっているような、そんな顔をしているんだ。


  「そうね、生徒会長とあなたは幼おさな馴な染じみですものね」


  　幡ヶ谷さんが、そう僕にぽつりと言った。


  「う、うん、それはそうなんだけど」


  　その事実がどうして今関係あるのだろう。


  　また、幡ヶ谷さんは黙り込んでしまった。それを見た日向さんが慌てたようにして言う。


  「あ、いいんですよ。幡ヶ谷さん、気にしないでください。私、いつでも庄助くんと好きなときに会いますから」


  　幡ヶ谷さんがいつまでも沈黙を保っているので、僕が代わりに返答する。


  「……好きなときって、い、いつかな。一応、僕にもスケジュールというものが……」


  　ないけど。何となく、このまま流されるのはまずそうな気がしたので、そう言ってみた。


  　日向さんは考え込む素振りを見せて、


  「例えば、放課後、学校以外の場所とか？」


  　なんて、茶目っ気たっぷりに笑いかけてくるのだった。


  　可愛かわいいな、日向さん。こういう笑い方もしてくれるんだな。


  　あ、先ほどより、空気が重たくて痛くなってきた気がする。


  　幡はたヶが谷やさんを見ると、いつの間にか彼女は、僕をじっと見つめていた。


  　重たい空気をまとい、先ほどの、無表情に見えない表情を顔に被かぶせたままで。


  　こ、怖い。何だか本気で怖い。怖いしか言葉が出てこない、怖い。


  　やがて幡ヶ谷さんがゆっくりと口を開いた。僕から身体からだを離していく。


  「……ぼっとん便所に押し込んで呪のろい殺すわよ」


  　表現が汚いよ、幡ヶ谷さん！


  　誰を？　何で？　どうしたの？　どうしてそんなことをいきなり言い出すんだ？


  「さっさと、あの女のところにでも行けばいいんだわ」


  



  　△▼△


  



  　放課後、僕は最後の授業が終わっても席に座ったままでいた。


  　昼休みが終わってから放課後になるまで、ずっと同じことをぐるぐると考え込んでいたのだ。


  　話を整理しよう。


  



  　一、臨海学校までは普通だったのに、次の週から、急に状況がおかしくなった。


  　二、僕が日ひ向なたさんの幼おさな馴な染じみだという。


  　三、そして藤ふじ森もりさんも幡ヶ谷さんも、日向さんが僕の幼馴染だと言った。


  　四、だけど、僕にはそんな記憶がない。


  



  　前回と違う点は、藤森さんだ。


  　前のときは、藤森さんがこれは最初から仕組んだことだと、不思議な力だと種明かしをしてくれた。だから自分がどういう状況に置かれているか、明確に理解することができたんだ。


  　さっき、藤森さんが言ったカプグラ症候群っていうのは、いうなれば僕が頭の病気にかかったんじゃないかってことだ。


  　僕にも判断がつかなくなった。


  　そういう病気があるんなら、そうなのかもしれない。僕に自覚がないだけで。


  　今までは不思議な力だと確定していたから行動することができたけど、もしそうじゃないとしたら。


  　どうするんだ、僕はどう動けばいいんだろう？


  　今回はこれっぽっちも心当たりがない。


  　そして不思議な力が原因だと仮定して、どうして、僕だけが不思議な力の影響を受けていないのか。


  　それとも、僕がカプグラ症候群というのにかかって、そう思い込んでいるだけなのか。


  　現実を正しく認識することができないだけなのか。


  　そんなふうに迷っても、僕の心は決まっていた。


  　みんなが巻き込まれてしまっているのならば、そのまま放置するわけにはいかないんだ。


  



  　──もし、僕だけがおかしくなっているのだとしたら？


  



  　その先を考えようとして、どうしてだか、心の底から空気が抜けたように、ほっとした。


  　身体からだから緊張が抜ける。


  　現実を受け入れるだけだ。


  　視界の隅に何かが入って、僕は思考をやめた。顔を上げる。


  　教室の扉の近くに、茶色い髪の女の子がいた。


  



  　△▼△


  



  　女の子の部屋とは。


  　とても、とても、想像がつかないものだ。


  　ほら、僕は男であるわけだし、そもそも入ったことないし。


  　姉妹でもいれば違ったのだろうか。だが僕は一人っ子である。


  　残念でした！　だから、今の僕はこんなにも緊張しているんだ！


  　日ひ向なたさんの部屋は綺き麗れいに整せい頓とんされている。


  　白色の壁に、桃色のカーペット。座るとふわふわした感触がある。


  　異様に本棚が多い点だけが浮いているけれど、ここまでは僕の数少ない脳のう味み噌その余分なスペースでイメージできる女の子の部屋だ。


  　でも、決定的にイメージと違う箇所がある。


  　香りだ。


  　女の子の香りなんて錯覚で、あんなものはシャンプーの残り香だと聞いていたけど、[image: ]うわさのほうが噓うそだったみたいだ。


  　シャンプーなんかじゃない。そして人工物じゃない。


  　明らかに、こう、僕のいろんなところを刺激されちゃうような、心の奥底を鈍く震ふるわせるような、気持ち悪いのとその逆の、表裏一体の感覚が、僕の鼻び孔こうをかすめてくる。


  　あー、まずい。何だこれは。


  　早く出たい、と、いつまでもこの部屋にいたい、と両方の気持ちに押し潰つぶされそうになる。


  「庄しよう助すけくん、どうしたんですか？」


  「いやいやいや、何でもない。気にしないで！」


  　僕は焦あせって、目の前に座っている日ひ向なたさんに話しかけた。


  　私服の日向さんは見慣れていないのでとても新鮮だった。


  　プリントされたＴシャツに薄い上着をはおっているというシンプルカジュアルな組み合わせだが、不思議と品の良さを感じさせる色彩だ。


  　デニムのホットパンツが、部屋の薄暗さと合わさって扇せん情じよう的てきに見えた。


  「それより、僕に用事っていうのは？」


  　とにかくここは早く用事を済ませてひとりになりたい。しばらく考えを整理したい。


  　突如、日向さんがしかめっ面になる。


  「……庄しよう助すけくん、早く帰りたいって顔をしてます」


  「そんなことないよ！」


  「噓うそです。私、庄助くんのことなら、ある程度顔を見たらわかるんですからね。どのくらいの付き合いだと思っているんですか」


  　僕はその言葉に硬直した。


  　僕と日向さんは、まだ会って数か月しかたっていない。


  　少なくとも、僕にはそのくらいしか記憶がない。


  「どうしたんですか？　顔色悪いんですけど」


  「いいや、何でもない！」


  　どちらにせよ、今は『この状況は何か違う』のだと日向さんに気づかれるのはまずいように思えた。


  　何事も心の準備が必要だ。僕はそれを過去の経験から学んでいたのだった。


  「トイレでも行きたいんですか？　それともお腹なかがすいたんですか？」


  　日向さんの問いは間違っている。


  　僕は別にトイレに行きたいわけでも、お腹がすいたわけでもない。


  　ただ、僕は日向さんが幼おさな馴な染じみになったという事実に戸惑っているだけだ。


  　やっぱり、僕と彼女との間には、長い間築き上げた時間なんてないんじゃないか？


  　むくりと湧わき上がりかけた猜さい疑ぎ心しんのせいか、僕の顔がわずかに歪ゆがんだ。


  　そんな僕の表情を何と勘違いしたのか、日向さんが軽く嘆息した。


  「仕方ないですね。じゃあ、私の用事を終わらせちゃいましょうか」


  　残念そうに笑う日向さんの表情は、とてもよく見慣れた笑顔なのに、どこか新鮮さを感じる。


  　こんな笑顔を僕が見てもいいのか。


  　本当は、僕なんかが見ちゃ駄目なんじゃないか。


  　そんなふうにすら感じてしまうのだ。


  「ほら、先週、私は言いましたよね。庄助くんに言いたいことがあるって。それは全部で三つあって」


  　ああ、その記憶は間違っていないのか。


  　こくこく、と頷うなずく僕に日ひ向なたさんは言った。


  「ひとつめ。今、私は悩んでいることがあるんです。それをどうにかしたい、という思いはあるんです。だから、今は私の内に秘めているんですけど、今後庄しよう助すけくんにも協力してもらうかもしれません。……いえ、してもらうのは確定なんですけどね」


  　日向さんはにっこり笑った。


  　僕は彼女の言葉よりも、その内容に驚き、目を丸くしていた。


  　あの日向さんが僕に悩みを打ち明けているんだ。


  　今まで、こんなことはなかった。


  　何だかんだで、彼女は素の自分に近づこうとする第三者を直前で突き放すようなことばかりしていたように思う。僕には彼女の本音がわかるけど、それは彼女が必死で隠そうとして、その様子から窺うかがえるものであって、こんなふうに素直に伝えてくれるものじゃない。


  　そういえば、と僕は気づいてしまった。


  　日向さんは口癖のように僕を『奴ど隷れい』だと言うのに、今日は一度たりともその言葉を聞いていない。


  　これは、彼女が僕の幼おさな馴な染じみになったから？


  　もともと、彼女と僕の距離はとても近かった。だけど、それは自然なものではなく、彼女が強制的に僕に近づこうとした結果、そうなってしまったに過ぎない。


  　そして彼女は、近づこうとする行為のたびに、まるでそれが魔法の呪じゆ文もんでもあるかのように僕を『奴隷』扱いし、ごまかしていた。


  　だけど、今の彼女には、彼女と僕との距離感にはそんな不自然さはない。


  　彼女は自分を作らないで、僕と接しているように見える。


  　もしかして、これが本当の彼女の姿？　──気づけなかった。


  　今まで僕は日向さんのことをわかった気になっていた。彼女はずっと本音を隠したままだったんだ。


  　でも、どうしよう。こんな日向さんを見るのは恥ずかしい、と思った。


  　思ってしまった。だって、ほら、だって。


  　今まで隠されていたぶん、こんなふうに素直になられるとそのギャップで、すっごく可愛かわいくて直視できないんだ。


  「どうしたんです？　今日の庄助くんは青くなったり赤くなったり、忙しいですよね」


  「い、いや、何でもない」


  「明らかに何でもないって顔じゃないんですけど。まあ、よしとします。あと、二つ、お話ししていいですか？」


  　どうぞどうぞ、と続きを促す僕に、日ひ向なたさんは苦笑しながら言った。


  　大きなバッグをどこからともなく取り出してくる。


  「二つめ、実は私、あの島で面白いものを拾っちゃったんです」


  　へ？　あの島で？　待て、まさか。


  「それを庄しよう助すけくんに見せようと思って。これです！」


  　日向さんはバッグのファスナーを全開にした。


  　中から、子犬ほどの大きさをした、手足の短いまっ黒けな獣が出てきた。象の鼻がいやに印象的である。


  　この姿はどこかで見たことがあるぞ。


  　バクバクビーチの看板に描かれていたマスコットだ！


  「バクー」


  　鳴き声がそのまんまだ！


  　僕が答える前に、獣が自分の存在を主張しやがった！


  　しかも、明らかに鳴き声がおかしい。


  　犬でも猫でもない、この生き物は何だ！


  　やっぱり獏ばくなのか？


  「バクー、バクバクー」


  　ふざけているのか、この生き物は。絶対喋しやべれるだろ、この鳴き声はわざとだろ。


  「日向さん、これ何……？」


  「妖よう怪かいマニアの私にそれを聞いちゃいますか。うふふ、獏っていう妖怪です」


  　妖怪だ。どかん、と妖怪が出てきてしまった。


  　最初は『モチェの仮面』で、次は『言こと霊だま』。


  　そして今回は、このヘンテコな妖怪『獏』がもたらしたというのか。


  「妖怪の可愛かわいらしさに見み惚とれてしまうのはわかるんですけど、三つめ、いいですか？」


  　見惚れているわけじゃない、驚いているんだよ！


  　三つめ？


  　どんとこいだ！


  　もう何も怖くない。


  　怖い、怖くないという感情よりも前に、混乱状態で、どうしたらいいのかわからなくなっているんだけど！


  「三つめ。庄助くんに、同人活動のお手伝いをしてもらいたいんです」


  　同人活動ってなにさ。


  第二章　悩みを食べる獏ばく

  


  　今、僕の視界は真っ暗である。


  　何な故ぜかというと、日ひ向なたさんに「しばらく目を閉じてください」と命令されたからだ。


  　日向さんは僕が目を閉じたのを確認して、すぐに部屋から出て行ってしまったようだ。


  　僕はひとり、部屋に取り残されてしまっているのだと思う。


  　日向さんの幼おさな馴な染じみになってから数日後、また、僕は日向さんの部屋に来ていた。


  『同人活動のお手伝いをしてもらいたいんです』


  　そもそも同人ってなんだろう。その言葉の意味は知らなくてもいいのかもしれない。


  　そういえば、前にもそう称してモデルというのをやらされそうになったことがあったな。


  　全裸モデルなのだろうか。全裸を女の子に見られるのは嫌いやだ。勘弁してほしい。


  　そういうお願いをされたら、断固として拒否する姿勢を見せなければ。


  　そう決意していると、戸の開く音がした。


  「庄しよう助すけくん、目を開けてください」


  　日向さんの声がしたので、僕はそろりと目を開けた。


  　いつも幡はたヶが谷やさんが着ているような漆しつ黒こくの服装をした日向さんがいた。


  　幡ヶ谷さんとの違いは、日向さんのほうがふわふわとした印象が強く、強く黒を主張しているのにもかかわらず、全体的に可愛かわいらしいイメージを与える。


  「どうですか、似合いますか？」


  「ど、どうしたのかな。それは」


  「それ、ってわりと酷ひどい言葉遣いするんですね、庄助くんたら」


  　日向さんは腰に手を当てて、一度軽く足を鳴らした。


  　彼女の履いているスカートがひらりと動いて、ニーソックスとスカートの間にある白い肌がちらりと見える。ぎょっとして凝視してしまう。


  「まるで幡ヶ谷さんだ！」


  「庄助くん」


  　日向さんが鬼の形相をしている。


  「は、はい」


  「そこ正座なさい」


  　僕はその場に座る。日向さんが僕を見下ろしてきた。


  「いいですか、言っていいことと悪いことがあります」


  「ごめん」


  　自分でも正直どうかと思う。今の感想は。


  　だけど、正直な気持ちだった。


  　日ひ向なたさんが「しょうがありませんね」と肩をすくめた。そのまま、僕の「どうしたのか」という質問に答えてくれる。


  「今から庄しよう助すけくんに頼もうとしていることと関係しているんですよ。私、前に妖よう怪かいが大好きで、いろいろなことに手を出しているってお話ししましたが、その延長で、妖怪は関係ないんですけど、知り合いの同人イベントのお手伝いをすることにしたんです」


  　まだ高鳴る胸をもてあましながらも、日向さんに質問した。


  「その同人イベントって？」


  「そうですよね、庄助くんは詳しく知らないんでしたっけ。オタクのイベントみたいに簡単に考えてくださったらいいです」


  　言外に、どうせ庄助くんに詳しく話しても理解してくれなさそう、っていう言葉が潜ひそんでいるような気がするけど、気のせいにしとくよ。気にしても仕方ないしね。


  「で、その同人イベントで、この衣装を着ることになったんです。なので、本番の前に、庄助くんに見てもらおうと思ったんですよ！」


  　僕に？


  「何で？」


  「だって、せっかく作ったのに、本番まで誰にも見せないってもったいないじゃないですか」
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  　その言葉を聞いて、ひとつの言葉を思い出した。


  



  『……誰にも見せないっていうのは嫌いやだったから』


  



  　そういえば、幡はたヶが谷やさんも同じことを言っていた。


  　どうしてだか、強い違和感を覚える。


  　その違和感に後押しされるまま、僕は日ひ向なたさんに言った。


  「それは、最初から僕に見せるつもりで……？」


  「庄しよう助すけくんたら、何を言っているんですか？　今説明したじゃないですか。この衣装は、そのお手伝いする同人イベントのために用意したものであって、庄助くんに見せるのはオマケです」


  　日向さんはくすくすと小悪魔めいた双そう眸ぼうで笑った。


  　ころころ表情を変化させる日向さんは、本当に新鮮だった。


  　よくよく思い返せば、今までの日向さんは、ずっと笑顔ばかり見せていた。たとえ他の表情になっていたとしても、すぐに笑顔でごまかすように上塗りされていたような感覚がある。


  　だけど今の日向さんの笑顔は、そんな上塗りされた一辺倒な笑顔じゃなくて、もっと自然に呼吸するような笑顔だ。


  　彼女には、こんな笑顔も隠されていたのか。


  　僕は彼女の何を見ていたのだろう。


  　日向さんがこんな表情をするのは、僕が彼女の幼おさな馴な染じみになったからか。


  　逆に言うと僕が彼女の幼馴染にならなければ、日向さんはこんな笑顔を僕に見せることはなかったのか。


  　すごく心が痛い。


  　僕は自分が気づいていないだけで、どこかで彼女に無理をさせていたんじゃないだろうか。


  　彼女と仲良くなったと思っていたけど、そんなの気のせいだったみたいだ。


  　重たくなるような失望感はあるのだけれど、それ以上に新しい日向さんの表情を見て、嬉うれしいと感じる気持ちが勝っていた。


  「庄助くんには力仕事を手伝ってもらいますね」


  「それは僕みたいによくわかっていないひとが手伝っても大丈夫なのかな」


  「大丈夫です！　……その点においては私もある意味そうですから。妖よう怪かいとは関係のないジャンルなんです。だけど、その知り合いさんと深く交流できる機会だと思ったんで、参加してみることにしたんです」


  　でも、と日向さんが顔を伏せた。


  　僕はそんな悲しそうな彼女を見て口を閉ざした。


  　何か声をかけようと思ったけど、どう言えばいいか、わからなかった。


  　こんなに感情豊かな日ひ向なたさんに驚きもするけれど、彼女の見せる感情の渦に何も言えないでいた。


  　僕にはわかる。


  　これは噓うそじゃない、演技じゃない。


  　こんなにも彼女の感情は近くにあるのに。


  　少なくとも今の僕にとって、僕と彼女の関係は偽物なんだ。


  　日向さんは僕が幼おさな馴な染じみだから親しくしてくれているけれど、どうしても僕にとっては、やっぱり彼女はそうじゃない。高たか嶺ねの花の日向さんだ。


  　それを実感するのがとても嫌いやで、今の彼女のことが知りたくて口を開いた。


  「……そういえば、肝心の日向さんの悩みって何なのかな」


  　にこーっと、日向さんは笑った。


  「本当は素直に言いたいんですけど、簡単に口にしちゃったら有り難みがなくなっちゃいそうですよね」


  「しばらくは秘密ってこと？」


  「庄しよう助すけくんに言いたくなったら言っちゃいますけど、今は、シー、です」


  　そうやって、日向さんは人差し指を唇くちびるに近づけた。


  　それでも僕はそこで会話を途絶えさせたくないので、何とか話題を作ろうとした。


  「そういえば、日向さんは僕のことを奴ど隷れいって言っていたけど、最近言わなくなったよね」


  　この記憶はあるのだろうか。彼女に。


  「あんなの、おふざけですよ。気を悪くしましたか？」


  　日向さんの言葉に僕は啞あ然ぜんとする。


  　彼女の中では、ふざけてそういう単語を使ったことになっているのか。


  「眠たくなってきました」


  　日向さんが座り込んで、僕に近づいてきた。


  「お背中、借りていいですか？」


  　いきなりどうしたんだろう。


  　困惑をよそに、日向さんは僕の背に自分の背をくっつけてきた。


  　僕の顔を見ないで、彼女の顔が見えない位置で、日向さんは言った。


  「私が新しいことに挑戦したりして、少し気弱になっているときに、いつでも庄助くんは背中を貸してくれましたよね」


  　そんな記憶はない。


  「……私は悩んでいたり、苦しんでいたりする自分の顔が嫌いなんです。前にも言いましたよね」


  　言われた記憶なんてない。


  　だけど、そう言われて戸惑う気持ちより、それを言われないくらいに、実は彼女と距離が遠かったのだと思い知らされたことに胸が痛む。


  「誰にも見られたくないって思うのに、どうしてでしょうかね。ひとりは嫌いやだって思うんです」


  　だから日ひ向なたさんは、僕と背中合わせになったのか。


  　初めて知る事実を僕はじわりと感じ取った。


  「本当によかった。こうして、自分のことを話せる相手ができて」


  　え。


  　日向さんはとても嬉うれしそうに自分のことを語るけど、僕にはその喜びが分かち合えない。


  「庄しよう助すけくんみたいな幼おさな馴な染じみがいて、本当によかったって、私思うんですよ」


  　──違うんだ、日向さん。


  　僕はそれだけのことが言えないでいる。


  　とても楽しそうにしている彼女の邪魔をしたくないと、そう思ってしまっているから。


  「もしひとりぼっちだったら、私はどうなっていたのでしょうね」


  　日向さんのその言葉が、聞いていてとても辛つらかった。


  



  



  　背中にはまだ彼女の温ぬくもりが残っている。


  　日向さんの家からの帰り道、僕は妙な焦しよう燥そう感かんに押されながら考えていた。


  　僕が間違っているのか。


  　日向さんが間違っているのか。


  　そんなのは、きっと些さ細さいなことなんじゃないか。


  



  『庄助くんみたいな幼馴染がいて、本当によかったって、私思うんですよ』


  



  　そう日向さんは言ったけど、僕にとって日向さんはそうじゃないから、そんな彼女の信頼を酷ひどい形で裏切ってしまっているんだ。


  　こんなの、間違っている。


  　それに、僕はさっきから大きな違和感を覚えていた。


  　一体何に気づこうとして気づけないのか、わからずにいる。


  



  　△▼△


  



  　家に帰って部屋で呆ぼう然ぜんとしていたら、振動音に驚いた。


  　慌てて音のする鞄かばんを開いてみると、携帯電話が激しく震ふるえていた。


  　幡はたヶが谷やさんからの着信だ。


  　彼女とひどい別れ方をしてから、僕はずっと彼女に連絡を取ろうとした。


  　何度も電話したのに、なかなか繫つながらなかったんだ。


  　僕はすぐに電話に出た。


  「幡ヶ谷さん？　よかった。最近、全然電話が繫がらなかったからさ」


  「そうね、ごめんなさい。ここのところ、おばあちゃんの調子がよくなかったから……」


  「え？」


  　彼女の声こわ音ねが急に小さくなったので、聞き返した。


  「ううん、何でもないの。それより、何度もかけてきて何の用事よ」


  　幡ヶ谷さんの声に苛いら立だちがこもる。


  「誕生日のことだよ。誕生日に何もできなかったから、ずっと気になっていたんだ」


  「そんなのしなくていいわ。もう私のことは気にしないで」


  　だけど幡ヶ谷さんの反応は硬かった。


  「気にしないでって言われても」


  　僕がそう言うと、幡ヶ谷さんの機嫌が底辺になる。


  「あんまりしつこいと、本気で呪のろい殺すわよ」


  「呪い殺すなんてそんな！」


  　そうやって必死でしがみつく僕に、幡ヶ谷さんは冷たい言葉で返してきた。


  「それともそんなに私の水着が見たいってこと？　この変態。呪い殺して海中に沈めるわよ」


  　水着？　彼女に言われるまで、そんなことはすっかり忘れていた。


  　反射的に「違う」と否定しても、彼女は聞く耳を持ってくれなかった。


  「そのままサメにでも食われたらどうかしら。さよなら！」


  　最後はほぼ怒鳴り声だった。


  　こんなに感情的な彼女は初めてかもしれない。


  



  　日ひ向なたさんと幡ヶ谷さん、違う形でそれぞれ大きな風船を抱えている。


  　針を突き刺せば、あっという間に激しい音をたてて割れてしまいそうだ。


  　──ぐっと一歩を踏み出す前に、周りを見渡してみよう。


  



  　△▼△


  



  　次の日、朝礼が始まる前の時間に、僕は日向さんに生徒会室に呼ばれた。


  　またいつもの生徒会室の掃除かな、と言った僕に対して、日向さんは不思議そうな顔をしたあと、


  「掃除は掃除ですけど、私も手伝いますから大丈夫ですよ。時間内に終わりますよ」


  　そう言ってにっこり微ほほ笑えんだのだった。


  　こんなふうに素直に笑われるとものすごい可愛かわいい。普段の笑顔も可愛いんだけど！


  　穏やかさと柔らかさが入り混じった表情は、ほんのりと甘いようにも感じられるんだ。


  　いつも上から目線の日ひ向なたさんも、何だか癖になりそうで大好きなんだけど、こうやって一緒に掃除を手伝ってくれる日向さんも魅力的だ。


  　もしかして、これが素の日向さんなのかな。


  　その辺を深く考えてしまうと、どれだけ僕は、彼女に無理をさせていたんだろうと心が沈みそうになる。


  　変な顔をして日向さんに気づかれても意味はないから、頭を振って嫌いやな考えを振り払う。


  　それにしても、と掃除をしている日向さんを見た。


  　ちりとりと箒ほうきを手にしている日向さんの姿はとても新鮮だった。


  　日向さんに見み惚とれて動けない。いつまでも仕事をしない僕を不審に思ったのか、日向さんが箒を動かしていた手を止める。


  「いくら何でも私ひとりにやらせて、見ているだけって酷ひどくないですか」


  　日向さんが、じと目で僕を見つめている。


  「ごめん、ごめん」


  　僕は頭をかきながら、慌てて傍そばに置いてあった箒を手に取った。


  「日向さんだけにやらせるつもりじゃなかったんだ。ただ、日向さんの姿が……」


  「私の姿が何ですか？」


  　日向さんはおかんむりだ。


  「とても庶民的で身近な感じで、珍しいなって……」


  「似合わないってことですか？」


  　ち、違うよ！　身近に感じられて可愛いってことだよ！


  　ところがそう答える前に、日向さんは勘違いしたまま、頰ほおを小さく膨ふくらませて怒りはじめてしまった。


  「似合わないって、酷ひどいです。庄しよう助すけくんたら」


  　似合わないなんて言ってないのに。


  　このままではまずい。


  　とにかく早く誤解を解こうと口を開いたとき、日向さんがくるりと回転したかと思うと、すたたたーっと僕の傍を離れていく。


  「あ」


  　日向さんはダンボールの積み上がった部屋の隅でごそごそすると、何やら一切れの布を取り出した。


  　いや、あれは布じゃない。


  　それが何か気づくよりも先に、日ひ向なたさんがそれを持って僕へと向かってきた。


  「じゃあ、これを着てみたらどうでしょう？」


  　何だって？


  「じゃーん、割かつ烹ぽう着ぎです」


  　どうしてそんなものが。


  　僕があんぐりと口を開いていると、日向さんは割烹着を自分の目の前でひらひらさせた。


  「これで頭にナフキンを巻いたら、あっという間に家庭的な私のできあがりです」


  　無邪気に微ほほ笑えみかける。


  「それもまた似合わないって、もしかして庄しよう助すけくん、そう思ってます？　私のことなんて料理もできない、女の子だって思っちゃってます？」


  　ちょっと自じ虐ぎやく入っているよ、日向さん、それ。


  「前にも言ったじゃないですか。あれは表向きの私なんですってば」


  　そんな記憶、僕にはない。


  「生徒会長としての私は、少しよそよそしく見えるかもしれないですが、全部演技ですから、気にしないでくださいね！　庄助くんも気にしないって言ってくれましたよね」


  　その事実は口にできない。


  　代わりに僕は曖あい昧まいに笑った。


  「もしかして、庄助くんてば」


  　やばい。もしかして僕の小さな心の変化に気づかれたのか。


  　日向さんはぐぐっと僕に顔を近づけると、囁ささやくようにして言った。


  「私の割烹着姿、見てみたいんですか？」


  　あ、違ったみたい。ほっとする。


  　そりゃ見てみたいよ！


  　大きく頷うなずくと、日向さんの表情が小悪魔めいたものに変化する。


  「なーんて、こんな時間に着替えるわけないですよ」


  　そう言って割烹着を僕に被かぶせてきた。


  　視界が一瞬にして白い布に埋め尽くされて、驚いた僕は手足を振り回す。


  　ようやく割烹着が身体からだから外れて、ほっとひと息吐ついた。


  「もしかしたら残念だって思ってます？」


  　ちょっと。


  「そうですね。今度特別な日にでも、庄助くんのために着替えてあげましょうか？」


  「特別な日って？」


  「ん～例えば、私か庄助くんの誕生日とか」


  　その言葉に僕は心臓を摑つかまれたように驚く。


  　あ、あれ。


  　今、何に反応したんだ。


  「どうでしょうか？」


  　あ、そうかと思った。


  　その言葉はどこかで聞いたことがある。


  　幡はたヶが谷やさんだ！


  　臨海学校のとき、幡ヶ谷さんも同じことを言っていたよ！


  　そうだ、ようやく気づいた。


  　僕が日ひ向なたさんを見ながら、感じていた違和感はこれだ。


  　日向さんの言動の節々に、過去に幡ヶ谷さんの取った行動が重なるんだ。


  　どうしてだろう。まるで日向さんが幡ヶ谷さんに成り代わっているかのようだ。


  「……って、そんなに嫌いやな顔しなくていいじゃないですか」


  　え？


  　僕はそんな顔をしていたのか、今？


  　そっと自分の頰ほおに手を触れてみる。


  　どんな顔をしていたのか、当然ながら触っただけじゃわからなかった。


  



  　△▼△


  



  　生徒会室から外に出ると、視界に茶色い物体が映った。


  　僕から少し離れたところにゴミ箱がある。僕の身長の半分くらいの大きさで、四角い木製の箱だ。


  　廊下の隅っこで、逆さまになって置かれている。


  　周囲にゴミが散らばっていた。


  　どうしてこんなところに？


  　僕はつい足を止めてしまう。


  　廊下に散乱するゴミを拾ったほうがいいのだろうか。


  　すれ違う人も怪け訝げんな顔をして、茶色の箱を見ている。


  　そりゃそうだろう、普通はこんなところにゴミ箱があるわけがない。


  　どうしようか、と迷ったあと、箱の周囲に散乱しているゴミを手で拾い上げるだけ拾って、すぐ近くの教室に入り、隅に置いてあったゴミ箱に捨てた。


  　廊下に戻ると箱がなくなっていた。


  　あ、あれ？


  　どういうことだ？　僕の見間違いだったのか？


  　まぁいっか。僕はそのまま自分の教室に向かおうとした。


  　背後から不審な物音がしたので、足を止めて振り向いてみる。


  　ゴミ箱があった。


  　この展開には覚えがあるぞ。


  　頭を抱えながら箱に近づいてみる。


  　箱を抱えて持ち上げようとした。


  　動かない。


  　ものすごく強く引っ張ってみても、どうにもならない。


  　数分間箱と格闘したが、結局僕の無残な一回戦敗退で幕を閉じた。


  　諦あきらめて僕は帰ることにした。中身に心当たりはあるけれども、こうして廊下で戦争をしても無意味だ。


  　もっと和平交渉したい、できれば人のいない場所で、僕と箱じゃなく僕と箱の中身で。


  　ところが歩き出して数秒、背後で凄すさまじい音がした。


  　肩を大きく跳ねさせて慌てて振り向くと、箱が左右に振動していた。


  　まさか中身が大暴れしているのか？


  　呆ぼう然ぜんとしている間にも、徐々に箱が上下左右に揺れながら近づいてきた！


  　ホラーだ、これは紛れもなく！


  　僕の周囲で心霊現象が発生している！


  　妖よう怪かいや、カプグラ何たらなんて、足元にも及ばないレベルだ。


  　ラップ音レベルじゃない、ポルターガイストを発生させているのだから堪たまらない。


  　──なんてね。


  　既に僕は気づいている。


  　きっと幡はたヶが谷やさんが、箱の中に隠れているんだ。


  　以前に、散々彼女にストーキング行為をされたんだから、彼女のパターンはお見通しだ。


  　どんどん近づいてくるゴミ箱に近づくと、そっと声をかけた。


  「幡ヶ谷さん……？」


  　箱の動きがぴたりと止まると、ゆっくりと中からめくるようにして箱が持ち上がった。


  　思った通り幡ヶ谷さんだった。


  　こちらの様子を窺うかがっている。


  　ばっちり目が合ってしまった。


  「気づいているのならば、さっさと声をかけなさい。地獄のそこから呪のろうわよ」


  「ご、ごめんこうむる、かな」


  「そうね。まずはあなたを地獄のそこに引きずり込んでからよね。順序が間違っていたわ」


  　何の話だ！


  「何をしているのかな、幡はたヶが谷やさんは？」


  　おずおずと話しかけると、


  「ふんっ」


  　幡ヶ谷さんは鼻で息をして、被っていた箱を投げ捨てた。


  　ゴミ箱は学校の備品だから手荒く扱っちゃ駄目だよ。


  「ずいぶん、長く生徒会室にいたみたいじゃない？」


  　えっ。まさか、僕が生徒会室に入る前から僕を追いかけていたのか？　気づかなかった。


  　そこはきちんと謝らなければ。


  「ごめん、気づかなかったよ」


  「何を言っているのよ。あなたをつけ回していたのに、気づかれたらおしまいじゃないの」


  　あれ？　正論？　正論かな、これ。


  　どうしてだか幡ヶ谷さんに、異常なことをまともなように言われている気がするんだ。


  「それでどうしたのかな」


  　その、箱に入ってまで僕を追いかけ回してさ！


  「……おばあちゃんが……」


  　え？


  　幡ヶ谷さんがもごもご言ってきたので、僕は思わず聞き返してしまった。


  「ううん、やっぱり何でもないわ」


  　幡ヶ谷さんは素早くそう言うと、黙り込んでしまった。


  　どうしよう。


  　沈黙がひどく重たい。


  「もう、私のことはいいわ。こんなの、間違っているものね」


  　何の話だ？　僕がそう尋ねると、幡ヶ谷さんは僕をまっすぐ見つめてきた。


  「生徒会長はあなたの幼おさな馴な染じみだから、あなたが一緒にいるのは当然だわ。生徒会活動をフォローするのは当たり前のことよ。それを、なぜだか気にしてしまう私が悪いんだわ」


  「待ってよ。どうしていきなり日ひ向なたさんの話になるんだ。突然すぎて、よくわからないよ」


  　それに、僕が生徒会の仕事を手伝っていることを何な故ぜ幡ヶ谷さんが気にしているんだ？


  　だけど、おかしいな。突然すぎる彼女の行為なのに、なぜか僕はデジャヴを感じている？


  「あなたにはわからなくたっていいわ」


  　苦しそうな顔をしながら、幡ヶ谷さんは言った。


  「私にはわかるわ。私には、私の言いたいことがわかっているもの。だからもうそれでいいの」


  　幡ヶ谷さんの握りしめていた拳が震ふるえていた。


  「あなたにこうして話しているのも、結局私の自己満足だもの。あなたがわからないってわかっていて、それでもあなたにわかってほしいから一方的に話しているだけ！」


  「ま、待ってよ。幡はたヶが谷やさん、どうしたんだよ」


  　僕は幡ヶ谷さんに手を伸ばそうとしたが、それを強く振り払われた。


  「気にしないで。これからも生徒会長をいろいろと手伝わなければいけないことがあるんでしょ。なら私なんかに構う必要はないはずよ」


  「だけど、幡ヶ谷さんは僕に用事があったんだよね？」


  「そうよ。だけど、それはもういいって何度も言わせないで。……よく考えたら、私は別にあなたと何か特別な関係でもないんだから、友達ですらないんだから、こうして私が私のことをあなたに話すことすら筋違いよね」


  「僕は幡ヶ谷さんのことを友達だと思っているよ」


  　それは本当だ。


  　それなのに、僕の気持ちはこれっぽちも幡ヶ谷さんに伝わらなかったんだ。


  「いい加減にしてよ、本気で呪のろい殺すわよ、私にそんなことさせないでよっ」


  　幡ヶ谷さんの必死の言葉に、強い感情に、僕は胸が押し潰つぶされそうになる。


  「誰かに見せつけられて、誰かに押しつけられて、誰かと比べられて。そういうのはもううんざりよっ」


  　幡ヶ谷さんは力強く叫ぶと、僕の前から逃げ出してしまった。僕は必死で追いかけるが、すぐに彼女の姿を見失ってしまった。


  　僕は彼女を捜し回りながら、強いデジャヴの正体に気づいていた。


  　今度は、幡ヶ谷さんが日ひ向なたさんみたいに見える。


  　臨海合宿のとき、日向さんは僕に言っていなかったか。不機嫌そうな顔をしていた日向さんに、何故かと尋ねると、彼女はこう言わなかったか。


  



  『……そう見えるのは、仁じんくんに何かやましいことがあるからでは？　今、私の気持ちは私だけがわかっていればいいので、仁くんに何か言うつもりはありません』


  



  　まるで、ふたりの立場が入れ替わったみたいだ。


  



  　そこでようやく僕は、何が嫌いやなのかよくわかった。


  



  　この現象の中心には、日向さんがいる。


  　それなのに日向さんは気づいていない。


  　本当はゴミが散さん乱らんしている場所にいるのに、僕の目からはとてもいびつに見えるのに、日向さんにとってはそうじゃないのだ。


  　僕は、綺き麗れいな景色だと勘違いして素直に喜ぶ日ひ向なたさんを可愛かわいらしく思うけど、それを見れば見るほど、間違った泥沼の状況を理解していってしまう。


  　今、僕の胸を満たしているのは罪悪感だ。


  　本当なら見てはいけないものを見つめ続けている罪の意識だ。


  　もし日向さんが、僕という存在が作られたもので、それに気づかないで、本当の自分を見せているのだと知ったら。


  　全幅の信頼を置いている存在が、実はどこにもないのだとしたら。


  　どれだけ彼女は傷ついてしまうのだろうか。


  　幡はたヶが谷やさんだってそうだ。


  　彼女は言いたくないことを言ってしまっているんじゃないか。


  　どうしてそう思うかって？


  　何な故ぜなら、僕にも覚えがあるからだ。


  　前回、僕は幡ヶ谷さんと日向さんとの関係に悩んで、つい藤ふじ森もりさんに、現状をどうにかできないかって自分の胸のうちを無意識にぽろりと零こぼしてしまった。


  　胸の奥にしまっていればいいことをふとしたきっかけで爆発させてしまい、その結果、悲惨な状況を招いてしまったので、とても後悔した。


  



  　このままではダメだ。


  　やっぱりどうにかしないと。


  　この状況を打開する鍵かぎはどこにある？


  　既に僕は、その鍵のありかに心当たりがあった。


  



  　△▼△


  



  　獏ばくは悪夢を食べる妖よう怪かいだ。


  　それは調べるまでもないほど有名で、世間に浸透している事実だ。


  　僕、いいや、僕と日向さんの関係性は、日向さんが獏という妖怪を見つけてから、発生したはずだ。


  　間違いなく、獏が今回の事件に関係している。


  　た、たぶん、メイビー。実はちょっと自信がない。


  　しかし悪夢を食べるだけの無害な妖怪がどうしてそんなことを？


  　考えても答えは出ない。だけど僕は考えるしかないんだ。ほら、どこかの外国人が確か言っていたよ、ＴＨＩＮＫ！　ってね。ＴＨＩＮＫというスローガン、ＴＨＩＮＫという文化は何にも勝るはずだ。って！　オルソー。


  　ちなみにテンションの変な僕は日ひ向なたさんの家の玄関先で、日向さんが出てくるのを待っているところだ。


  　日向さんとデートだ。テンションが高くなるのは仕方ない。


  　天気のいい日曜日。これから、僕と日向さんは同人イベントのための買い物に行くという。


  　玄関のカーペットには、例の獏ばくがちょこんと座っていた。


  　耳元がかゆいのか、短い手足をばたばた動かしていたが届かないのでもどかしいように全身を震ふるわせている。


  　僕たちの本来あるべき状況は曖あい昧まいだけど、この獏なる不可思議な生き物が異物なのは確かだ。


  「教えてくれ。何がしたいんだ」


  　獏との対話を試みる。未知との遭遇だ。


  「日向さんはとても幸せそうだ。だけどそれが偽物の関係からできているんなら、間違っていると思う。そうじゃないか？」


  　もし偽物だとわかった場合、どうするんだ。


  　今まで自分のしてきた行動が全部偽りからきたもので、秘密にしてきたものを強制的に不思議な力によって後押しされる形で自分の意思とは無関係にさらけ出してしまったと知ったら。


  　僕だったらきっと叫んで、その辺を走り転げてしまいたくなる。


  　だけど、日向さんは？


  　僕は日向さんが傷つくのは嫌いやだ。


  　自分がどれだけ酷ひどい目にあおうと構わないけれど、あの自然で何も上塗りされていない笑顔を、曇らせたくはない。


  　その想いは、僕のなかで日に日に膨ふくれあがっていた。


  　それだけ、あの日向さんの素の笑顔はとてつもない爆発力をもっていたんだ。


  「答えてほしいんだ。とても大事なことなんだよ」


  　獏は僕をぱっと見たが、長い鼻をふんふん鳴らしただけで、何も言わない。それどころか、しゃがみこんでじっと獏を見つめる僕の顔に近寄ってきた。黒々とした鼻を僕の頰ほおにすりつけようとする。


  「違う、何で寄ってくるんだ。僕の言葉を聞いているのか」


  「バクー、バクー」


  「変な鳴き声はやめろよ。そうやってごまかしても無意味なんだぞ！」


  「バクー、バクーバクー」


  「その鳴き声はわざとやっているんだろ。大体、動物の声帯でそんな声が出るわけないんだ！」


  　獏は僕の声に何度か首を傾かしげる仕草をした。


  　くそう、可愛かわいい。


  　僕に媚こびてどうしようっていうんだ！


  　追及の手を弛ゆるめる気はないぞ！


  「いい加減にしろ！」


  　叩たたくふりをしたら、獏ばくがびくりとして僕の親指と人差し指に食いついてきた。


  「こら、指を嚙かむな。やめろ、離せ」


  　だが、獏は小柄な体格に似合わない大きな口を開けて、さらにもごもごとくわえはじめる。


  　僕の手が獏の口の中に丸ごと消失した。


  　咀そ嚼しやくしているのか、左右に獏は口を動かしている。


  「痛い、いたたたた」


  　これは洒落しやれにならない、まずいってば！


  　ばんばん、獏の背中を叩いていると、


  「何をしているんですか？」


  　恐ろしく低い声が背後から聞こえてきた。


  　僕はこわごわと振り向いた。


  「いや、違う、これは……」


  「妖よう怪かいを苛いじめて楽しいですか？」


  「苛めてないし、楽しくない。むしろ苛められているのは僕のほうで……」


  「逆にいうと、そんな小さな生き物に苛められて悔くやしくないんですか？」


  [image: ]


  　日ひ向なたさんが意地悪な視線を向けてきた。


  「……悔くやしい」


  　僕はいまだ獏ばくに嚙かまれたままの右手を持ち上げた。ぶらりと獏が浮き上がって、体たい躯くを左右に揺らす。獏の重みで、ものすごい手が痛くなったので、僕は慌てて獏を床に降ろした。


  　痛い、痛い、と喚わめく僕に日向さんが薄い笑みを浮かべる。


  「庄しよう助すけくんたら、素直ですね」


  　この笑顔だ。


  　僕は日向さんの、その笑顔にとても弱い。


  「でも私は、そんな素直な庄助くんが好きです。なーんて」


  　鈴の鳴るような声こわ音ねで、そんなことを言われると、何だか居たたまれない気持ちになってしまう。


  　思わず押し黙って、熱のこもった顔を彼女から逸そらすと、からかうような響きで日向さんが笑った。


  「……本気にしちゃいました？」


  　冗談だとわかっている。だけど本気だと思いたい僕の心があった。


  「さてクイズです。今のは冗談でしょうか？　本気でしょうか？」


  　僕は答えを言いたい。


  　いつもならすんなり口にできるその言葉が、どうしてかとても重たかった。


  「なーんて！」


  　僕が口にするより先に、日向さんがにこりと微ほほ笑えみながら言葉の続きを言った。


  　日向さん、すごく楽しそうだ。


  　僕はこんな日向さんを、やっぱり今まで見たことがない。


  　胸が苦しい。


  「答えは庄助くんの胸の中にある、でいいんじゃないでしょうかね」


  　日向さんは太陽のように温かな笑みを僕に向けてくる。


  「それじゃあ行きましょうか」


  「ちょっと待ってよ」


  　僕は嚙みついたままの獏を日向さんに見せつける。


  「これどうしよう」


  「苛いじめようとするから」


  　日向さんは少し考え込んだ仕草をすると、僕を置いて外に出て行く。


  　しばらくして戻ってきた彼女は、バケツを手にしていた。


  　日向さんは僕の前にバケツを置く。バケツの中にはなみなみと水が入っていた。


  　獏は水を見ると、僕の手を口から離すと嬉き々きとした仕草をしながら水の中に飛び込んだ。


  「何だ、この獏ばく。水が好きなのかな」


  「もともと、島に住んでいましたしね。水、というより海が恋しいのかもしれません」


  　日ひ向なたさんの言葉に僕はふむ、と首を傾かしげたのだった。


  



  



  　到着した場所は、池いけ袋ぶくろだった。


  　休日だから、いつもより人で込み合っている。


  　駅前で待ち合わせということで、僕は日向さんのあとをついていく。


  　日向さんが立ち止まった。僕は彼女の視線の先を追った。


  　そこには二人、女の子がいた。


  　清潔感あふれる白いワイシャツを着た短髪の子と、装飾の多い真っ黒なワンピースを着た長い茶髪の子だった。


  　日向さんはしばらくスマートフォンを操作していた。何をしているんだろう。ゆっくり顔を上げた日向さんは、その子たちに近づいていく。その表情は、僕でもわかるくらいに緊張していた。


  「すみません。サークルおどろ奇の方ですか」


  「はい、そうです」


  　と、白いワイシャツの子が言って、


  「どもどもー」


  　と、黒いワンピースの子が手を振って応じた。


  　サークルって何？　どういうこと？　『おどろ奇』って、何でそんなに変な名前なの？


  　僕が混乱していると、日向さんがぼそぼそっと耳打ちをしてきた。どうやら部活動の集まりみたいな感覚で考えればいいらしい。それで白いワイシャツの子がアカさんという名前で、黒いワンピースの子がジンゴさんというらしい。


  「それがアヤカシさんの言っていた幼おさな馴な染じみの子？」


  　アカさんという名前のひとが僕を指差してきた。


  　僕は曖あい昧まいに頷うなずくと、アカさんは少しだけ顔を歪ゆがめた。


  　あれ？　これは嫌いな相手に向けるような表情だよね。僕、何かしたっけ。


  　しかしアカさんって、あだ名みたいなものなのかな。


  　それにそもそも、と僕は日向さんに小さな声で質問した。


  「アヤカシさんって誰？」


  「私のことです」


  　何それ、どういうこと。


  　どうしてみんな、コードネームで呼び合ったりしているの？


  　ここは戦場？　それともスパイ活動をしているとか、そういうのなの？


  　あまり深入りしないほうがいいみたいだ。


  　別にそれを馬鹿にしているわけじゃなくて、よくわかっていない素人が首を突っ込むのは、普通あまりいい感情を抱かないだろう？


  「力仕事はどんどん任せちゃって大丈夫ですから」


  　日ひ向なたさんが僕を一いち瞥べつしてアカさんに言うと、彼女は淡々とした調子で答えた。


  「そうですか。今回はカートを、いくつか購入しようと思うんですけど、それでも問題ないですか？」


  「問題ありません。気にしないでください、私の幼おさな馴な染じみですから」


  　日向さんは素早く返答した。


  　沈黙。


  　何な故ぜか、その女の子たちは僕を見つめてくる。


  　な、何だろう。


  　その視線がすごく痛い。


  　どろどろとしたものが[image: ]あふれ出してくるような印象だ。


  「当日は本の詰まったダンボール箱の運搬もお願いすることになるんですけど、本当に大丈夫ですか？」


  「大丈夫です。だから男の子連れてきたんですから」


  「気を悪くしないでくださいね。以前、サークルチケット目当てでやる気もないのに、参加したひともいたので」


  「今日は、ネットで招集した呼びかけに応じてくださってどうも。協力してくださってありがとうございました」


  　ずっと日向さんとアカさんの様子を窺うかがってたジンゴさんとやらが、そこでようやく日向さんを見つめて挨あい拶さつ以外の言葉を発した。


  「いいえ。こちらが好きでやっていることなんで、気を遣わなくても大丈夫ですよ」


  「……」


  「……」


  「……」


  　ひ、日向さん。


  　何か、僕たちと女の子たちの間に、吐き気と目め眩まいのするような、緊張しきった沈黙が落ちているよ。これはどうすればいいんだろう。


  



  　針のむしろ状態のまま、買い物は終了した。


  　何だろう、この感覚は。ふとした瞬間、視界が真っ暗になるようなイメージだった。


  　どうすればよかったんだろう。


  　僕はずっと、強こわ張ばった笑みをしたままだったけど、もっとましな対応もあったんじゃないだろうか。


  



  　帰り道、アカさんとジンゴさんと別れた僕たちは、帰宅の途についていた。


  　橙だいだい色の光が、灰色の雲を斑まだらに染め上げる。


  　カラスの鳴き声がする。もうすぐ日が暮れてしまうのだ。


  　日ひ向なたさんはやや俯うつむき加減のまま、沈黙して僕と肩を並べて歩いていた。


  　どうしよう、日向さんはさっきからずっとこの調子だ。


  　話しかけよう。こういうのは会話をしたほうがずっと気が紛まぎれる場合もあるんだ。


  「さっき、すごい空気が痛かった気がするんだけど、僕の気のせいかな」


  　そう日向さんに言うと、日向さんはばっと顔を持ち上げた。


  　日向さんは口を開けようとして何か言おうとしたが、深く息を吸い込んだだけに終わる。


  　日向さんの様子がおかしい。


  　とても元気がないし、表情も暗い。


  　どうにか励ましてあげたい。


  　僕は考え込んだ。そうだ、こういうときは思い切り遊べばいいんだ。


  「日向さん、こんな時間だけどどこか遊べるところはないかな！」


  　辺りを見回す。


  　だけど当然、住宅街なので何もない。


  　あるとしたら寂れた公園くらいなものだ。


  　そんな僕の視線に気づいたのか、日向さんはくすりと笑った。


  「この私に、この年になって公園で遊べというんですか？」


  「ち、違うんだ、そうじゃなくて……」


  　やばい、勘違いされた。別に日向さんを馬鹿にしているわけじゃないんだ。


  　ただ、どうにか日向さんを元気にできないか、と思っただけなんだ！


  　慌てる僕に日向さんは困ったように眉まゆをひそめた。


  「そうですね。もっと子供の頃みたいに、無邪気になったほうがいいのかもしれませんね」


  　日向さんは公園へと歩いていく。どこか引きずるような足取りに、僕はもっと心配になった。


  　彼女はブランコまで近寄ると、そこに腰かける。


  　ブランコが僅わずかに軋きしんで痛々しい音を上げた。


  　日向さんは鎖を摑つかみながら僕を見上げると、唇くちびるを引きつらせるようにして笑った。


  「庄しよう助すけくんもそう思いました？　空気がぎこちないって」


  　僕が小さく頷うなずくと、日向さんは浅く嘆息した。


  「私だけの気のせいじゃなかったんですね」


  「どうして？　あの女の子たちと何かあったのかな」


  「別に何もないですよ。あえていうと、初対面なんです。ネットで交流があったくらい」


  　初対面なのか。だったら仕方ないのかな。


  　僕でも初めて会うひととはどうしても緊張してうまく話せなかったりする……かなぁ？　いや、することもあるし、上手に距離感の取れない場合もある。


  　僕はちょっと日ひ向なたさんに親近感を持った。


  　人付き合いのうまい日向さんでも、そんな普通のことで悩むんだ。


  　だけど、次に日向さんの口から出た言葉は、そんな僕の思いを覆くつがえすものだった。


  「やっぱりうまくいかないのですかね」


  　え？


  　日向さんは僕のことをじっと見つめてくる。


  「幼おさな馴な染じみの庄しよう助すけくんなら話してもいいですよね。きっと誰にも言わないでしょうから」


  　幼馴染の庄助くん。


  　その言葉が出てきて、僕は身体からだを硬直させた。


  「ほら、私、学校じゃうまくいくんですけど、それって自分を偽っているからなんですよね」


  　駄目だ、日向さん。


  　その言葉は、本物の『幼馴染』が聞くべきであって、僕じゃない。


  「で、でも日向さん、生徒会のひととは、素の自分を出して交流できているじゃないか」


  　わき出る罪悪感とは別に、違う言葉が口から出てくる。


  　この言葉も別に噓うそではないのだけれど。


  　僕の言葉に日向さんは緩ゆるやかに首を振った。


  「生徒会のメンバーと仲がいいのは、趣味が同じだから、です」


  　日向さんが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。


  「私って、もしかしたら仮面を被かぶらなければ、趣味が同じじゃなきゃ、友達すら作れないんじゃないかって」


  　そんなことはない。


  　僕が友達じゃないか。


  　日向さんと同じ趣味でもないし、実際に日向さんの本当の姿も知っている。


  　僕が日向さんの友達であることが、そんな日向さんの不安が間違っているということを証明している。


  　だから、今、ここでその事実を告げればいい。


  　だけど、どうしてだか、その言葉が言えない。


  　あんなに当たり前の事実なのに、それをとても大事に思っているのは本当なのに。


  「だから、今回、同人は同人でも、ネットで知り合って趣味の異なる子と仲良くなれないかなって思ったんです。私は妖よう怪かいが好きだけど、そういうのとは関係のない子と」


  　今は日ひ向なたさんの話を聞くことに集中しよう。


  　きっと今、僕が彼女にできることはそれだけなのだから。


  「もし仲良くなれたら、私はそういうの関係なくちゃんとやれるんだって思えるから」


  　そういうの、というのは、趣味が同じとか仮面を被かぶっている、とか些さ細さいなことなんだろう。


  　そんな小さなことなんて気にしないでいいのに。


  「どうして、急にそんなことを……？」


  「実は……」


  　日向さんは恥ずかしそうに顔を伏せた。


  「少し前まで、その……」


  　そこで僕の顔を見た。


  「人間関係でうまくいかない面があって、自分のコンプレックスも刺激されて」


  　え、そこでどうして僕を直視してくるのかな。


  　日向さんの表情が夕方の色と相まってぼんやりしている。


  「だから今回みたいに、新しい方向で友達を作ってみようって思ったんです」


  　以前、庄しよう助すけくんに悩みを打ち明けようとしてもったいぶったことがありましたよね、と日向さんは続けた。


  「今話したのが私の悩みです」


  　そう言って、僕に向けられた日向さんの笑顔は、さっきと違って夕ゆう闇やみ色に染まって淡く輝いていた。


  「庄助くんだから話します。私の隠しておきたかった悩みです」


  　仁じんくん、ではなくて、庄助くんだ。


  　僕じゃなくて、幼おさな馴な染じみの庄助くんに対しての言葉だ。


  　僕はその事実をゆっくりと胸に刻む。


  　間違えちゃいけない事実だからだ。


  「吐き出せてすっきりしました」


  　日向さんはとん、と地面を蹴けってブランコから降りた。


  「最近、私の交流方法は間違っているんじゃないかってずっと苦しくて」


  　彼女は、くるりとステップを踏むようにして僕へと近づいてきた。


  「もし間違いなら正しくなるようにしなければ、頑張らなければいけないんだって、ずっと考えてて」


  　低く屈かがんで、僕の顔を覗のぞき込むようにして見つめてくる。


  「そうとでも思わなければ、酷ひどいときは、まるで現実が悪夢のように思えたんです」


  



  　悪夢？


  



  　現実が悪夢だって？


  　これだ！


  　ようやく僕はこんな状況になった手がかりを入手した。


  　獏ばくは、日ひ向なたさんが悪夢だと思った現実を食べようとしたんじゃないか？


  　だけど現実は、夢と違って食べられないから、こんなふうに変な形で現実が歪ゆがんだんじゃないか？


  　日向さんは人間関係がうまくいかないことで悩んでいた。


  　だから、頼りになる存在がほしかったんじゃないか。


  　それが僕という幼おさな馴な染じみを生み出したんだ。


  　謎なぞはすべて解けた、ような気がする。


  　あとは獏をどうにかするだけだ。


  「どうしたんですか？　庄しよう助すけくん」


  「あ、いや、何でもないよ」


  「そうですか、それならいいんですけど。……たまに、公園でブランコに乗るのはいいものですね。今度、ひとりで悩むことがあったら、こういう場所でぼんやりするのも……」


  「何かあったら、僕に言ってくれれば、気晴らしには付き合うよ」


  「そうですか、ありがとうございます」


  　日向さんはふんわりと笑った。


  「ところで、庄助くん。それじゃあ早速、付き合ってもらえます？」


  　柔らかな表情のまま、日向さんは朗ほがらかな声で僕に言った。


  「もっと、子供の気分になりませんか？」


  



  　△▼△


  



  　そして僕と日向さんは、電車に乗って少し遠くの街まで来ていた。


  　すっかり夜も更けてしまって、ぼんやりと街灯が照らし出す街は、ひっそりとした金色の輝きに包まれているように見えた。


  　最初、日向さんは、どこに行くか教えてくれなかったけど、ここまで来ればさすがの僕もわかる。


  　眼前には、巨大な観覧車があった。


  　無理やり装飾をはがしたような、コンクリートの海の中に埋もれるようにして、観覧車がそびえ立っていた。


  　観覧車自体は綺き麗れいなランプに彩られているものだから、周囲に何もない状況が一層寂しく感じられた。金色の王冠を被かぶった裸の王様が膝ひざを抱えて座っている、そんなふうな幻覚すら見えてしまうくらいに、あまりにわびしい様さまだったのだ。


  　近くに海が見える。そこから、さざ波の音と潮の香りがやってくる。


  　それもまた哀あい愁しゆうを感じさせる一因だった。


  　既に車窓から観覧車は見えていた。そのときは、日ひ向なたさんとこんなデートスポットに来られるなんてという気持ちで浮かれたというのに、今となっては若干居心地の悪さがある。


  　何な故ぜ、日向さんはこんな場所に来たのだろう。


  　もし観覧車に乗ろうと言われても頷うなずきたくないくらいには、がっかりスポットだ。


  　こんな雰囲気、幽霊が出るんだと言われても、きっと信じてしまうだろう。


  　気落ちしていた僕が日向さんを見つめると、彼女はそんな僕とは逆の表情をしていた。


  　闇やみ夜よでもわかるくらいに頰ほおを赤く染めて、嬉うれしそうに目を輝かせていたのだ。


  　子供のようにほころばせる日向さんの顔は、凄すさまじい威力を秘めていた。


  　僕は日向さんの表情に釘付けになる。


  



  「観覧車に乗りましょう」


  



  　その言葉に抗あらがえようか。


  　頷いたことすら気づかないくらいに、僕はすんなりと承諾してしまったのだった。


  



  



  　遠くから感じた豪華さとは違って、間近に見た観覧車は、潮風にさらされたせいかどこもかしこも錆さびだらけで、到底見られたもんじゃなかった。


  　本当に裸の王様だったんだ。


  　僕たち以外にお客さんはいない。


  　茶色く寂れた乗車口にひとり従業員がいたので、僕はふたり分のお金を渡して、そのまま彼女の手を取って観覧車に乗り込んだ。


  　日向さんの躊躇ためらいながらも嬉しそうに頰を緩ゆるめた顔が、こちらも同じ表情をしそうになるくらいに、とんでもない破壊力だった。


  　いつも可愛かわいいけど、今日の日向さんは特別だ。


  　僕の真正面に座った日向さんは、窓から外を眺めながら言った。


  「ここは思い出の場所。ここには、もともと遊園地があったんです。今ではもう、この観覧車しか残っていませんけど」


  「え？」


  「ほら、あれ見えます？」


  　そう指差したので、僕は身を乗り出してその方向に視線をやる。


  　そこには、ボロボロになった立て看板があった。奇妙な形をした動物のようなマスコットが描かれている。


  「可愛かわいいでしょう」


  　そう言う日ひ向なたさんは、少し寂しそうだった。


  「あのマスコット、実はぬらりひょんなんですよ。見えないでしょう？」


  　確かに見えない。ぬらりひょんといえば、頭の長いじじいというイメージだけど、あのマスコットは帽子を被かぶった二足歩行のアライグマみたいだ。帽子は頭の長い部分を隠しているのだろうか。


  「ここで、私は初めて妖よう怪かいを好きになったんです」


  　どういうことだろう。


  　そんな僕の感情が表に出たのか、僕を見た日向さんがくすりと笑った。


  「庄しよう助すけくんは知っていますよね、私に姉がいること」


  　知らない。


  　そんな僕の戸惑いをよそに、日向さんの口が小さく動いた。


  「よくある話です。当時、幼かった私は、両親が自分よりもお姉さんを大事にしていると思っていたんです。お姉さんは自分よりも可愛がられている、自分はいつもひとりぼっちでいる、寂しい、構ってほしい、私を選んでほしい、そんなふうに。……本当はそんなことなかったはずなのに」


  　僕は瞬またたいた。


  　日向さんでもそんなことを思うなんて。


  　だがすぐに納得する。日向さんでも子供のときは、子供の心を持っているに決まっている。


  　今の日向さんと比べるほうが馬鹿らしい。


  「誕生日プレゼントに何がほしい？　って両親に言われて、意地悪な私は、ひとりだけで遊園地に行きたい、なんて言っちゃったんです。お姉ちゃんはついてこなくていいって。両親は苦笑してダメだって言ったけど、お姉ちゃんが別にいいって言ったもんだから、そのまま、私ひとりだけが遊園地に行くことになったんです」


  　日向さんの端正な横顔が、月光とランプに照らされた窓に映っている。


  　思わず見み惚とれてしまうくらいにひっそりと輝いていた。


  「楽しかったんです。両親が姉じゃなくて私だけを見てくれる、ようやく両親を独り占めできるんだって」


  　嬉うれしそうに言う日向さんの声こわ音ねとは裏腹に、彼女の顔が痛ましく歪ゆがむ。


  「でも最後にお土み産やげを買うときになって、姉の分を買わなきゃいけないって思って初めて、ようやく今姉がひとりでどうしているかを想像したんです」


  　日ひ向なたさんは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。


  「今まで姉のいた場所に私がいるけど、姉のいるところはかつて私のいた場所」


  　彼女は今さら思い返しても遅い過去の出来事を、心の底から後悔しているのだと、双そう眸ぼうに懺ざん悔げを含ませていた。


  「私はそこにいるのはとても辛つらいことだと知っていたのに、どうしてそんな場所に姉をおいてしまったんだって」


  　泣きそうになるのを堪こらえているような表情をして、日向さんは話している。


  「最後の最後に、ようやく気づいたんです」


  　これ以上見ていられない。


  　思わず彼女に触れようとしたとき、緊張していた日向さんの身体からだが緩ゆるんで、安らかな表情になった。


  「私は姉と立場を交換しただけで、姉を自分と同じ辛い目にあわせてしまっている。それはとても、どうしようもないこと。やっちゃいけないこと」


  　そうして日向さんは、僕を見て恥ずかしそうに笑ったのだった。


  「恥ずかしい話、泣きました」


  　彼女の笑顔を見て安あん堵どする僕がいた。


  「両親も『お姉ちゃんが』と急に泣き出した私におろおろして、どう言葉をかけていいかわからなくて。そんなときに私を慰めてくれたのが、当時の遊園地のマスコット、ぬらりひょんだったんです」


  　ここでぬらりひょんの登場か。


  「不思議なものですね」


  　日向さんはそっと胸の上に手を添えた。目を閉じる。


  「ぬらりひょんに抱きしめられたら、自分はなんでこんな変なものにぎゅっとされているんだろうっていう気持ちが先にきちゃって、思わず泣きやんじゃったんです。……そうしてぬらりひょんは私に風船をくれたんです。お姉ちゃんにあげなさいって。まるでそう言うかのように」


  　ゆっくりと瞼まぶたを開いた日向さんは、花咲くような笑みを浮かべた。


  「そうか、妖よう怪かいって悪いイメージしかなかったけど、本当はいい人なんだって、ふわぁと胸の中が温かくなりました。妖怪なのにいい人って、今考えればとても矛む盾じゆんしてて馬鹿らしいんですけどね」


  　見ているこっちが清すが々すがしくなるような、満面の笑みだった。


  「馬鹿らしくなんかないよ」


  　思わず僕はそう言っていた。


  「妖よう怪かいは『いい人』だよ」


  　うん、とてもいい話だ。


  「僕も、そんなふうに『いい人な妖怪』になれたらな」


  「何を言っているんですか、庄しよう助すけくんたら」


  　日ひ向なたさんは照れくさそうに笑った。


  「庄助くんは今のままで十分ですよ」


  　僕はその言葉に苦笑する。


  　だけど、今の状態ではいられない。


  　こんな間違った関係をいつまでも続けるわけにはいかない。


  　そのとき、強い風の音がして、僕たちの乗っていた観覧車がぐらりと傾かしいだ。


  　日向さんが悲鳴を上げて僕のほうに倒れ込んできた。


  　僕はそのまま彼女を抱きしめる格好になる。


  　柔らかくて弾力のある彼女の温もりに、今まで以上に鼓動を高鳴らせていた。


  「ご、ごめんなさ……」


  　日向さんが顔を真っ赤にして言う。


  「い、いいんだよ。事故だよ、事故！」


  　慌てて彼女を立ち上がらせた。少しだけ日向さんを僕から離した。


  　狭い観覧車の中、それでも限界はあるんだけれど。


  　日向さんの顔をまともに見られない。僕は俯うつむいた。


  　何だ、これは。どうしてこんなに日向さんを意識してしまっているんだ。


  　この状況をごまかすように早口で言った。


  「そ、そうだ！　僕は日向さんの言う『いい人な妖怪』にはなれないけれど、日向さんのためにできることはしたい。もし、日向さんが辛つらくて悲しいことがあったのならば、いつでも相談に乗るよ。この観覧車が好きなら、毎回ここまで一緒に来よう。それが、少しでも日向さんのためになるのなら……！」


  「ありがとうございます、庄助くん」


  　その声に、僕ははっとして顔を上げた。


  　とても穏やかな声こわ音ねだった。そして、今まで以上に寂しそうだった。


  「ずっと私はここにいたいです」


  　急にどうしたんだろう、日向さん。


  　何な故ぜ、そんな声で、そんなふうに顔を歪ゆがめるんだろう。


  「たくさん思い出のある場所、そして今日も思い出ができた場所、私はずっとこの街にいたいです。それなのに、どうして……」


  「え？」


  　僕が聞き返すと、日ひ向なたさんは慌てて笑い返してきた。


  　今までの表情が噓うそのようだ。


  「いいえ、何でもありません。それよりも庄しよう助すけくん、約束ですからね。忘れないでくださいね」


  　指切りげんまんしましょう、と日向さんは小指を差し出してくる。


  　本当に子供に返ったようだ。


  　僕は恥ずかしく感じながらも、自分の小指を彼女へと向けたのだった。


  



  　△▼△


  



  　日向さんと観覧車デートをした数日後、学校にまつわるひとつの[image: ]うわさを思い出していた。


  　モチェの資料館には悪あく霊りようが出るという。


  　学校では七不思議がひとつ増えてしまっていた。


  　この夏の季節に怪談とくれば、季節ものとしてはふさわしいイベントだけど、正直、[image: ]の出所がモチェの資料館というだけでオチは見えてしまっているんだけど。


  　それはそれとして、だ。


  　僕は今、暗くら闇やみに染まった学校内をうろついていた。


  　真っ暗闇の中、ぼうっと明かりのついたモチェの資料館を見上げている。


  　僕が夜の学校に来ているのには理由がある。


  　日向さんのところから獏ばくが逃げ出してしまったらしい。


  　携帯電話の振動音が鳴った。


  「見つかりましたか？」


  　僕はまだだ、と答えた。日向さんは声を暗くして、そうですか、と返答した。


  　日向さんとの電話を切り、ため息を吐つく。


  　せっかく獏に接触できれば今回の事件が解決できると思った、そんな矢先の出来事だ。


  　日向さんもとても獏を心配しているし、早く見つけなければ。


  　再度モチェの資料館を一いち瞥べつした。


  　モチェの資料館に潜む悪霊に会いに行ってみようか。


  



  



  　予想通りというか、当たり前の結果というか、資料館には幡はたヶが谷やさんがいた。


  　こんな夜遅くに何をしているのだろうか。


  　僅わずかな明かりをつけて、幡ヶ谷さんは受付のある広間の隅で、体育座りをしていたのだった。


  「幡ヶ谷さん？」


  　僕が呼ぶと、幡ヶ谷さんの肩が大きく跳ねた。


  　そろり、と彼女が顔を持ち上げて縋すがるような目つきで僕を見つめてくる。


  　やっぱりというか、何というか、[image: ]うわさの出所は彼女だった。


  　もしや連日、夜遅くまで、彼女はモチェの資料館に潜ひそんでいたのだろうか。だから悪あく霊りよう云うん々ぬんといった変な[image: ]が広まってしまったのか？


  　だとしたら、そんなことを何な故ぜ？


  　僕は幡はたヶが谷やさんに近づきながら、ゆっくりと声をかける。


  「こんな夜遅くにこんな場所で何をしているのかな。家族のひとが心配するよ」


  「いいの。今、家はひとりだから」


  「ひとりって……。幡ヶ谷さんのおばあさんは？」


  「今、おばあちゃん、病院にいるから」


  　淡々とした口調で幡ヶ谷さんは言った。


  　病院って、容体は大丈夫なのか。そう尋ねようとしたが、それを聞いちゃいけないような、拒否感に包まれた幡ヶ谷さんの雰囲気があった。僕は思わず黙り込んでしまう。


  「あなたこそ、こんなところで何をしているのよ」


  　幡ヶ谷さんの双そう眸ぼうに力が込められる。


  　僕はその気迫に押されながらも言葉を紡つむぐ。


  「日ひ向なたさんの飼っている妖よう怪かいがいなくなっちゃったんだよ。それを捜してて……」


  「は？　妖怪？」


  「日向さんが臨海学校のときに獏ばくっていう妖怪を拾ったんだよ」


  「獏ですって？　あの無人島で[image: ]になっていたものを？　それって大丈夫なの？」


  　大丈夫なんかじゃない。


  　実際に、今大変なことになっているんだ。


  　僕は曖あい昧まいな笑みをして、否定の意味で頭を振った。


  　幡ヶ谷さんは一瞬だけ難しい顔をしたけど、それ以上は何も言わなかった。


  　ただ、しばらくして唇くちびるを開く。


  「それで、こんな夜遅くまで？」


  「うん。そうだけど」


  「……」


  　幡ヶ谷さんは考え込んでいる。


  　しばらくしておもむろに顔を上げた。長い髪の毛がさらりと音を立てる。


  「どうして生徒会長のためにそこまでするの？　あの女があなたの幼おさな馴な染じみだから？」


  　えっ。


  　いや、僕は彼女の幼馴染なんかじゃない。


  　だから、僕は幡ヶ谷さんの言葉に答えられない。


  　幡はたヶが谷やさんは真剣な顔をして、僕を見つめている。


  　僕は幡ヶ谷さんを騙だましたくない、


  　僕は彼女と向き合いたい。いや、向き合わなければ。


  　僕は幡ヶ谷さんに、現状を話すことにした。


  　信じてもらえないかもしれない。その不安はある。前回、言こと霊だまが絡んだ事件のときも、現状を話すタイミングを間違えてしまったために、幡ヶ谷さんが誤解をしてしまった。


  　彼女がどう想うか、とか、信じてくれないかもしれない、とか、また誤解されてしまうかもしれない、とか、そういった感情ばかり考えて、言う機会が遅くなってしまったのが原因だ。


  　幡ヶ谷さんに誤解を与えないように、丁てい寧ねいに、心を込めて。


  　ちゃんと幡ヶ谷さんのことを想って話せば。


  　たどたどしいながらも、僕は幡ヶ谷さんに、急に日ひ向なたさんが幼おさな馴な染じみになってしまったことを説明した。僕以外、例えば藤ふじ森もりさんは、最初から僕と日向さんが幼馴染のように認識してしまっていること。もしかしたら不思議な力が発生したというわけではなくて、ただ単に僕がおかしくなっただけなのかもしれない、ということ。


  　それでも彼女が妖よう怪かいを拾ってから状況がおかしくなっているので、僕自身は、妖怪の力でそうなってしまったのではないかと疑っていること。


  　順序よく、僕は彼女の顔をしっかりと見つめて話した。


  　最初幡ヶ谷さんは戸惑っていたものの、僕が話すにつれて、その表情は変わってきた。真剣みを帯びた顔つきで、唇くちびるを強く結んでいる。


  　ようやく僕が話し終えたそのとき、彼女はぽつりと言った。


  「だから、妖怪を探しているのね」


  「そうなんだ。妖怪とはコミュニケーションが取れるみたいだから、僕が不思議な力をやめてほしい、といえばもしかしたら通じるかもしれない。やってみる価値はあると想うんだ」


  「あなたはいいの？　もし不思議な力で生徒会長と幼馴染になっているとして、その関係じゃなくなっても……」


  「関係がどうだとかそんなんじゃないんだ。それが不思議な力によるものなら、それに頼るのはやっぱり間違っているよ。自分の力じゃないよ」


  　これ以上、日向さんを欺あざむき続けるわけにはいかないんだ。


  「もし、あの生徒会長が今の立場を望んでいるとしても？」


  「え？」


  「私には、あなたからそんなふうに説明されてもそれが真実かどうかわからないわ。だから、あなたの言っていることが本当だと仮定して言うのよ。あなたが不思議な力による影響を間違っているのだとしても、生徒会長はどうかしら？」


  「日向さんは、このままでいいと思っているって？　だけど……」


  　幡はたヶが谷やさんは寂しそうに目を細める。


  「あの女はこの状況をすごく楽しそうに受け入れているんじゃないかしら。違う？」


  　僕は日ひ向なたさんの姿を思い浮かべた。


  　彼女は僕を目の前にして、いつも満面の笑みを浮かべていた。


  「だけどそれは、本当は僕に向けられるべきものじゃない」


  「あなたがなぜそう思い込んでいるのかはわからないけれど、それはあなたの勝手な判断でしょう？　それともあの女がそう言ったの？」


  「それは……」


  　不思議な力に振り回されて真実を歪ゆがませるのは間違っている。


  　だけど、日向さんが、今の状況を望んでいるのだとしたら？


  　僕が勝手に終わらせてもいいのかと、幡ヶ谷さんはそう言っているのだ。


  「……でも、僕は……」


  　幡ヶ谷さんには日向さんの事情は言えない。だからこの先が紡つむげない。


  　日向さんは僕を幼おさな馴な染じみだと思い込んで、素の自分を晒さらし続けている。


  　日向さんが自覚してたうえで不思議な力を行使しているのだとしたら、それは仕方ない。僕も巻き込まれてしまった以上、どう付き合っていくのか考えないと。


  　だけど、そうは見えない。


  　日向さんは自分がどういった状況に置かれているのか、理解できていないように思えるのだ。


  　しばらく幡ヶ谷さんは僕のことを見つめていたが、やがて浅く息を吐き出して僕から目を逸そらした。


  「あの女が現状をどう思っているのか。それを私からどうこう言うのは筋違いね。……とにかく、事情はわかったわ。妖よう怪かいを見つけないといけないのに、いなくなったから困っているってことなのね。それであなたはどうしたいの？」


  「さっきも言ったけど、不思議な力によるものなら、元に戻さないといけないんだ。だから、獏ばくを見つけ出さないと……とはいっても、この状況を見てわかるように、僕ひとりじゃどうにも見つからなくて……」


  「それは私に手伝えって言っているの？　生徒会長のための手伝いを私にしろ、と？　どうして生徒会長の幼馴染でも何でもない私が、あの女の手伝いなんかしなきゃいけないの？　友達ですらないのよ、私」


  　幡ヶ谷さんは早口でまくし立てた。


  「けど」


  　幡ヶ谷さんは戸惑うように呼吸をした。


  「いいわ。一緒に探してあげる。あなたがそこまで言うなら。それがあなたの……やりたいことなら」


  　幡はたヶが谷やさんは言葉を続ける。


  「幾つか疑問があるのだけど」


  　なに、と僕が尋ねると幡ヶ谷さんは顔をしかめた。


  「獏ばくって悪夢を食べる妖よう怪かいなんでしょう？　どうしてそんな妖怪の力で、あの女があなたの幼おさな馴な染じみになるのよ。おかしくないかしら」


  「それは、詳しくは言えないんだけど、日ひ向なたさんはこの現実を悪夢のように感じていたみたいなんだ。だから、獏が日向さんの現実を悪夢とみなして、それを食べてしまった結果、こんな状況になったんじゃないかって……」


  「それがあなたの解釈っていうわけ？　……そう。釈然としないわね。もうひとつ、確認していいかしら」


  　どうぞ、と答えると幡ヶ谷さんは透明な瞳ひとみをまっすぐ僕に向けてきた。


  「どうしてあなただけ、効果がないのかしら」


  「それは……」


  　僕にもわからないことだ。どうして僕だけが日向さんを幼馴染だと思えないのだろう。


  「悔くやしいけど藤ふじ森もり文ふみ子この言うように、あなたが何かしらの理由で勘違いしているだけの可能性も残されているってことなのよね」


  　その通りだ。


  「そうだとしたら、その事実を受け入れるよ。だけど、その前に何が事実なのかを確かめたいんだ」


  「そう。私があなたの立場だったら、そう思うかもしれないわね」


  「僕は思うんだ。さっきから幡ヶ谷さんは幼馴染だとか、友達だとか立場を気にしているけど、きっとそんなの関係ないよ」


  「立場に関係なく仲良くなれる？　そんなものは綺き麗れい事ごとよ。いいから、私のことは放っておいて。……この場合、私の気持ちなんてどうでもいいのよ。私の気持ちは、私だけがわかっていればいいの。あなたが気にする必要なんてないのよ」


  　幡ヶ谷さんは、以前日向さんが告げたのと同じようなことを言い、すっくと立ち上がる。


  「いいわ、行きましょう。あなたと一緒に。それで心当たりはあるわけ？」


  「ごめん、ないんだ」


  「はぁ？」


  　あ、幡ヶ谷さん、そんな野の太ぶとい声出るんだ。


  



  　△▼△


  



  　幡ヶ谷さんはぷんぷん怒っている。


  　僕の後ろで、呪のろう、呪うを連呼している。


  　あれから僕たちは学校を離れて、探す範囲を街中にまで広げていた。


  「何か手がかりはないの？　例えば、その妖よう怪かいの好きなもの、好きな場所とか。何も心当たりがないなんて言ったら、夜通しつきまとって呪うわよ」


  「そういわれれば、この間獏ばくは日ひ向なたさんが入れたバケツの水に嬉うれしそうに飛び込んでいた」


  　僕が幡はたヶが谷やさんにそう話すと、幡ヶ谷さんは、なら水辺を中心に探してみれば、と提案してくれたのだ。僕は頷うなずいて、幡ヶ谷さんと一緒に川に狙ねらいを定めて捜索することにした。


  



  　結果、獏はすぐに見つかった。


  　獏は川で水浴びしていたのだ。


  　水の浅い場所で、獏は長い鼻をゆらゆら動かしてはしゃぐような仕草を見せている。


  　本当に水浴びが好きで、楽しいのだろう。


  　幡ヶ谷さんはというと、さっさと捕まえる気らしい。どこか川へ降りられる場所はないか、足をかける箇所を探していた。


  　危なっかしい足取りで、幡ヶ谷さんは崖がけから降りようとする。


  　僕が足場を作るよ、と声をかけようとしたが既に遅く、幡ヶ谷さんの身体からだがぐらりと傾いた。


  　ばしゃん、と音がして、小さな悲鳴を上げながら幡ヶ谷さんが川に落ちてしまった。


  「幡ヶ谷さん、大丈夫!?」


  　僕は慌てて幡ヶ谷さんのあとを追いかける。


  　真っ黒な彼女の服装が水を吸って重たそうだ。髪の毛の先も、水に浸かってしまい、濡ぬれ鼠ねずみみたいになってしまっている。


  　──濡れていても、幡ヶ谷さんは美少女だなぁ。


  　しまった！　こんなことを考えてる場合じゃない。


  　獏は幡ヶ谷さんを見つけると、長い鼻を振り乱して彼女に近づいていく。


  　幡ヶ谷さんは一瞬驚いたようだが、その長い鼻を、まるでおもちゃでも扱うようにむんずと摑つかんだのだった。


  「捕まえたわ。これでいいかしら」


  　獏は幡ヶ谷さんの行動に驚いて、彼女から離れようとするがもう遅い。力強く鼻を摑まれて身動きが取れなくなってしまい、手足をジタバタさせている。


  　何だか可か哀わい相そうだ。獏からしてみれば、大人しそうな黒髪の少女に可愛かわいがってもらおうと近づいただけなのだろうに。ところがどっこい、幡ヶ谷さんは可愛いだけの女の子じゃないのだ。


  「幡ヶ谷さん、意外とドジだよね」


  「そうかしら。っていうか、そもそも、意外とってどういう意味かしら。あんまり余計な言葉が多いと呪うわよ。呪われたくないなら、そういうの気をつけなさい」


  　幡はたヶが谷やさんも余計な言葉が多いと思うんだ。


  　とはいえ、彼女の忠告通り、僕はこれ以上余計なことは言わない。


  　僕は日ひ向なたさんに電話して、獏ばくが見つかったことを告げると、彼女はすぐにこちらに向かうと言ってきた。


  　電話を切り、幡ヶ谷さんを見ると、彼女は濡ぬれた衣服を持て余しながら、戸惑いの視線を獏に注いでいる。


  　獏は抵抗するのを諦あきらめたようで、幡ヶ谷さんの手に自分の身体からだをこすりつけている。何だろう、あれ。獏は幡ヶ谷さんに撫なでてほしいのだろうか。


  「仁じん庄しよう助すけ。あなた、この妖よう怪かいに何かすることがあるんでしょう。今のうちなんじゃないの」


  　幡ヶ谷さんに言われて僕は頷うなずいた。


  　そうだ、獏にお願いしなければいけないことがあるんだ。


  　獏にお願いすることで果たして本当に状況がどうにかなるのかわからないけれど、やる価値はあると思う。


  　僕はしゃがみこんで、獏に話しかけた。


  「君がこのおかしな状況を招いたのか」


  　話しかけられたことがわかったのか、獏はそっと顔を持ち上げてきた。


  「もし、そうだとしたら、もう不思議な力を使うのはやめてほしいんだ」


  　獏の透明な瞳ひとみが、まっすぐ僕を見つめてくる。


  「それは誰も望んじゃいないんだ」


  　ずきり、と胸が痛んだ。


  



  『あなたが不思議な力による影響を間違っているのだとしても、生徒会長はどうかしら？』


  



  　幡ヶ谷さんの言葉を思い出してしまう。


  　いいや、いいや。


  　心中で首を横に振る。


  　言こと霊だまのときに、あれだけ僕は感じたじゃないか。不思議な力に振り回されることが、どれだけ多くの不幸を生み出すか。


  　もう二度と、人の未来を歪ゆがませるようなことをしちゃいけないんだ。


  　僕と獏はしばらく見つめ合う。


  「頼む。この通りだ」


  　僕はぱんと手のひらを合わせて頼み込む。


  　獏はふああ、とあくびをすると同時に涎よだれをダラダラたらしている。


  「嫌いやだ、汚いわ。涎がついちゃったじゃない」


  　幡はたヶが谷やさんが驚いて獏ばくから手を離した。その隙すきに、獏は幡ヶ谷さんの胸に飛びつく。


  「ちょっと、やめなさいよ、だから汚いってば！　呪のろうわよ！　小さい生き物だからって、私は容赦しないんだから！」


  　月夜の下で、幡ヶ谷さんと獏がもみあっていた。


  　水しぶきが月光に輝いて、幡ヶ谷さんの周りに鱗りん粉ぷんめいた光が舞っているように見える。


  　ぎゃあぎゃあと幡ヶ谷さんが川の中で暴れているのを、さてどうしたものかとしばらく眺めていると、頭上から声がした。


  「庄しよう助すけくん！」


  　日ひ向なたさんだ。


  　彼女はすぐ上にある道路に立っていた。


  　日向さんは川辺の土手から靴くつを泥まみれにしながら、こちらに降りてくる。


  　川の中には入らずに、心配そうに日向さんは、僕とそして、じゃれ合う幡ヶ谷さんと獏を不思議そうに交互に見つめてきた。


  「あれ？　幡ヶ谷さん？」


  「ごめん、僕がお願いしたんだ。ひとりじゃどうしても獏を見つけられなくて。だけど、獏が見つかったのは幡ヶ谷さんのおかげなんだよ」


  「そうよ。感謝しなさいね。そうじゃないと、酷ひどい目にあわせるから」


  「……例えばどういうふうに？」


  　意地悪そうに余裕の笑みを浮かべながら聞き返す日向さんに、幡ヶ谷さんは立ち上がって、ずぶ濡ぬれの髪を振り乱しながら嚙かみつくように言った。


  「呪うわ、呪うったら！」


  　幡ヶ谷さんは服にしがみつく獏を引きはがして、日向さんに投げつけた。


  「ほら、さっさと受け取りなさいよ。いい加減、邪魔なのよ！」


  　日向さんは獏を受け取ると、柔らかな笑顔になった。


  　そうして幡ヶ谷さんを見て、小さく頭を下げたのだった。


  「呪わないでください。意地悪を言ってごめんなさい」


  　その行動に、幡ヶ谷さんがぽかんとしている。


  「ありがとうございます。幡ヶ谷さん」


  　日向さんはそう言ったあとに、幡ヶ谷さんの顔を見て少しだけ不機嫌そうな表情になった。


  「そんな驚いたような顔をしなくていいじゃないですか」


  「……あなたがそんなふうに素直に礼を言うなんて意外だったからよ」


  「そうですか？　だって幡ヶ谷さんのおかげなのは本当のことでしょう？」


  　日向さんの言葉に、幡ヶ谷さんは何とも言えないような表情になった。


  「それと獏ちゃんと遊んでくださって、感謝しています。この子も、すごい満足したみたいですから」


  　そう言って日ひ向なたさんは獏ばくを抱きかかえながら愛いとおしそうな目を獏に向ける。


  　僕には正直、獏の表情がわからない。


  　さっきと同じように見える。


  　幡はたヶが谷やさんを見ると、彼女は真剣な顔をして獏を食い入るように見つめている。


  「そんなに満足そうな顔をしているの？」


  　何でそんなこちこちに緊張しているんだろう、幡ヶ谷さんは。


  「ええ。遊んでくれてありがとうっていう感じです」


  　日向さんの言葉に、幡ヶ谷さんは目を丸めた。


  「……」


  　幡ヶ谷さんはぎこちないながらも、一語一句力を込めながら、日向さんに質問する。


  「そ、そんなに、嬉うれしそうな顔をしているの、それ、そういう顔なの？」


  「はい、そうですよ。見てわかりませんか？」


  　わかりません。


  　だけど、そういうのを突っ込むのは野や暮ぼなんだろう。


  「そう」


  　ようやく幡ヶ谷さんが表情を緩ゆるめた。


  「案外妖よう怪かいって可愛かわいいのね」


  「あなたにもわかりますか、この可愛らしさが」


  「ええ。悔くやしいけど、わかるわ。……わかったことにしておいてあげる」


  「そうですか。嬉しいです。妖怪って素敵なんですよ。人によっていろいろ解釈は違うけど、そのひとつひとつがとても尊とうといものなんです。例えば、この獏ちゃんだって……」


  　日向さんが照れくさそうに笑った。


  「あっ、すみません。妖怪の話をすると長くなっちゃうから、この辺にしておきます」


  「……生徒会長は妖怪が好きなのね、そう」


  「ええ！」


  　日向さんは幡ヶ谷さんの言葉に大きく頷うなずいた。


  「大好きなものは裏切りたくないし、ずっと大事にしたいんです。自分に噓うそはつきたくないんです」


  　そう言う日向さんの双そう眸ぼうは夜だというのにきらきらと輝いていた。


  　よかった。ふたりが仲良さそうにしている。


  　僕はほっとしていた。


  　しかし、何だかんだで幡ヶ谷さんは獏を気に入っていたのか。


  　獏にお願いごとをしたけど、結局何も起こらなくて少しがっかりしたけど、ふたりを包む温かな空気を見て、僕の心も同じようになる。


  　ゆっくりいこう。焦あせらないように。


  　また何かわかることも出てくるはずだ。


  「私、もう帰るわ」


  　幡はたヶが谷やさんは重たい衣服を引きずるようにして僕に近づいてくる。


  　こんな遅くまで付き合わせたのは私のせいでもありますから送りましょうか、と日ひ向なたさんが呼びかけたが、幡ヶ谷さんは受け入れなかった。


  　岸に向かって歩く幡ヶ谷さんの足取りが、すれ違い際に緩やかになった。


  「あなたの言う通りね。お互いの立場なんて関係なかったのね」


  　囁ささやくように、彼女は言った。


  「どうでもいいことで、こんなふうに協力しあえるのね」


  　幡ヶ谷さんは密ひそやかに笑った。


  「ずっと頑固に考えていた私が馬鹿みたいだわ」


  　僕は幡ヶ谷さんの背中を見た。


  　それは臨海学校で見たときのように、しゃんと伸びていた。


  



  



  　僕たちは幡ヶ谷さんを家まで送った。


  　幡ヶ谷さんはひとりで帰れると言っていたけれど、僕が彼女を夜遅くまで付き合わせてしまったのだから、無事送り届けたいというと、最後には大人しく聞き入れてくれた。


  　そして、日向さんの家の前までやってきた。


  　戸の前で日向さんは「今日はありがとうございました」と言った。


  　日向さんの抱だいている獏ばくがじっと僕を見つめてくる。


  　僕は獏に不思議な力を使っているならやめてほしい、と頼んだ。


  　結局、何も起こらなかったようだ。


  　ずっと幡ヶ谷さんの言葉が気になっていた。


  　日向さんはこのままの状態でいるのを望んでいるって。


  　僕が勝手に現状を変えるのは間違っているんじゃないかって。


  「日向さん、もし、さ」


  　僕はゆっくりと口を開いた。


  「今の僕たちの関係が偽物だったらどうする？」


  「いきなり何を言ってるんですか、庄しよう助すけくん」


  「本当は僕は日向さんの幼おさ馴な染なじみじゃないとしたらどうする？　今の状態が間違っているから、それで、僕が元に戻そうとしている、と言ったら？」


  　僕は思いきって顔を上げる。


  「仮定の話だよ。おとぎ話めいたものだと思ってくれて構わないんだ」


  　日ひ向なたさんの顔に視線を向けた。


  



  「やめてください」


  



  　日向さんの口からついて出た言葉は、僕の予想を裏切るものだった。


  「……ってお願いします」


  　日向さんは弱々しく笑いながら言った。


  「何で……？」


  　目が乾く。口の中が乾く。舌がうまく動かない。


  「何でって、だって私は庄しよう助すけくんの幼おさな馴な染じみであることが、何よりも嬉うれしいことですから」


  　さらりと。


  　何の躊躇ためらいもなく日向さんは言った。


  「なーんて、言っちゃいました」


  　幸せそうに日向さんは笑った。


  「本人を目の前に言うことじゃないですね。忘れてください。少し恥ずかしかったですから」


  　頰ほおを紅潮させながら、そっと手を添えて、小さく舌を出す。


  　僕は手を広げて、何とか言葉を口にする。


  「でも、それは不思議な力で……！」


  「それって関係あるんですか？　私の気持ちに。それは外的要素でしょう？」


  　心底不思議そうに日向さんは告げる。


  「私の気持ちは、私の内からくるものでしょう？」


  



  　たくさん不思議なことに巻き込まれようと、その効果がなくなってしまおうと、何かに振り回されようと、いちから作り上げられるものがある。


  　僕はそう信じていた。


  　だけど、日向さんの言葉は、僕のそんな気持ちを真っ向から否定するもので──。


  



  「あら、庄助くんじゃない」


  「え」


  　知らないひとに話しかけられた。日向さんの後ろにいる。


  　日向さんのお母さんだろうか。穏やかそうな目元が印象的な女性だ。


  「いつも日向がお世話になっているわね。庄助くんがいるから安心していられることもあるのよ。ありがとうね」


  「は、はい」


  　覚えのないことで感謝されると困惑してしまう。


  　こんな状況だからなおさらだ。


  　でも、何だろう。今の言い方はとても引っかかる。


  「もうお母さん、大丈夫って言ったじゃない」


  「そうね。庄しよう助すけくんがいたら大丈夫かしらね」


  　僕がいたら大丈夫？


  　日ひ向なたさんとそのお母さんは何の話をしているのだろう。


  　戸惑ってばかりの僕に、日向さんは柔らかな笑みを向けてきたのだった。


  「それじゃ、庄助くん、おやすみなさい」


  



  　△▼△


  



  　とぼとぼと帰っていると、僕の家の前に見覚えのある人が立っていた。


  「やあ、仁じんくん」


  　藤ふじ森もりさんだ。


  　闇やみに染まりつつある空間に似合う、灰色のワンピース姿だ。うっすら浮かび上がるように、あちこちにちりばめられた薔ば薇ら柄が印象的だ。


  「藤森さん、どうしてここに」


  「君のことが気になって」


  　その返答に僕は目を丸くした。


  「何だい、その顔は。ボクが乙女おとめ心を表現したことがそんなに意外かな。心外だね」


  「い、いや、藤森さん、そんなキャラじゃないだろう」


  「そうかな？」


  　藤森さんは不敵に笑う。


  「例えばボクが神み谷たにと一緒にいる君を偶然見たとして、何かしらの心のざわめきを覚えてもそれはボクの自由だろう？　君がいったいボクの何をわかっているというのさ」


  　藤森さんはいつにもまして謎なぞめいたことを僕に告げてくる。


  　僕は首を傾かしげながら尋ねた。


  「つまり、僕と日向さんとのやり取りを覗のぞき見みしていたってこと？」


  「嫌いやな言い方をするね」


  　藤森さんは大げさに肩をすくめた。


  「どうしても君に言いたいことがあってね」


  　跳ねるようにして、藤ふじ森もりさんは僕に近づいてきた。


  「ボクも健けな気げだろう？　そのために君の家の前で待っていたのだから」


  「いったい何の用事かな」


  「すぐに終わるよ。確認したいことがあるんだ、君に」


  　藤森さんは僕の顔を下から覗のぞき込んできた。


  「ここ最近、ずいぶん神み谷たにと親しいようだと思ってね」


  　どうして急にそんなことを？


  　藤森さん、もしかして僕たちの異変に気づいたのか。


  　獏ばくにお願いしたことが関係しているのか？


  　強こわ張ばって何も言えない僕を、藤森さんは無表情に近い様子でじっと見つめている。


  「いきなり、どうしたんだよ。藤森さん。そういえば、さっき、心のざわめきが、とか」


  「そうだね、確かにボクは焦しよう燥そう感かんを覚えている。今日、言っておかなければ、きっと楽しめないってね」


  「楽しむって何を」


  「君の表情、そしてボク自身の感情かな」


  　藤森さんは意味のわからないことを言っているけど、何となく察する。


  　彼女は僕をよくわからない言葉で翻ほん弄ろうして、混乱する僕の様子を観察して楽しみたいのだ。


  「君、もしかして幡はたヶが谷やから神谷に鞍くら替がえしたのかな」


  「は？」


  「……少しストレートすぎたかな。無自覚レベルなのかな。やっぱり気が早かったようだね。……機が熟した頃に、またからかいに来ていい？」


  「藤森さんが何を言いたいのかわからない。本気で理解できないけど、いろんな意味で勘弁してください。藤森さんは、どうしたいの」


  　この間だって、テーブルの下に潜り込んで、僕と幡ヶ谷さんのいちゃいちゃが見たいと言っていた。そのことを藤森さんについでに話すと、彼女は心底不思議そうな顔をしたのだった。


  「わかりきったことを聞くんだね。三角関係の結末なんて、興味を引く物件だろうに」


  「藤森さんは、また僕と日ひ向なたさんや幡ヶ谷さんの関係を見て面白がっているってわけ。僕たちはおもちゃじゃないよ！」


  　今だっておかしな現象が起こって困っているっていうのに。


  　そう僕が言うと、


  「例のカプグラ症候群の話？　ボクは信じないよ。だって君の言うことを本当だとしてしまったら、おかしいのはボクのほうになっちゃうじゃないか」


  　少しだけ不満そうに藤森さんは言った。


  「他人をネタにして面白がるのは好きだけど、自分をネタにするのは、ちょっとね」


  　藤ふじ森もりさんは小さく笑った。


  　僕を観察するだけ観察して満足したのか、そのまま立ち去ってしまう。


  　本当に、彼女は何をしに来たんだ。


  　僕は呆ぼう然ぜんとしたまま、しばらく彼女を見送っていた。


  　三角関係の結末って。日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさん、僕の関係をそう称しているのか。


  　そんなにいいものじゃないよ。僕は現状に満足しているけどね。


  　いや、とすぐに首を横に振った。


  　僕は日向さんの幼おさな馴な染じみじゃない。


  　その『偽り』だけは、どうにかしたい。


  「そういえば……」


  　明日は、日向さんを手伝う日だ。


  　あとで明日どうするのかメールを送ってみよう。


  　きっとどこかで待ち合わせして目的地に向かうのだろうから。


  　僕のやる仕事は荷物運びとかそういう力仕事中心だと聞いているし、難しいことは考えなくて問題ないらしいから、かなり気は楽だ。


  



  　だけど、メールの返事はこなかった。


  　その時点で、既に異変は始まっていたのだ。


  



  　僕は馬鹿である。


  　そんなのは、今さら言うほどのものではない。


  　つまりは甘かったということだ。


  　まただ。


  　いろんなヒントがあちこちに散乱していたのに、拾わずに放置してしまったのだ。


  　僕は本当にどうかしていた。


  　馬鹿な僕の考えが、まっすぐ正しい答えにぶつかるわけがないのに。


  　歪ゆがみはたくさん見えるところに生じていたのに。


  　なぜ、気づけなかったのだろう。


  　気づいたあとで、こんなにも後悔するのだろうか。


  第三章　幼おさな馴な染じみを食べる獏ばく

  


  　今日が日ひ向なたさんにお願いされた同人イベントの手伝いの日である。


  　ところが、日向さんに連絡を取ろうにも、電話に出てくれないのだ。


  　どうしたのだろうか。


  　だから、僕は思いきって、彼女の家に行ってみることにしたのだ。


  　インターフォンを鳴らすと、すぐに彼女が出てきてくれた。


  



  「仁じんくん……」


  



  　呼び方が元に戻っている。


  　それだけで、現状を理解した。


  　今ならわかる。


  　彼女の表情も、コーティングがかかったように、どこか上っ面つらだけなぞったものだ。


  　ぐんと距離が遠くなってしまっている。


  　彼女の仕草も前みたいに気安いものではなく、身を引いてしまっているし、硬い。


  　日向さんはよく身体的接触をはかってきたけど、それは形ばかりのものだった。


  　身体からだだけ近くても、心はぐっと遠かったんだ。


  　日向さんが何も言わなくてもわかる。


  　わざわざ彼女に確かめなくても。


  　もう日向さんは僕の幼馴染じゃない。


  



  「あの、私……」


  　日向さんは偽りの仮面を被かぶりながらも、ひどく困惑した様子を伝えてくる。


  　僕は空気を読んで、今日の用事について話すことにした。


  「確か、今日は日向さんのお手伝いする日だよね。僕はどうすればいい？」


  　日向さんは顔を手のひらで覆おおうようにして隠した。


  　彼女の腕が小刻みに震ふるえている。


  「私、どうして……」


  　日向さんはたどたどしく口を動かした。


  「自分ひとりでやる予定だったのに、仁くんにお願いしたんでしょう」


  「それは……」


  　その理由を僕は答えられない。


  「仁じんくんは私の奴ど隷れいだから、ですよね」


  　弱々しく言う日ひ向なたさんをどうにか元に戻したくて、僕は大きく頷うなずいた。


  「そ、そうだよ。何を言っているんだよ。僕は日向さんの奴隷だ！」


  　日向さんが何に動揺しているのか僕にはわからない。


  「じゃあ、私の言うことを聞かないと駄目です。もう仁くんはいいです。帰ってください」


  　日向さんはすぐに表情から動揺を消した。


  　余裕そうな顔つきで、僕に笑いかけてくる。


  「仁くんは来ないって、あのひとたちには伝えましたから。……一般人にはまだ早いですからね、こういうの。だから今日はここまでで勘弁してあげます」


  　強気の瞳ひとみで、日向さんはそう言った。


  　そのとき、けたたましい音がして電話が鳴った。


  　日向さんはびくりとした。慌てた様子でスマートフォンを耳に当てた。


  「あ、アカさんですか。はい、アヤカシです」


  　どうやら相手は、前に日向さんに連れられて顔合わせした女の子らしい。


  　日向さんがお手伝いするひとだ。


  　日向さんは真剣な顔つきでずっと電話していたが、


  「……えっ」


  　そう叫ぶと、みるみるうちに顔が青ざめていく。


  「でも、そんな……だって、ひとり減ると大変じゃ……」


  　どうしたんだろうか。日向さんの様子がおかしい。


  「待ってください、私ひとりでも……！」


  「どうしたのかな、日向さん」


  　僕が話しかけると、日向さんは目を僅わずかに潤うるませて僕を見つめてきた。


  　首を緩ゆるやかにして横に振る。


  「待ってください。せめて、ちゃんとわかるように私に説明を……」


  「本当にどうしたの？」


  「どうしましょう、私、私は……」


  　彼女は僕を見て、何度も大きく瞬まばたきした。いやいやと首を振っている。


  　日向さんはひどく取り乱していた。


  　どうも会話している相手が原因みたいだ。


  　僕はこれ以上困っている日向さんを見たくなくて、半ば彼女から電話を取り上げるようにして替わった。


  「もういいよ、僕に貸してくれる」


  　慌てふためく日向さんを横目に、僕は相手に話しかけた。


  「ご、ごめん、その、すごい困っているから、つい……」


  　話しかけてみて、自分で慌てはじめる。


  　つい、じゃないよ！


  　僕は何をしているんだ。勝手に電話を替わるなんてさ。


  　日ひ向なたさんの痛々しい様子を見たくないからって、これはあんまりだろう。


  　再度、僕は日向さんを一いち瞥べつした。


  　日向さんは少し落ち着いたようだった。それでも、まだ双そう眸ぼうには不安と混乱がないまぜになっているけれど。


  　だけどさっきに比べたらだいぶましだ。


  　うん、僕が電話を替わってよかった。


  「……あなた……ええと、誰です？」


  　電話口で聞くと別の声に聞こえるけど、話し相手は確かに、あのとき会ったアカさんだ。


  　僕は日向さんの名前を告げようとして思いとどまった。


  　危ない、危ない。彼女たちはコードネームで呼び合っていたんだった。


  「この前、買い物に付き合った……ああ、えっと」


  「……やっぱりあなたが誰でもいいです。切りますよ」


  「ま、待って。僕はアヤカシさんの知り合いなんだ。アヤカシさんがすごい困っていたから。何を言ったのかな」


  　しばしの沈黙のあと、相手は低い声で言った。


  「来なくていいって言ったんですよ」


  　何だって？


  「あのひとにちゃんと伝えてくれますか？」


  　口の中が乾いてうまく言葉が出てこない。


  　返事の代わりに頷うなずいた。相手には見えないだろうけど。


  「男の子が力仕事してくれるから、というのを期待して了承したのに、その男の子が来ないんじゃ、意味がありません」


  　は？


  「ただでさえ、前に同じような内容でトラブっているのに」


  「同じような内容って……」


  「前に、力仕事するのが嫌いやだったらしく、わざとらしく手首に包帯を巻いてきた子がいたんですよ。結局、サークルチケットがほしかっただけだったみたいでした、前に来た人は。今回は直前になって、男の子が来ないですって。それどう見ても、私たちを騙だましていたんじゃないですか」


  　サークルチケットって何だろう。チケットというからには、特別にどこかに入場できるものなのだろうか。特別なものならたくさんのひとがほしがるのは理解できるし、かつて電話口の向こうにいるひとはそれに関して迷惑を被こうむってしまったのだろう。


  　だけど、そんな誰かのことと日ひ向なたさんを一緒に考えてもらっても困るのだ。


  「騙だましてなんかいないよ。ひな……アヤカシさんはそんなひとじゃない」


  「そんなことを言われても、私はアヤカシさんのことをよく知りません。普通、ちょっと交流しただけのひとを信じると思いますか？」


  　僕は黙り込んだ。


  　彼女の言っていることが正論のように思えて、それを打ち破る手段を持っていなくて、見つからなくて、途方に暮れた。


  　やがて電話は切れてしまった。


  　僕は日向さんのスマートフォンを、呆ぼう然ぜんとした目つきで見つめる。


  　ゆっくりと日向さんへと視線を移す。


  　日向さんはというと、強こわ張ばった顔をして僕が次に発する言葉を待っていた。


  　どう言えばいいのだろう。


  　日向さんは、今回のことを、自分の悩みを解決するための一歩として認識していた。


  　その一歩が踏み出せなくなったとしたら、どれだけショックを受けることだろう。


  　だけど僕が言い出す前に、日向さんは肩を大きく落として自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。


  「……駄目だったんですね。あんなに準備したのに、何もかも駄目に……いいえ、何でもありません」


  「あの、ええと」


  「いいんです、ごまかさなくても。来なくていいって言われたんですね。そうですよね。仕方ありませんよね。変なことに巻き込んでごめんなさい。仁じんくんは気にしなくていいですから」


  「待って」


  　僕は慌てて声をかけた。


  「日向さんは、僕に……」


  　僕はからからになった口をどうにか動かした。


  「僕に、自分の悩みを打ち明けてくれたことは覚えているかな」


  　すごく重たい。胸の内にある泥を吐き出してしまうようだった。


  「覚えていないなら、いいんだ。でも覚えているなら……」


  　彼女は大きく目を見開いていた。とても青ざめた顔をしている。


  　日向さんは覚えているんだ。


  　彼女の中で、その記憶がどういう形に変化しているのかわからないけれど。


  　幼おさな馴な染じみの僕と過ごした日々が、彼女の内にある。


  「僕は今、日向さんがとても辛つらいとわかるから、何とかしてあげたいんだ」


  



  『私の気持ちは、私の内からくるものでしょう？』


  



  　ああ、どうして。


  　なぜこのタイミングで、こんな言葉を思い出すんだ。


  　自分の気持ちは、自分の内からくるもの。


  　僕が彼女の言葉に共感しているからか？


  　日ひ向なたさんは、自分を偽る形ではなく、共通趣味を持つというくくりではなく、別の形で人との絆きずなを深めようとしていた。


  　今までの自分を変えるやり方だ。


  　それはとても大変なことだ。


  　僕がそうだった。前の言こと霊だま事件のとき、誰からも僕のことを忘れられて、いやおうなく今までの僕でいられないようになってしまった。


  　とんでもない場所にひとり放りだされて、右往左往するしかなかった。


  　新しい自分は、新しい環境は、どれだけ強がっても、どうしても足が震ふるえてしまうくらいに恐怖の対象なんだ。


  　自分の内からくる不安は、自分を殺しにかかる。


  　そのうち、だんだん自分の価値すらわからなくなってしまう。


  　すべて自分から生じるもので、結局自分が考え方を変えるしかないとわかっていても。


  　たったそれだけのことが、ひどく難しく感じられてしまうんだ。


  　それでも、彼女は僕が『幼おさな馴な染じみ』でいたから安心して、自分を変えようとしていた。


  　だけど、今『幼馴染』という存在がなくなってしまったのだ。


  　彼女の内からくる絶望がどれほどのものか、想像に難くない。


  「日向さん」と僕は呼びかけた。


  　彼女はそっと顎あごを持ち上げる。


  　ああ、どうして。


  　こんなに見つめ合っても、彼女は口を開いてくれない。


  「もー、どうしてそんなに仁じんくんってば、真ま面じ目めな顔をしているんですか？」


  　しばらくして聞こえてきた彼女の言葉は、とても虚うつろだった。


  「私は仁くんに何か話したような気がしますけど、別にだからといって、私が辛つらいことにどうして繫つながるんですか？」


  　気安く自分の心を打ち明けてくれない。


  「そうですね、わかりましたよ！　私のコスプレ姿が見られなくなったからですか。仁くんたら、どうしてもってお願いするんだったら別の機会に見せてあげなくもないですよ？」


  　小悪魔めいた笑みで僕を見つめてくる。


  「だって仁じんくんは私の奴ど隷れいですからね！」


  　本音を語ってくれない。


  「もちろん、奴隷としてそれ相応の働きをしたあとからですけどね」


  　こんなふうに元に戻ったということは、やっぱり不思議な力に翻ほん弄ろうされていたってことだ。


  　だからリセットされたのは、本来あるべき状態に戻ったのは、僕にとって喜ばしいこと。


  　不思議な力に振り回されても、いいことはないはずだ。


  



  『今の状態が間違っているから、それで、僕が元に戻そうとしている、といったら？　仮定の話だよ。おとぎ話めいたものだと思ってくれて構わないんだ』


  『やめてください……ってお願いします』


  



  　日ひ向なたさんは望んでいなかった、元に戻ることを。


  　僕は望んでいた、元に戻ることを。


  「どうしたんですか、そんなに電話口で酷ひどいことを言われたんですか？　気にしないでくださいね。相手にも事情があるんですから。それに、もともと、仁くんは関係ないんですから」


  　日向さんは優しい。


  　今、誰よりも辛つらいのは日向さんのはずなのに。


  「もし辛いことがあるなら、僕は日向さんの力になりたい。話してくれれば……」


  　僕の言葉も空虚だ。


  　日向さんが答えるわけがないんだ。


  　そんなの、わかっているのに。


  　だが、その瞬間、思いだした。


  　あの観覧車での約束だ。


  



  『もし、日向さんが辛くて悲しいことがあったのならば、いつでも相談に乗るよ。この観覧車が好きなら、ここまで一緒に行こう。それで、少しでも僕が日向さんのためになるのなら……！』


  



  　僕は彼女と指切りをした。


  「観覧車に乗ったときのことは覚えているかな」


  　日向さんは目を丸くした。ぎこちなく頷うなずく。


  「僕と日向さんは指きりをしたよね。日向さんが辛く悲しいことがあったのなら、いつでも相談に乗るから」


  　僕の言葉を最後まで聞いた日向さんは、きょとんとした表情で瞬まばたきしながら口を開く。


  「私は」


  　僕は緊張しながらも彼女の言葉を待つ。


  　きっと約束に応じてくれると期待しながら。


  



  「仁じんくんに言うことはありません」


  



  　日ひ向なたさんは朗ほがらかに笑ったのだった。


  「だって今、別に辛つらいとか悲しいとか、ありませんし！　いきなり何を言っているんですか、変な仁くん！」


  　強い拒絶の色があった。


  　僕は目を見開く。彼女の言葉を信じられないと思いながらも、それを大人しく受け入れている自分に驚いていた。


  　だってほら、日向さんははっきりとした形で自己主張しないし、僕はなかなか日向さんの気持ちに気づけないし、それに苛いら々いらする日向さんがやっぱり面倒な形で僕に接触してくる。それで結局、厄やつ介かいな結果を招いてしまうのだ。


  　もともと僕と日向さんはこういう関係だった。


  　ただ、元の関係に戻ってしまったことがすごく悲しかった。


  



  



  　家に帰りながら、今までのことを考えていた。


  　僕が日向さんの幼おさな馴な染じみになったのは、やっぱり不思議な力のせいだった。


  　獏ばくが引き起こした現象だったのだろうか。


  　今も獏は日向さんの傍そばにいるのだろうか。


  　獏にお願いしたら、また幼馴染に？


  　僕は首を横に振った。


  　それは駄目だ。


  　一度決めたことを、やり遂げたことを、自分の思う形じゃないから嫌いやだという。


  　そんなのは、ただの我わが儘ままだ。


  　別に間違ったことはしていない、と何度も言い聞かせて。


  



  　△▼△


  



  　今日も幡はたヶが谷やさんは来なかった。


  　おばあちゃんのお見舞いにでも行っているのだろうか。心配だ。


  　いつもそこにいるはずのひとが欠けたら寂しい。


  　登校途中に日ひ向なたさんは、何気ない話を僕にしていたが、急に遠い目をしてため息をついた。


  「最近、何もかもうまくいかないんですよね」


  　びくり、と僕が反応すると、隣を歩いていた日向さんが不思議そうな顔をした。


  「別に仁じんくんがどうのこうの、っていうわけじゃないんですから、そんなに怯おびえなくても……」


  　しかし、即座に日向さんの表情が変わる。


  　意地悪そうな顔になる。


  「それともその反応は、私に怯えられるようなことをしてほしいっていう誘い受けですか？」


  「ち、違うけど、何があったのかなって」


  　僕の質問に、日向さんが難しそうな顔をした。


  「ひとつわかりやすいのを挙げるとストーカー騒ぎですかね」


  「ストーカーって……」


  　いやいやいや！


  「慣れているので平気です」


  　人気者であるがゆえの悩みどころなのか。


  　ストーカー行為を平気だと片づける精神が凄すさまじい。


  　もしかしたらそれも強がりなのかもしれないけれど、今の僕には判断がつかない。


  「大体がうちの生徒で、名前もわかります。だから先生にちょっと表おもて沙ざ汰たにしないように根回しをお願いしたら、すぐにやめてくれます。やりようなんですよ。一度うまくいかなくて、逆にエスカレートしたこともありましたけど、その失敗が加減というものを教えてくれました。……とにかく、今日、先生に対応をお願いしようと思っています」


  　さすが日向さん、対処方法がスマートだ。


  「それでも最近、わりと落ち着いていたんですけどねー」


  　最近、最近。


  　さっきから何度も繰り返されるワードだ。


  　もしかして僕が幼おさな馴な染じみであったことで、日向さんの傍そばからストーカーが遠ざかっていたのか。だから、この間、日向さんのお母さんは僕に、幼馴染という立場の僕がいれば大丈夫だと言ったのだろうか。


  　そういうふうに考えても、まだ引っかかることはあるのだけれど。


  「……他に何かあるの？　その、最近……」


  「ほか？　そうですね、いろいろありましたし、これからもありますけど……」


  　日向さんはごまかすように笑みを浮かべた。


  「何とかなるんじゃないかって、思っています」


  　それ以上は聞くな、と表情が告げてくる。


  「私のことはもういいです。それより幡はたヶが谷やさんどうしたんですか？　ここ最近、姿を見かけないんですけど」


  　どう答えようか迷う。おばあさんの件は幡ヶ谷さんに口止めされてるし。


  　僕が幡ヶ谷さんのことを、適当にごまかしながら来ないことを伝えると、


  「じゃあ、今日は仁じんくんを独り占めなんですね！」


  　なんてことを言い出した。


  「それじゃあ、こんなことも、し放題なんですね！」


  　日ひ向なたさんは飛び跳ねるようにして僕の腕に自分の腕を絡めてきた。


  「誰も文句を言うひと、いませんもんね！」


  　急にのしかかってきた日向さんの重みで、僕は足を止めてしまう。


  　ぴょんぴょんと、うさぎのように日向さんはその場で跳ねた。


  「ふたりきりの世界ですね！」


  「いや日向さん。周りにいるから、ひとがいるから」


  　僕は周囲を見渡すと、実際、登校途中の生徒が好奇心の満ちた瞳ひとみで見てくる。


  「馬鹿ですね、仁くんたら。ふたりきりの世界っていうのは比ひ喩ゆ表現ですよ？」


  　いや、わかるけどさ。


  　そういうことを言いたいわけじゃなくてさ。


  　日向さんはいつも通りだ。


  　やっぱり、僕は間違っていなかったのか。


  　これから、普段通りの毎日が続いていくんだろう。何も問題はない。


  　それなのに、どうしてこんなにも心がざわめくのだろうか。


  「あれ？　仁くんたら、この程度のことじゃ動じなくなったんですか。じゃあ……」


  　彼女が本当に元気になったのか、空から元気なのか、それがわからないのは、まずいんじゃないのか。


  「……ってうわぁ！」


  　気がつくと日向さんの顔が、かなり間近にあった。


  「日向さん、何をしようとしているんだ！」


  「なにって、キスですけど」


  「こんな朝っぱらからすることじゃないだろう」


  「朝じゃなかったらいいんですか？」


  「そういう問題じゃないよ！」


  「ふふふ、ようやく慌てた仁くんを見ることができましたー」


  　日向さんは僕からぱっと身体からだを離した。


  「私はとても満足したので、さぁ、学校に行きましょうか！」


  　そういうふうに言った彼女の姿があまりに元気だった。


  「あのさ」


  　だから聞いてみることにした。


  「この間、僕に同人とか何とかで、手伝いを頼んだことがあったけど。あれはもういいのかな」


  　僕の言葉に日ひ向なたさんの顔から一瞬だけ表情が消えた。


  「それと」


  　ちゃんと確認しなければ、そう。


  「……ここ最近のこと、日向さんはちゃんと覚えている？」


  「どうしていきなりそんなことを聞くんですか？　この前も同じことを言っていましたよね」


  　そうだ。前も言った。


  　でも今回は前と違って、彼女の様子が落ち着いているように思えた。


  　だから前とは違う反応を引き出せると期待したのに。


  　だけどそこに見えるのは、この間と変わらない硬い障壁だ。


  　透明なのに、何も見えない。彼女の表情はこんなにもくっきりと映っているのに。


  　日向さんの『本当』が何なのか、わからない。


  「もういいです、気にしないでください」


  　そう言って、日向さんはいつも通りの笑みを浮かべた。


  



  　踏み込んでも近づけなかった。


  　行動しても、どうにもならない距離があった。


  　せっかくのチャンスをうまく活用できていないんだ、僕は。


  



  　同じようなことを繰り返しては、失敗している。


  



  　△▼△


  



  　放課後、僕はもう少し日向さんと話したいので生徒会室に向かった。


  　すると他の生徒会役員が、日向さんは早退したと言う。


  　ずっと前にも、同じようなことがあったな。


  　あのときは日向さんじゃなくて、幡はたヶが谷やさんだった。


  



  



  　そのときと同じように、僕は学校をサボり日向さんの家に向かう。だけど、彼女は家にいなかった。


  　代わりに日ひ向なたさんのお母さんが出てきた。


  「あの子のお友達？」


  　日向さんのお母さんは僕にそう言った。


  　はい、と答えるとお母さんはやや困惑したような色を見せてくる。


  「そういえば、あなたとは一度会ったわね……そうよね？」


  　彼女のお母さんの様子を見るに、どうも僕が日向さんの幼おさな馴な染じみになった頃の記憶は曖あい昧まいになってしまっているらしい。


  「はい、一度だけ。日向さんに……その」


  　早退した日向さんに用事があったので家に来たと告げると、お母さんは「あの子、本当に……」と呆あきれたような声こわ音ねで続けた。


  　何だ、この反応は？


  「いや、その、別に悪い意味じゃなくて」


  　どうして僕は言い訳をしているんだ！


  「いいのよ。ごめんなさいね、あの子はまだ帰ってきていないのよ、その」


  　今度はお母さんのほうが躊躇ためらいがちに口を開いた。


  「……最近、あの子、どんな感じかしら」


  　まただ、『最近』。


  　僕が曖昧に笑うと、お母さんは困ったように笑い返した。


  「もしかしたら、あなたはあの子から何も聞いていない？」


  「ストーカーの件ですか？」


  　僕がそう言うと、お母さんは「ストーカーって、また？」と言って心配そうに眉まゆをひそめた。「大丈夫です、先生にお願いしたみたいですし」と僕が答えると、日向さんのお母さんは少しだけ安あん堵どしたように息を吐き出した。『あの子から何も聞いていない』という一件は、どうやらストーカーの件を言っているわけじゃないらしい。


  「何も聞いていないならいいのよ。ごめんなさいね、変なことを言って」


  　大丈夫です、そう答えて僕はその場を去った。


  　いったい、日向さんのお母さんは僕に何を言おうとしていたのだろうか。


  　そのことだけが、心に引っかかっていた。


  



  　だんだん日も暮れてきている。


  　僕は夕ゆう闇やみ色に染まった空を仰ぎながら、過去を思い出していた。


  　まだ僕が彼女の幼馴染だったときだ。


  　あのときの日向さんは、僕に心を開いていた。


  　ブランコに乗った日向さんの笑顔は、とても哀あい愁しゆうと寂せき寥りように満ちていて、思わず見ていたくないと感じてしまうくらいだった。


  　そういえば、と思い出す。


  　日ひ向なたさんはあのとき、気になることを言ってなかったか。


  



  『たまには、公園でブランコに乗るのはいいものですね。今度、ひとりで悩むことがあったら、こういう場所でぼんやりするのも……』


  



  　思い出した途端、僕は駆けだしていた。


  　後悔する前に動き出せばいい。


  　わかったことがあるなら、それを試せばいい。


  　息を荒らげながら、この前、日向さんと一緒に行った公園に到着した。


  　柔らかい橙だいだい色の光が遊具を違う色に変えていく。


  　浸食するように、汚していくように。


  　昼間は子供の遊び場であっただろう公園は、今ではまるで別の場所のように感じる。


  　日向さんがいた。ブランコに座って、俯うつむいていた。


  「日向さん」


  　呼びかけると、日向さんはゆっくりと顔を持ち上げる。


  「仁じんくん、どうしてここに？」


  「それは僕の台詞せりふだよ。僕はどうしても日向さんと話したいことがあってさ」


  「私と？　それはとても嬉うれしいです、けど……」


  「日向さん、最近急に元気がなくなったように見えたから……」


  　そう言いつつ、僕は彼女が本当のことを話してくれるか不安だった。


  　幼おさな馴な染じみじゃない日向さんは、自分の胸の内を明かすことがない。


  　この先を一歩踏み出そうとしても、日向さんは後退する。


  　僕と日向さんの距離は、縮まることがない。


  「仁くん、最近変ですよ」


  　日向さんの言葉が胸に突き刺さる。


  　そうだろう、不思議な力に巻き込まれた自覚があるのは、僕だけだ。


  　だから、周りからしてみれば、右往左往している僕は不審きわまりない。


  　そう思っていたけど、次に出てきた日向さんの言葉は予想外のものだった。


  「私ばかり気にして、幡はたヶが谷やさんのことはいいんですか？」


  「え？」


  　僕はびっくりする。


  「どうして急に幡ヶ谷さんの話になるのかな」


  「……」


  　日ひ向なたさんはその問いには答えないで少しだけブランコを揺らした。


  　キィキィ、と軋きしんだ音が響く。


  「余計なひとことだったみたいですね。気にしないでください」


  　そう言った日向さんは、少しだけ引きつったような感じで、喉のどから声を出した。


  「最近、本当に何もかもうまくいきませんね。普段だったら、このくらいの感情はコントロールできるんですけど。前々からその傾向はありましたが、ここ数日は本当に酷ひどいです。原因がよくわからないから、まるで不思議な力に巻き込まれてしまった感じです。……前に、仁じんくんの巻き込まれた言こと霊だまじゃないんですけどね」


  　不思議な力。


  　日向さんは気づきはじめているのか、自分が獏ばくの力に巻き込まれてしまったことに。


  　このタイミングなら、僕の話を聞いてくれるかもしれない。


  　でもそれは逆に、日向さんが僕に話せないことを話してしまったことを暴露することになる。


  　僕を幼おさな馴な染じみと思い込んで、明かしてしまった彼女の中身を僕が知ってしまっていること。


  　その事実はどれだけ彼女を傷つけるのだろうか。


  　過去の記憶は彼女の中にあるのだろう。だけどさっき、日向さんはここ数日の記憶は曖あい昧まいだと言った。それは彼女のお母さんの様子を見てもわかることだ。


  　その曖昧な記憶を明確なものにしていいのか。


  　単純に、僕は日向さんの傷つく姿を見たくない。


  　日向さんを傷つけたくない。


  　僕の逡しゆん巡じゆんを表情から読み取ったのか、日向さんがはっとした。


  「もしかして」


  　唇くちびるをぎゅっと結んだ日向さんは言葉を紡つむぐ。


  「心当たりがあるんですか。仁くんが何かしたんですか？」


  　だが、そう言った彼女は力なくうなだれた。


  「……いいえ、いいえ」


  　日向さん、と僕が呟つぶやくと彼女は弱々しく笑った。


  「ごめんなさい。何でもありません」


  　僕にもわかる。彼女は無理に笑おうとしている。目元が小さく引きつっていた。


  「もし仁くんが何かしたとしても、私がそれを追及するのはよくないですから」


  「でも、僕は……日向さんは、僕を」


  　追及する権利がある。


  　日向さんにすべてを明かしていない僕を。


  　日向さんの隠しておきたい心を知ってしまっている僕を。


  



  　もうひとつ、もしかしたら僕は追及される要因をひとつ持っている。


  　それは日ひ向なたさんに何も聞かないで、僕が先走って獏ばくにお願いして、不思議な力の効果を消したことだ。


  　だけど、それは決して間違っていないはずだから。


  



  「だってまだ仁じんくんからちゃんと話を聞いていません」


  　僕の顔が強こわ張ばった。


  「私の勝手な想像で決めつけるのはよくないですし」


  　僕は、不思議な力で振り回されるのは間違っていると決めつけた。


  　日向さんから何も話を聞かないで、先走ってしまった。


  「こういうのは、相手からちゃんと事情を聞いてからだと思います」


  　彼女の言葉は、僕を動揺させるものだった。


  「だから、何かあるなら、どうか話してくれれば嬉うれしいです。仁くん」


  　混じりけのない日向さんの双そう眸ぼうを直視できない。


  　柔らかに笑う彼女を受け止めきれない。


  「日向さん、僕は……」


  　もう駄目だ。


  　このまま隠しておけない。


  　僕は肩を落として、日向さんに話す。


  　日向さんは現実を悪夢のように思っていた節があって、だから獏は現実を悪夢とみなして食べた結果、僕と彼女を幼おさな馴な染じみにしてしまったんじゃないかと。そして、僕によって不思議な力は消滅したと。


  　最後まで話して、すっと気が楽になった。


  　胸の内に溜たまったドロドロとした感情も、一緒に吐きだせたようだった。


  　だけど、日向さんの表情は逆だった。


  　蒼そう白はくな顔で、静かに唇くちびるを震ふるわせていた。


  「何てことを」


  　日向さんはそう言った。


  　やっぱり傷つけてしまったんだ。


  「仁くんはとても大きな間違いをしています」


  　そうだ。


  　僕は不思議な力に翻ほん弄ろうされるのは間違っていると決めつけた。


  　日向さんの気持ちを、幼馴染でいたいという感情を、無視してしまった。


  　間違えてしまったんだ。


  　本当は、ちゃんと話し合わなければいけなかったのに。


  「私に対して、何かしらのことをしてしまったのはもういいです。そこは言いません」


  　え？


  「そうじゃなくて……」


  　日ひ向なたさんはぐっと拳を握りしめた。


  



  「獏ばくは悪夢を食べる妖よう怪かいじゃありません」


  



  　え？　今、日向さんはなんと？


  　日向さんはブランコから手を離した。


  　ゆっくりと立ち上がる。


  「寝るときに皮を敷けば流行病を避けることができ、その形を描けば邪じやを避ける。持病の頭痛には寝る毎に獏を描いた小屏びよう風ぶを用いれば頭が守られる」


  　日向さんは長々と意味不明な言葉を羅ら列れつする。


  「何を……」


  「白はく居きよ易いの『白はく氏し文もん集じゆう』の一節です」


  　混乱する僕に、日向さんはきゅっと唇くちびるを結んだ。


  



  「獏は災わざわいを払う生き物なんです」


  



  　何だって？


  「悪夢を食べる妖怪だと世に広まっていますけど、それは間違いなんですよ」


  　そんな、間違いだなんて。


  　僕は調べもせずに、獏は悪夢を食べる妖怪だと信じ込んでいた。


  「獏は、容姿が似ているという理由で、白はく澤たくや伯はく奇きと呼ばれる妖怪と混同されることがあります。『後漢書』に伯奇が夢を喰べるという文章が記載されています。ここから、おそらく獏の特徴とすり替わる結果になったんだと考えられています。……他にもいろいろと説がありますけど、これが有力ですね」


  　もしも、日向さんの言っていることが本当なら、と僕は頭を抱える。


  「不思議な力を使うのをやめてほしい」という獏にした僕のお願いが、悪夢を食べるな、という意味ではなく、日向さんの災いを払うのをやめろという意味になってしまったのか。


  　だから今、日向さんのもとに遠ざかっていた災いが舞い戻ってきてしまったのか。


  　思い返せば、日向さんにお願いされた同人のお手伝いとやらは、僕が力仕事をするという前提だった。幼おさな馴な染じみだったから日ひ向なたさんは、僕に無理なことを頼みやすくなった。相手も、僕が力仕事をするということである程度信用していた部分もあったのだ。


  　最近発生しはじめたストーカー騒動もそうだ。大事にはなっていないからよかったものの、僕がボディガード代わりになって、ストーカーを寄せつけないようになっていたんだ。


  



  　幼馴染である関係のおかげで、災わざわいから彼女を護まもれていたんだ。


  



  　それだけか？　他にも日向さんに忍び寄る災いがあるんじゃないか。


  　日向さんのお母さんは気になることを言っていたじゃないか。


  　例えば、僕に言いかけて言わなかったこと。僕がいてよかったと、彼女の幼馴染でいるときに、言っていなかったか。


  　そこまで考えたとき、けたたましい着信音が鳴り響いた。


  「……電話……」


  　日向さんがかすれた声を出す。


  「出なくていいんですか、電話が……」


  　今は日向さんと話がしたい。


  　携帯電話の電源を切ろうと、ポケットから取りだした。


  　幡はたヶが谷やさんからの電話だ。


  　日向さんは、しきりに電話を気にしているようだ。


  　前もこんな状況があった。そんなときも、日向さんは電話を取ってほしい、と言った。


  　電話を切ったら逆に彼女を気遣わせてしまうかもしれない。


  　震ふるえる指で通話ボタンを押した。


  　電話を耳に当てる。


  「幡ヶ谷さん」と呟つぶやくと、電話口で彼女は緩ゆるやかに深呼吸したようだった。


  　それから、低い声こわ音ねで幡ヶ谷さんは言った。


  



  「私、あなたに言いたいことがあるの」


  



  　いつかの、あの続きを。


  



  　ああ、これも日向さんに降りかかろうとする災いなのか。


  　僕は縋すがるように日向さんを見る。


  　そんな表情から何かを察したのか、日向さんの目が大きく見開かれた。


  第四章　真実を食べる獏ばく

  


  　拝啓　神み谷たに日ひ向なた様


  



  　ごめんなさい。


  　まず僕は日向さんに謝らなければいけない。


  　日向さんのことを考えないで勝手なことをしてしまった。


  　僕は自分の経験から不思議な────────────。


  　だけど、それは──────────────。


  
    敬具

  


  



  　△▼△


  



  　これじゃ駄目だ。


  　自室で机の前に座って手紙を書いていた。そのまま頭を抱える。


  　僕は書きかけの手紙をぐしゃぐしゃにして、ゴミ箱に捨てた。


  　メールのほうがいいかな……いいや、駄目だ。


  　手紙にすがる理由を自分でもわかっていた。メールは親指ひとつで操作が終了するけど、手紙なら何アクションも行動しなければいけない。


  　つまり、それだけ多く勇気が必要とされる。


  　今、こうして最後まで書き終えないで捨ててしまうってことは、結局自分の気持ちを相手に伝える覚悟が足りていないということなんだ。


  　僕の書きたいことが何なのか、どうして書こうとしているのかすらよくわからない。


  　あれから日向さんとは、ぎこちない空気のまま、うまく話ができないで帰ってきてしまった。


  　もっと話したいことがあったはずなのに。なにひとつ言葉にできなかった。


  　だからこうして、どうにか日向さんに伝えられる手段がないか模索している。


  　そういえば、と思い出す。


  　記憶をなくす前の僕が書いた手紙を読んでも、あのとき自分がどういう気持ちで手紙を書いたのかわからなかった。当時の記憶自体ないから仕方ないのだけれど、想像すらできなかった。


  　だけどそもそも過去の自分は、ラブレターを書く自分の感情を完かん璧ぺきにわかっていたのだろうか。今の僕ですら、こうして手紙を書こうとする自分の気持ちをまったく理解することができていないのに。


  　過去の僕は、わけもわからず手紙を書いていたのではないだろうか。


  　だったらいくら今の僕が過去のことを想像しても、答えにたどり着けるわけがない。


  　そもそも、答えなんてあるのだろうか。


  　無駄に時間だけが過ぎていく。


  



  　△▼△


  



  　昼休みになって、僕は藤ふじ森もりさんにことのあらましを話すことにした。


  　状況が元に戻っていることを再確認する意味でもある。


  　藤森さんはというと、興味深げに、そして少しだけ困惑ぎみに、獏ばくにまつわる事件に巻き込まれた僕の話を黙って聞いてくれていた。


  　すべて話し終えたそのとき、藤森さんが顎あごに指を添えて、ふむ、と頷うなずく。


  「場所を変えようか」


  　あまり教室でする話じゃないと判断したのだろうか。


  　そう僕が言うと、


  「昼休み、教室で話していたら、もしかしたらあの女たちが来るかもしれないじゃないか。幡はたヶが谷やは休みみたいだけど」


  　と、藤森さんは答えたのだった。


  　確かに、こんな話をしている最中に日ひ向なたさんに来られたらまずい。


  　僕が考え込んでいると、藤森さんは楽しそうな声こわ音ねで言ってきた。


  「ボク自身の下心もあるんだけどね」


  「下心？」


  「たまにはふたりきりでご飯を食べてもいいじゃないか」


  　そう言って藤森さんは、からかうような笑みを向けてきたのだった。


  



  



  　僕と藤森さんは図書館に来ていた。


  　図書館には少し外れたところにガラスで囲まれた休憩室が用意されている。


  　そこで昼ご飯を食べようということなのだろう。


  　やはり昼休みだからか、そこには僕たち以外にもたくさん人がいた。


  　お洒落しやれな形、というよりは妙なカーブが特徴的な白い椅子に座って、僕は真正面にいる藤森さんを見つめた。


  　藤森さんは持ってきた弁当を開いている。


  「面白い経験をしたよ、ボクも」


  　藤ふじ森もりさんはそう切り出してきた。


  「自分がネタになるというのは、なかなか味わえない感覚だね。君の言う通り、ここ最近の記憶がひどく曖あい昧まいだ。思い出そうという気持ちすら消えてなくなってしまうくらいにね」


  「藤森さんですら巻き込まれたのに、どうして僕だけそうならなかったのかな」


  「そりゃ、獏ばくの力を前提に考えると、そのほうが神み谷たににとって利益が生まれるからだろう」


  　藤森さんはあっさりと答えた。


  　僕の頭は疑問符だらけだ。


  「あんまり具体的に答えを言うといやらしくなるし、そういうのはボクの性しようじゃないから、あえてぼかすと……」


  　藤森さんは咳せき払ばらいをした。


  「君が、神谷にとって特別な立場になり、前とは異なるというのを実感することこそ意味があるんだろう。実際に、君は考えた。前とそのときの神谷の差を、違いを、どうしてこんなことになったのか、その差異をどんなふうに自分が受け止めるべきなのかじっくりと考えたよね。……そうして実際、君は考えを変えた。いや、自分の気持ちに気づいたと表現したほうが正しいかな」


  「どういうことなんだ。藤森さんの言っていることはさっぱりわからないよ」


  「君の中で明確に答えを出せるだけのきっかけが作られたということさ。あえて君だけが不思議な力に巻き込まれないことによってね。そしてそれこそが、真に神谷が望んでいたこと、神谷から災わざわいを払いのける方法でもあった。獏はそれを叶かなえてあげただけの話さ」


  　日ひ向なたさんの望んでいたこと？


  　藤森さんは目を細めながら僕を指差した。僕は首を傾かしげながら言う。


  「だけど、僕が彼女の幼おさな馴な染じみじゃないという自覚があったから、僕は不思議な力をやめさせようと動いた。もし自覚がなかったら、こんなことにはならなかったと思う」


  　藤森さんはからかうように、くすりと笑う。


  「君は後悔しているのかい？　この結果に」


  「……」


  　藤森さんの質問に僕は答えられない。


  　後悔しているのはそうだ。


  　頭を抱えた僕を藤森さんの透明な瞳ひとみが捉えた。


  「ボクの考えだと」


  　藤森さんが水筒から麦茶を注そそぎながら言った。


  「神谷が恋人ではなく幼馴染という立ち位置に甘んじたのは理由があるんだよ」


  　僕は手のひらを顔から外す。


  　藤森さんは目を閉じてお茶を飲んでいた。


  　コップから口を離した彼女は、淡々とした口調で話した。


  「友情よりも尊くて、儚はかなくて、甘くて、それでいてリスクがない」


  　断罪するかのように。


  「自分で選べるんだ。距離を遠くするか、近くするか。それは友情という関係性ではひどく難しいよ」


  　藤ふじ森もりさんの双そう眸ぼうからは、何も感情が見えてこない。


  「ノーリスクで自由度の高い関係性。それを彼女は望んだんだろうね」


  　そんな藤森さんの言葉に、僕は嘆息とともに返した。


  「だけど獏ばくがやろうとしたことは、日ひ向なたさんを災わざわいから守ることだよ。いくら彼女が僕との関係の変化を望んだといっても、それがどうして災いを避けることに繫つながるんだ」


  「直前にはなかったのかい。彼女が拒否していたものが」


  　藤森さんの問いに、それは、と僕は考え込む。


  　同人にまつわる交流関係の悩みも、ストーカー騒ぎも、直前にあったことではない。


  　直前にあったことといえば、と僕は臨海学校のことを思い出す。


  　幡はたヶが谷やさんが買ってきた水着を、僕に見せてくれようとした。


  　そして僕に何かを言おうとしていた。


  　日向さんはコテージで僕を待っていた。彼女も幡ヶ谷さん同様に何かを言おうとしていたけど、幡ヶ谷さんも同様のことをしていると知ったら怒ってしまって、そのまま喧けん嘩か別れになってしまった。


  



  　幡ヶ谷さんか。


  



  　日向さんは、幡ヶ谷さんが何を言おうとしていたのか気になったのか。


  　それを藤森さんに話すと、彼女はひどく呆あきれた顔をした。


  　その表情はすごく胸にくる。


  　申し訳ない気持ちになった。


  「神み谷たにはそれを止めようとしたかったんだろうね。それが無意識かどうかは知らないけれどね」


  　藤森さんの言葉にうなだれる。


  「大体、君がもっと早くボクに相談していたならば、こんな酷ひどいことにならずに済んだんだ」


  「藤森さんはどうも獏に興味がなかったみたいだったから……」


  　僕の言葉に藤森さんは僅わずかに苛いら立だちを込めた。


  「そういう余よ所そに理由を押しつける真ま似ねはやめたまえ。それにそれはボクに失礼だろう」


  　失礼？


  　僕が顔を上げると、藤森さんは真剣な顔をしていた。


  「いくらなんでも、ボクだって友達の頼みなら興味が薄くても協力するよ」


  　僕は目を見開いた。


  　藤ふじ森もりさんの言葉に驚いたわけじゃない。


  　ただ、純粋に藤森さんに感謝の気持ちを覚えたんだ。


  「だからそんなこと、気にしなくてもよかったのに」


  「ありがとう、藤森さん」


  　僕はそれだけ言葉にする。それしか言えなかった。


  「それなのに僕は……」


  「君が失礼なのは今に限ったことじゃないから、もういいよ」


  　あっさりと。


  　藤森さんは髪をかきあげなら僕の言葉を流してくれた。


  「もういいけど、今度からは少しだけでいいから人の善意を無条件に信じるといい」


  　ふわりと、僕に微ほほ笑えみかける。


  「ボクはそこまで酷ひどい人間じゃないよ」


  　笑顔が身に染みる。


  「……それはそうと」


  　藤森さんは玉子焼きを箸はしでつまんで、口の中に入れた。


  　何度か咀そ嚼しやくして、のみ込む。


  「君はそろそろ答えを表に出すべきだろう」


  　藤森さんは弁当に視線を向けながら、僕に言った。


  「答えって？」


  　僕がカラカラに渇かわいた喉のどを動かすと、途端に藤森さんは笑顔をやめて無表情になった。


  　そんな藤森さんを今まで見たことがなくて、僕は思わず言葉を忘れてしまう。


  「例えば、ボクのことをどう思っているとか？」


  　え？


  「どうしてそんな顔をするかな。……いいや、こう言ったほうがいい？　顔だけじゃなくて、言葉にするべきじゃないかな」


  　言葉って。


  　思わず喉を詰まらせる僕に、藤森さんは畳みかけるようにして言ってくる。


  「ここまでボクを振り回しておいて、好きなように、君のしたいようにしておいて、このままボクに何の誠意も見せないで終わるつもりかい？」


  　誠意？


  　僕はゆっくりと俯うつむいた。


  「でも、藤森さんはさっき、人の善意を無条件に信じてもいいって……」


  「それとこれとは話が違うよ。それとも、どう違うのか、ボクが逐一説明しないとわからない？　ここまできて？　そこまでボクを頼る？」


  　藤ふじ森もりさんの問いに、僕は答えられない。


  「君は幡はたヶが谷やと交流するたびに、神み谷たにと会話するたびに一いつ喜き一いち憂ゆうして。だけど、ボクとだけは変化もなくて。ふたりと比べてボクだけが、君との関係に変化が生じない。……そんなボクの気持ちを、少しでも理解しようと思ったことはあるのかい？」


  　藤森さんの気持ち？


  　そろりと彼女の顔を見上げると、藤森さんはまだ無表情だった。


  　こんな彼女の顔を見たことがなくて、何な故ぜ自分がその事実にショックを受けているのかもわからなくて、しばらく呆ぼう然ぜんとしてしまう。


  　やがて、藤森さんが吹き出した。


  　腹を抱えて大声で笑いながら、言ったのだ。


  「そんなに狼ろう狽ばいしなくてもいいのに。まるでお化けを見たかのような顔をしてさ。……ああ、でもボクに対してはそういう顔をするんだね。目は口ほどにものを言う。まぁ、それでもいっか。ボクのことはいいよ。それで君はこれからどうするつもり？」


  　急に話題を変えられて、僕はうまく対応できずに戸惑ってしまう。


  「君はどうしたいのかな。どうしてそんなふうに後悔したような顔をしているの？」


  [image: ]


  　さっきから藤ふじ森もりさんは僕の顔のことばかり話題にしている。


  　そんなに僕の表情はわかりやすいのか。


  　僕は頭から手を離す。鏡がないから、自分がどんな顔をしているのか、本当にわからない。


  「……いろいろ君に突っ込んだけど、聞くほうが野や暮ぼだったのかな」


  　藤森さんが呆あきれたように言った。


  「しかし惜しいね。あのふたりが君に愛想をつかしたのなら、ボクが拾ってあげてもいいかな、


  　とは考えていたんだけど」


  　え？


  　僕が呆あつ気けにとられていると、藤森さんが軽く肩をすくめた。


  「今となってはそれも野暮の極みか」


  　それよりも、と藤森さんは箸はしを置いて、僕の弁当を指差した。


  「いい加減、弁当食べたら？　ボクもそうだけどさ」


  　昼ご飯を食べ終わったあと、藤森さんはぽつりと言い残したのだった。


  「こんなふうに一緒に昼ご飯を食べるのも、これで最後かな」


  　そして晴れやかに、藤森さんは笑ったのだった。


  　僕は少しだけ疑問に思った。今の会話はどこが笑えるところだったのだろうか。


  　やっぱり僕の顔か？


  



  　△▼△


  



  　昼休みが終わってからも、授業中も、僕はずっと考えていた。


  　これからどうしたいのか。


  　何な故ぜ、僕は後悔したような表情をしていたのか。


  　そして何故、藤森さんは僕を見て、野暮だと言ったのか。


  　何故こんなにも藤森さんの言葉を僕は気にしているのか。


  　そうか。


  　ようやく、僕は自分の気持ちに気づいた。


  　僕は日ひ向なたさんと友達になりたいわけじゃなくて。


  　僕は日向さんと幼おさな馴な染じみになりたいわけでもない。


  　だから、公園で日向さんと会話をしたときに、その言葉を使うのに抵抗を感じたんだ。


  　友達でもなく、幼馴染でもなく、偽物でもなく。


  　僕として。


  　明らかに違う関係になりたかった。


  　じゃあ、どうすればいいんだって話で。


  　それから一歩踏み出す術すべを、僕はどうにも思いつかなかった。


  　わからないまま、自分の気持ちを持て余してたのだった。


  



  　△▼△


  



  　家に帰っても、身体からだが重たかった。


  　自室でベッドに寝そべっても、頭に浮かぶのは日ひ向なたさんのことばかりだ。


  　これから日向さんに対してどう接したらいいのだろうか。


  　そんなふうに悩んでいたときに、携帯電話の着信音が鳴り響いた。


  　僕はがばりと身を起こした。


  　慌ててその辺に放り投げてあった電話を拾い上げて、ディスプレイを確認する。


  　日向さんだ！


  　僕は震ふるえる手で電話を取った。


  「仁じんくん？」


  　か細い呼吸とともに、日向さんの声がした。


  「日向さん！」


  　ああ、日向さんだ。


  　自然と携帯電話を握りしめる力が強くなる。


  「ごめん、なんか、その、ひ、日向さんに、よ、用が……言いたいことが……」


  　いろいろありすぎて、うまく頭がまとまらない。


  　口から出てくる言葉といえば、支し離り滅めつ裂れつなことばかりだ。


  　日向さんはそんな僕の対応に呆あきれたのか、くすりと笑った。


  「ごめんなさい。話したいことがあるんです。今日、昼休み、捜したけど会えなかったから。放課後も私のほうで用事があったりして」


  　昼休み、日向さんが僕に会えなかったのは、僕が藤ふじ森もりさんとご飯を食べていたからだ。


  「私も考える時間がほしかったんで、ちょうどよかったんですけど」


  　考える時間だって？


  　何のために？


  「でも、ようやくあなたに言う覚悟ができたから」


  「言うって……？」


  　僕の問いに、日向さんは浅く息を吐き出した。


  「……」


  　重たい沈黙のあと、日向さんは明るい声こわ音ねでこう切り出してきた。


  「今から仁くんの家に行っていいですか」


  「そんな、僕から……」


  　日ひ向なたさんの家に行くよ、と言いかけて電話が切れた。


  　得体の知れない何かに邪魔されているようだった。


  



  　△▼△


  



  　雨が降りだしたようだ。


  　激しくなった雨粒が窓ガラスを叩たたく音がする。


  　僕は自室の窓に目をやった。いつの間にか、ガラスに雨粒が隙すき間まなくへばりついている。


  　日向さんが来る。来てしまう。


  　前、僕は彼女の部屋に呼ばれたけれども、今度は逆だ。


  　だけど僕は何度も彼女に電話をかけ直している。


  　僕から日向さんに会いに行きたいのに。繫つながらない。


  　もういい。


  　このまま日向さんを捜そう。


  　すれ違いになる可能性も考えたが、ここでじっと彼女を待つなんて耐えられない。


  　日向さんの話したいことって何だろうか。


  　それは僕が求めていることなのだろうか。


  　そもそも、僕は日向さんからどんな言葉を聞きたいのだろうか。


  　自問自答するまでもない。既に答えなんて出ている。


  　僕は転がるような足取りで玄関に行く。


  　戸を開けてみて、僕は口を小さく開いた。


  



  「幡はたヶが谷やさん」


  



  　玄関にいたのは長い黒髪の女の子、幡ヶ谷さんだった。


  　ちょうど彼女がインターフォンを押そうとしているところだった。


  　こんなタイミングで彼女に会うなんて。


  　それにどうして幡ヶ谷さんが、こんなところに。


  　いつかの幡ヶ谷さんの姿と重なる。


  　僕が書いた覚えのないラブレターを返してきた日だ。


  　僕は目を丸くして幡ヶ谷さんを見た。


  　いつもの黒い服を着た彼女は、真剣な顔をしていた。


  　すとん、と心に空虚な穴があいているように思えるのは何な故ぜなのだろうか。


  「あなたに言いたいことあるって言ったわよね」


  　幡はたヶが谷やさんは硬い表情で僕に告げた。


  「忘れたのかしら、呪のろうわよ」


  「忘れてないよ」


  　忘れてはいないけれど、別のことで頭がいっぱいだったんだ。


  　そのことを言おうとして、口を閉ざす。


  　それでも何か言葉にしなきゃと思って、唇くちびるだけを動かした。


  　声が出てこない。


  　どうしてだ。まるで自分の身体からだじゃないみたいだ。


  「誕生日のこと。過ぎてしまったけれど……やっぱりプレゼントがほしくなったのよ。感謝なさい」


  　誕生日。


  　僕は思い出す。そうだ、先週、幡ヶ谷さんは誕生日だったんだ。


  　日ひ向なたさんが幼おさな馴な染じみになってしまった騒動のせいで、結局うやむやになってしまったのだ。


  「……むしろ私はどうして受け取らなかったのかしら」


  　幡ヶ谷さんは首を傾かしげる。


  　申し訳ない気持ちになる。


  　最終的には、彼女も巻き込んでしまった形になったからだ。


  　暗い表情をしてしまっていたのだろう、幡ヶ谷さんは慌てた様子で首を横に振った。


  「いいえ！　何でもないわ。今さら過去のことをどうこう言っても仕方ないし」


  　幡ヶ谷さんは小さく頭を下げた。


  「ごめんなさい、私のほうもおばあちゃんのことでここ最近忙しくて、どうにも記憶がぐちゃぐちゃなのよね」


  　とにかく私にプレゼントをよこしなさい、と幡ヶ谷さんは繰り返し言った。


  「プレゼント！　今から持ってくるよ」


  　僕が自室に戻ろうと彼女に背中を向けた途端、幡ヶ谷さんがか細い声を出した。


  「待って」


  　その声があまりに切せつ羽ぱ詰まっていたように思えたので、僕は足を止める。


  「……その」


  　幡ヶ谷さんを見ると、俯うつむいて困惑した様子を見せていた。


  「今から私の家に来ない？」


  　彼女はゆっくりと顔を持ち上げた。


  「どうせなら、誕生日にって言って……」


  　震ふるえる唇から頼りない声が発せられる。


  「覚えている？　あなたに水着を見せるって言ったでしょ」


  　覚えている。


  「別に変な意味じゃないわよ。勘違いしたら呪のろうから。私に呪うなんてことさせちゃ駄目だから、勘違いするなって遠回しに言っているのよ。ちゃんと理解しなさいよ」


  　わかっている。


  「だから……」


  　幡はたヶが谷やさんは自分の家に来てほしいと僕に言った。


  　彼女は返事を待っている。


  　だけど、僕は頷うなずけない。


  「今から？　実は用事があって……」


  　そう言いかけた僕は、深く眉まゆ根ねを寄せた幡ヶ谷さんの表情を見て口を閉ざした。


  「あなたが断るのは誕生日が過ぎてしまったから？」


  　幡ヶ谷さんが弱々しく告げてきた。


  　違う。


  　これから日ひ向なたさんと逢あうからだ。


  　このひとことが言えない。


  　何な故ぜだろうか。いや、わかっているんだ、もう僕にも。


  　決定的なひとことになるからだ。


  「今さら何を言っているんだって感じなのかしら」


  　幡ヶ谷さんの表情が強こわ張ばりはじめる。


  「じゃあ、もっとわかりやすく言ってあげる。ここまで言わせるなんて本当呪うしかないわね」


  　強がっているような、空から元気のような、力の入っていない声で幡ヶ谷さんは言った。


  「私は」


  　そこで彼女はゆっくりと息を吸い込んだ。


  「好きな人としか誕生日のお祝いをしたくない」


  　急速に、ざあざあと耳を打っていた雨音が遠のいていく。


  　幡ヶ谷さんの声だけがやけに大きく聞こえる。


  「私はあなたからの、あなただけの誕生日プレゼントがほしいのよ」


  　え？


  　幡ヶ谷さん、それは。その言葉の意味は。


  　──何か言わないと。いつまでも僕が黙ったままでは、変に思われてしまう。


  　口を動かして声を出そうとする。


  「幡ヶ谷さんにプレゼントをあげるよ」


  　ようやくそれだけ口にした。本来、伝えなきゃいけない言葉は飲み込んでしまった。


  「じゃあ」


  　幡はたヶが谷やさんの表情が明るくなる。


  　ところが静寂を破ったものがいた。


  



  「バクー」


  



  　その鳴き声は。


  　裸足はだしだというのに、僕は外に出た。


  　驚いた幡ヶ谷さんの横顔を視界に入れながら、彼女の横を駆け抜ける。


  　頭を叩たたく雨も気にならない。


  　前髪を濡ぬらして視界が悪くなるのも問題ない。


  　僕は息を荒らげながら、鳴き声のしたほうを見た。


  



  　日ひ向なたさんがいた。


  



  　遠くにある電柱の陰に隠れるようにして、日向さんが淡い橙だいだい色の傘かさを差していた。


  　重たい空気と同じ色をした瞳ひとみを、ぼんやりと僕に向けてきている。


  　僕に気づくと、目を細めて、少し苛いら立だたしげなものを双そう眸ぼうに混ぜた。


  　だけど僕にはわかる。


  　それは日向さんの本当の感情じゃない。


  『本当』を隠すための、余裕を保つための、そういうふうに人に見せるための演技だ。


  　嫌いやだ、と僕は強く思う。


  



  　僕は、日向さんの本当の感情が知りたいんだ。


  　上っ面つらのものじゃなくて。


  　なぞっただけのものじゃなくて。


  　僕が幼おさな馴な染じみであったときに見せてくれた、本当の表情がほしいんだ。


  



  「日向さん！」


  　僕が呼ぶと、その声に驚いたのか日向さんから表情が消える。


  　手から零こぼれてしまった傘が、彼女の足元に転がった。傘の内側が灰色の雨で汚れていく。


  　日向さんは自分を打ち付ける雨の冷たさに嫌悪感を示したような、そんな顔をして、僕に背中を向けた。そのまま駆けていく。


  　僕から遠のいていく。


  　追いかけないと！


  　まだ僕は日ひ向なたさんに何も聞いていない。


  　ちゃんと日向さんの話を、彼女の口から聞きたいんだ。


  「ちょっと待って」


  　幡はたヶが谷やさんの声に僕は足を止めた。


  　僕は幡ヶ谷さんを見た。ひどく狼ろう狽ばいした顔で彼女は僕を凝視していた。


  　幡ヶ谷さんは言葉にならない声を発している。


  　彼女の傘かさを持つ腕が大きく震ふるえていた。


  「幡ヶ谷さん、ごめん」


  　僕は深々と頭を下げる。


  　僕の言葉を聞いて、幡ヶ谷さんの顔が小さく歪ゆがんだ。


  　顔を持ち上げたそのとき、僕を見つめていた彼女は力なく傘を差すのをやめる。


  「そうよね、もともと私は傘を差さないんだったわ。たとえ大事な傘をなくしたとしても、そのスタンスを変えることこそおかしかったのね」


  　幡ヶ谷さんは強く雨に打たれながら、そう独白した。


  　彼女はゆっくりと俯うつむいた。細い肩だけが小刻みに震えていた。


  　激しい雨が幡ヶ谷さんの身体からだを濡ぬらしていく。


  　このままでは幡ヶ谷さんが風か邪ぜを引いてしまう。だけど、僕は今までのように彼女を傘に入れることはできない。腕が動かない。いや、動かせないのだ。


  　やがて幡ヶ谷さんが顔を持ち上げた。


  　泣いているかと思った。


  　だけど幡ヶ谷さんは涙を流していなかった。


  　双そう眸ぼうに強い光をたたえたまま、一度だけ僕を睨にらみつけた。すぐに僕に背を向けて、そのまま走って僕から遠ざかっていく。


  　僕は無意識に動き出そうとした足を、自分の意志で、力尽くで止めた。


  　幡ヶ谷さんを追いかけちゃ駄目だ。


  　もう、わかっているんだろう。


  　いい加減、曖あい昧まいな態度はやめるんだ。


  　そう自分に言い聞かせる。


  　僕は誰を追いかけるべきなのか。


  



  



  　少し走った先、歩道の隅で電柱に寄り添うように、ひっそりと日向さんは立ち尽くしていた。


  　僕に背中を向けたままだ。


  「日ひ向なたさん」


  　呼びかけても日向さんは振り返ってくれない。


  　少しだけ見える彼女の腕から、獏ばくが顔を覗のぞかせて興味深げに僕を見つめている。


  　日向さんは獏を雨から守るように背を丸めていた。


  　自分が雨に濡ぬれても、獏に冷たい思いはさせたくないのだろう。


  　だけど、僕には自分を守っているようにも見えた。


  「何で来たんですか」


  　声には驚くくらいに力が籠こもっている。


  「幡はたヶが谷やさんはどうしたんですか？」


  「僕は」


  　言わないといけない。ちゃんと、僕の口から。


  　幡ヶ谷さんじゃなくて、と僕は言葉を続けた。


  「日向さんの話が聞きたかったんだ」


  　それに、僕も日向さんに話したいことがある。


  「どうしてですか。だって、幡ヶ谷さんが……」


  「だって僕は……」


  「言わないでください。それ以上は！」


  　日向さんの叫びに、僕の声が遮さえぎられる。


  　彼女は苦しげに肩を上下させた。


  「私はずるいじゃないですか」


  　日向さんは右腕で獏を抱えながら、左手で電柱に触れた。


  「不思議な力を使って、仁じんくんとの距離を近くして、幡ヶ谷さんを遠くして、その結果、仁くんが私のことを……」


  　日向さんの身体からだが僅わずかに傾かしぐ。


  「そんな都合のいい結果をのみ込んでいいわけがないです」


  　日向さんの身体が電柱へと寄りかかった。


  「日向さん、あのときの記憶を理解できている？　……曖あい昧まいじゃないの？」


  　日向さんは僕の質問には答えなかった。


  「……記憶、ですか……。仁くん、観覧車で私がした話を覚えていますか？」


  　覚えている。日向さんと、お姉さんの話だ。


  　僕がそう答えると、日向さんの声から感情が消える。


  「『今まで姉のいた場所に私がいるけど、姉のいるところはかつて私のいた場所』……そう私は言いましたよね」


  　日向さんは苦しそうに一度だけ大きく身体を震ふるわせた。


  　それでも、喉のどから絞り出すようにして言う。


  



  「今まで、幡はたヶが谷やさんのいたところに私がいるけど、幡ヶ谷さんのいる場所はかつて私のいたところ」


  



  　僕は目を見開いた。


  　その言葉は、僕が観覧車で聞いたのと少し異なっている。


  　驚く僕を無視して、日ひ向なたさんはなおも言葉を続けた。


  



  「私はそこにいるのはとても辛つらいことだと知っていたのに、どうしてそんな場所に幡ヶ谷さんをおいてしまったんだって」


  



  　観覧車のときと違って、日向さんは泣きそうな表情はしていない。


  　表情は見えない。


  　ただ静かに苦痛を嚙かみ殺していた。


  　震ふるえそうになる身体からだを、必死で押さえつけているように見えたのだ。


  「もっと早く気づくべきでした。こんなに取り返しのつかない、最後になって理解するべきじゃないんです」


  　これ以上見ていられないんだ、僕は。


  　僕が彼女に手を伸ばそうとしたが、ここからじゃ届かない。


  　もっと彼女に近づかないと。


  「私は『幡ヶ谷さん』と立場を交換してしまったんです。それはとても、どうしようもないこと。やっちゃいけないことなんですよ。本当に……ずるい……」


  　私は、と日向さんは言った。


  「もう、現実じゃどうあがいても、頑張っても、きっと何も変わらないって」


  　僕は腕を下ろした。日向さんに歩み寄っていく。


  「開き直って暴走するしかないって。我わが儘ままを貫き通すしかないって」


  　日向さんの声からは、感情を読み取れない。


  　いつもの明るい声だったから。


  「何もかも、自分のやりたいことをしていないと、最後に後悔しそうだから」


  　僕と日向さんの距離が縮んでも、日向さんの声の調子は変わらなかった。


  「だけど自分の想いを一方的に伝えても、相手に迷惑しか与えないこともわかっています。私の我が儘は、相手を傷つけるだけ、たくさんの縁を引き裂くだけなのもわかっています」


  　日向さんはそこで言葉を止めた。


  「私は仁じんくんのことが好きだから、仁くんが嫌いやがるようなことはしたくないんです」


  　そこまで言っても、日ひ向なたさんは僕のほうを振り向いてくれなかった。


  「そんな、ちっぽけな感情で、仁くんとの縁を切りたくないんです」


  　近づいてみるとわかる。


  　彼女はこんなに小柄だったのか。


  「ギリギリの境界線にいて、倒れ込み、崖がけの下に落ちそうになりながらも、ずっと我慢して踏ん張ってきたのに、こんなどうしようもないことで……」


  　これ以上は見ていられない。


  　僕は日向さんを抱きしめようとした。


  　その気配を察したのか、日向さんが素早く振り向いた。


  　声とは違う、焦しよう燥そう感かんに[image: ]あふれた瞳ひとみが僕の視界に入り込む。


  　だけど、彼女は僕の腕を強く振り払った。


  「どうしてわかってくれないんですか？」


  　日向さんの声に僅わずかに力が入った。


  「もっとはっきり言わないとわからないんですか？」


  「日向さん……」


  



  「獏ばくの力を使う前は、仁くんは幡はたヶが谷やさんのことが好きだったのでしょう！　仁くんが無自覚だっただけで、私から見たら丸わかりでした。それなのに、今は……！　それは不思議な力を私が使ったせい！」


  



  　日向さんはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。


  「じゃあ、これはどうですか。私が獏のことを知ったうえで都合のいい夢に浸ひたっていたとしたら？」


  　僕の顔がみるみるうちに強こわ張ばった。


  「すべてわかっていたうえで、それでも仁くんのことを騙だましていたんだとしたら、どうしますか？」


  　日向さんは言葉を挟む間まをくれない。


  「本当は、私が仁くんと幼おさな馴な染じみじゃないってわかっていたとしたら。仁くんの気持ちを私に向けるために、全部、全部、私が意図的にやったことなのだとしたら！　仁くんの気持ちが幡ヶ谷さんに向いているのが嫌いやで、それをどうにか変えたくて、私が望んで行ったことなのだとしたら！」


  　その先を聞きたい思いと聞きたくない思いがある。


  「全部、私が仕組んだとしたらどうなんですか！　不思議な力をいいように利用したのだとしたら！」


  　雨音が戻った。


  　ずっと遠くにいって、帰ってこなかった音が。


  　まるで僕と日ひ向なたさんの声しか存在しなかったように思えていたのに。


  　視界が暗転するかのようにぐるぐるした。目め眩まいに似た感覚に、僕は一歩だけ後退する。


  「仁じんくんから見て、私の記憶が曖あい昧まいじゃないように見えるのは、私が全部知ってたからだとしたら」


  　黙り込んだ僕を見て、日向さんが小さく笑った。


  　日向さんはわかっている、前回の事件で僕が何を決意したのかを。


  「ほら、汚いでしょう」


  　だから、こうして僕を真正面から見て、糾弾するんだ。


  「この間、言こと霊だまが引き起こした事件のとき、仁くんは言いましたよね。不思議な力に翻ほん弄ろうされるのはよくないって」


  　僕は頷うなずく。


  　そうだ。確かに僕は言った。


  　日向さんの前で、不思議な力に翻弄されたままでいることは間違っているのだと。


  「だったら、この状況下で私のことを……」


  　日向さんは目を伏せる。彼女の睫まつ毛げが小刻みに震ふるえていた。


  「それでも僕は！」


  「仁くんは、まだ不思議な力に翻弄されているだけなんです！」


  　もし何もかも失ったとしても、ゼロから積み上げられると信じたうえでの行為だった。


  　だから僕は不思議な力に巻き込まれたままでいるのはよくない、と思ったんだ。


  　ありのままを受け入れて、そこから新しく始めればいいと。


  「それは仁くん自身の気持ちじゃないんです」


  　だけど、新しい気持ちを最初から否定されてしまえば。


  「だから、仁くんの気持ちには応えられません」


  　日向さんははっきりと言った。


  　僕が下がった分、一歩足を踏み出したのだ。


  「私が嫌いやなんです！」


  　感情からは拒絶の色が滲にじんでいる。だが、それはとても曖昧なものだ。


  　僕は何も言えない。


  　日向さんは、僕が言葉を口にすることすら拒絶している。


  



  　日向さんに抱いている想いが本物でないと言われて、自分が彼女の幼おさな馴な染じみであったときのことを思い返していた。


  　心を開いてくれた日ひ向なたさんの言葉に対して、幼おさな馴な染じみの庄しよう助すけくんに聞かせている言葉だから、僕は彼女の声を聞いちゃ駄目なんだって、ずっとそんなふうに考えていた。


  　だけど今思うと、僕は混乱していたから相手の言葉を聞きたくないだけだった。とても自分勝手だ。そのときの日向さんの気持ちは、たとえどんな状況下でも日向さん自身のものなのに。


  　自分自身を否定されて、ようやく理解した。


  　たとえ、環境がどうあれ、自分の内から出てきたものは本当の気持ちだ。


  　あのとき幼馴染であったことに罪悪感を抱いだいたのなら、今、僕がそれだけの立場、いいやそれ以上の立場になればいいだけの話だ。


  　そう再度決意した僕に、冷や水を浴びせるようにして日向さんが言った。


  



  「それに、仁じんくんは勘違いしているみたいですけど。私が言いたかったのは、別のことです。仁くんに対して自分の気持ちを告げるとか、そんな青春[image: ]あふれることを口にしたかったわけじゃありません」


  　何だって？


  「私、親の都合で転校することになったんです。ちょっと前までは、私がひとりでこっちに残ることを親も許してくれていたんですけど、やっぱり駄目だって。そんな危ないことはさせられないって」


  　次々と畳みかけるように告げられる情報に、僕の思考は混乱する。


  「もう決まったことだから、言いにきたんです」


  　日向さんは少しずつ僕から距離を離していく。


  「そんな、だってそれは……」


  「いいタイミングなのかもしれませんね」


  　日向さんはゆっくりと後退していく。電柱から遠ざかり、僕からも距離を取っていく。


  　日向さんが引っ越すって。


  　いきなり、どうして。


  　そうか、獏ばくか？


  　獏がこの災わざわいを防いでいたのか。


  　日向さんは引っ越しを嫌いやだと思っていたんだ。


  　だからどうにかして自分ひとりでもこっちに残れるように努力していたんだ。


  　最後の鍵かぎが、僕が幼馴染でいられることだったんだ。


  　昔から信用のおける『幼馴染の僕』がいることで、日向さんの両親も彼女がひとりで残ることを了承してくれていたんだ。


  　僕が幼馴染じゃなくなってしまったから。


  　僕が獏ばくに不思議な力はやめろ、とお願いしたから。


  　だから獏の災わざわいを払う力がなくなって、一気に日ひ向なたさんに災いが押し寄せてしまったんだ。


  　すべての結果は、僕の行動に繫つながっていたんだ。


  



  



  　既に日向さんは立ち去ってしまった。


  　僕はただひとり、奥歯を嚙かみしめていた。


  　ひたすらに雨が、僕の頭や背中を馬鹿にするかのように濡ぬらしてくる。


  　後悔ばかりしている。


  　やっぱりどれだけ否定されようとも、僕は自分の気持ちを日向さんに伝えるべきだったんじゃないか。


  　本当の気持ちなら。


  　それに、僕はもうひとつ考えていることがあった。


  　本当に今回の事件は、日向さんが最初から仕組んだことなのか。


  　その答えは既に僕の胸にある。


  　だけど、単純にその答えを言うだけじゃ、きっと同じことの繰り返しだ。


  　僕は日向さんが仕組んでないことを証明しなければ。


  　こんなときに相談できる相手が少ない自分に呆あきれた。


  



  　△▼△


  



  　月ですら雲の中に隠れて、そろそろ寝てしまいそうな時間だ。


  　既に雨はやんでいた。


  　真夜中だ。


  　アスファルトの上には、まだ雨の気配が色濃く残っている。


  　こんな時間なのにもかかわらず、電話をするとすぐに藤ふじ森もりさんは来てくれた。


  「呼び出してごめん。来てくれてありがとう」


  「いつでも呼んでいいと言ったのはボクだからね。少し時間が遅いが仕方ない」


  　灰色のワンピースは、無地ながらも光沢があってしっとりと高級感のあるものだ。


  　家の中に招こうとしたけど、藤森さんは小さく首を横に振って拒否した。


  　僕の家の前で、玄関まで上がり込まないで、藤森さんはぎりぎり家の灯あかりが届く場所に立っていた。


  　藤森さんに、日向さんを説得するにはどうすればいいのか相談することにした。


  　僕の話を全部聞き終えて、藤森さんは開口一番、こんなことを言い出した。


  「そもそも、どうして獏ばくが悪夢を食べる妖よう怪かいだって人々は勘違いしたんだろうね？」


  「え！　僕の相談事と何か関係があるのかな、それ」


  「関係なければ、話しはしないよ。……どう思う？　仁じんくん」


  「日ひ向なたさんが言うには、何かの本に書かれていたことと混同した、みたいなことを言っていたけど」


  「本当にそれだけかな？」


  　藤ふじ森もりさんはくるくると目を輝かせながら言った。


  「だって、獏の正体なんて、少し調べればわかることじゃないか。……例えば、ほら」


  　藤森さんはスマートフォンを取り出した。


  　インターネットで『獏』というキーワードを検索する。


  　画面を見せつけられて、僕はなるほど、と思った。


  　そこには『獏は悪夢を食べる妖怪だと誤解されている』という一文がはっきりと記載されてあったのだ。


  「獏は有名だけど、逆に有名だからこそ、真実もすぐそこにあるんだよ。隠されていないんだよ。ああ、それなのに、どうして誰も気づこうとしないのか」


  「藤森さんは何が言いたいんだ」


  　首を傾かしげる僕に、藤森さんは肩をすくめた。おいでおいで、と手を招く。


  　そろりと近づく僕の鼻を、藤森さんは強くつまんだ。


  「痛いッ！」


  「君の相談事は、ボクに相談するまでもなく答えはすぐそこにあるってことさ」


  「な、な、な……」


  「いつでも味方になるとは言ったけど、底辺レベルのくだらないことで呼ばないでほしいな」


  　藤森さんは、僕の鼻から指を離す。


  「ただ助言をするんなら、君はちゃんと幡はたヶが谷やについても心配してあげないといけないんじゃないかな。ここまでふらふらさせておいて、それはないだろう」


  　黙り込んだ藤森さんは、僕を指差した。


  「答えを与えないのは、優しさじゃなく残酷なだけだよ」


  　藤森さんの言葉に、僕は苦笑したのだった。


  



  　△▼△


  



  　翌日、日曜日。


  　藤森さんの助言もあり、僕は幡ヶ谷さんをあのままにしておけないと思った。


  　幡ヶ谷さんに連絡を取ると、彼女は病院におばあさんのお見舞いに行っているという。


  　僕は普通に幡はたヶが谷やさんとやり取りできたことにほっとしながら、彼女から病院の場所を聞き出して、向かうことにした。


  　──そういえば彼女に渡すはずだったプレゼントも持って行こう。


  　清潔そうな空気、がらんとした空間、普段行き慣れない場所に戸惑いながらも、幡ヶ谷さんから教えてもらった病室へと歩く。


  　目的地に近づくと、聞き覚えのある声がした。


  　幡ヶ谷さんだ。


  　いつもの声より少し大きめで、こんな声量も出せるのかと驚いてしまう。


  「幡ヶ谷さん……？」


  　呼びかけながら病室に足を踏み込むと、彼女がばっと振り返った。


  　幡ヶ谷さんの傍そばにいるおばあさんに軽く会釈をした。


  　僕を視界に入れて、彼女は少しだけ表情を曇らせたが、すぐに強気な感情を見せてくる。


  「ここに呼んでごめんなさい。……今私も忙しいから、タイミングを選べないのよ」


  　忙しいというのは、幡ヶ谷さんのおばあさんの件だろうか。


  　深く事情を聞いていいものかどうか逡しゆん巡じゆんしていると、沈黙を破ったのはおばあさんだった。


  「月つく夜よ、ああ、気にしなくてええんよ。おばあちゃんは大丈夫だから」


  「……おばあちゃん」


  　幡ヶ谷さんは、双そう眸ぼうや声こわ音ねに複雑な色を混ぜながらもその声に応えた。


  「うん、うん。今日も来てくれてありがとうね、月夜。気にしなくていいんだよ」


  「おばあちゃん、あのね、ひとが来ているから、私一回、外に出るね」


  　幡ヶ谷さんは大きく、丁てい寧ねいな言い方で、ひとつひとつ単語を区切るように、おばあさんに話しかけている。


  「友達が来ておるんかね。だったら早く言わんと駄目じゃろうが。挨あい拶さつせんとね」


  　寝台に寝ていたおばあさんは、よっこらしょと声を出して身を起こした。


  「月夜がお世話になっています。これからもよろしくお願いしますね」


  「あの、僕は……」


  「うん、うん、いい名前ね。いいんよ、いいんよ。そんなにかしこまらなくても。若いひとの邪魔をしてごめんなさいね」


  　まだ僕は名前を言っていない。


  　幡ヶ谷さんが僕の袖そでを摑つかんで、身体からだを引っ張ってくる。


  「ごめんなさい。おばあちゃん、すごく耳が遠くて……それを隠すためによく聞こえてるフリをするのよ」


  　囁ささやくようにして、彼女が言った。


  　なるほど。


  　僕たちの様子を見たおばあさんが、幡はたヶが谷やさんの真ま似ねをするように僕の腕を引っ張ってきた。


  　突然のおばあさんの行為に、幡ヶ谷さんが啞あ然ぜんとしている。


  　そんな幡ヶ谷さんの様子に構わず、おばあさんが耳打ちしてくる。


  　耳打ち、というほどの小さな声量ではないのだけれど。


  「……月つく夜よの趣味は知っておるんかね」


  「の、呪のろいとか好きなのは知っています」


  「そうかね。よかった。どうか気にせんといてね」


  　おばあさんは顔をくしゃくしゃにした。


  「こんなおばあちゃんでも、あの子はずっと気にかけてくれるんよ。変わった子だけど、いい子なんだよ。私の耳が悪くなってね、きっと思うところもあるだろうにね。酷ひどいことは一切言わないでね。怒鳴りたくなることもあるだろうにね」


  　幡ヶ谷さんのおばあさんの言葉から、彼女に対する想いがはちきれんばかりに[image: ]あふれてくる。


  「本当に優しい子なんだ。私の自慢の孫なんだよ。たくさん自慢してごめんね」


  　自慢して問題ないと思います、と僕は答える。


  　だけどその声はおばあさんには小さすぎて届かなかったらしい。


  「仲良くしてあげてね」


  　おばあさんは幡ヶ谷さんのことが大好きなんだ。


  「……もう、おばあちゃん、聞こえているから」


  　幡ヶ谷さんは恥ずかしそうに俯うつむいている。


  　幡ヶ谷さんの声はおばあさんには届いていないみたいだけど、おばあさんは満足そうに顔をくしゃっとさせていた。


  「私があなたにこのことを言ったのは、あの子には内緒にしておいてあげてね。あの子は、極端に恥ずかしがり屋さんだからね。きっと知ってしまったら、ぴゅうって逃げ出しちゃうから」


  　さすが幡ヶ谷さんのおばあさんなだけあって、彼女のことをよく知り尽くしているわけだ。


  「もう、おばあちゃん、いい加減にしてったら。呪うわよ！　呪うのはおばあちゃんじゃなくて、仁じん庄しよう助すけのほうだけど」


  　幡ヶ谷さんはぼそぼそ言いながら、僕の腕を取って病室の外まで連れ出した。


  「おばあちゃんが変なことを言ったわね」


  「いや、おばあさんと幡ヶ谷さんがお互い大好きなのが本当に伝わったよ。……でも、あんなに元気そうなのに入院しているって。どこか悪いのかな」


  「もともとおばあちゃんは足が悪いの。昔、戦争で深く傷つけたとかで。その傷からいろいろとね。年を取ると、どうしようもない部分があるみたいで……。いつどうなるかわからないし、実際この間、危ないことがあったから入院させたのよ」


  　そこまで説明して、幡ヶ谷さんはぶんぶんと首を横に振った。


  「おばあちゃんのことはいいわ。……私もあなたにちゃんと言わないといけないから、ちょうどよかったのよ」


  　幡はたヶが谷やさんは息を大きく吸い込んだ。


  「私のことはもういいわ」


  「え？　だけど、僕は、ちゃんと」


  「わざわざ言葉にしなくてもいいの。それ以前に、これ以上、私とは必要以上に接触しないで」


  「僕は……」


  「……何度も言わせないで。私のことは気にしないで。今は私、別のことで、頭がいっぱいなのよ。見てわかるでしょ」


  　おばあさんのことだろうか。


  「それともあの女に愛想でもつかされたのかしら」


  「それは、そうかもしれない」


  　僕は幡ヶ谷さんに、日ひ向なたさんに言われたことを簡略化して話した。


  　だけど、話している途中で目め潰つぶしされそうになったのだ。


  　されそう、じゃない、された。


  　見事に決まった。


  　ここ最近、幡ヶ谷さんが呪のろいの目潰しをすることはなかったので、油断していた。


  　声も出せず目を押さえてうずくまる僕に、無情な幡ヶ谷さんの声が降り注いだ。


  「あの女は、こう言ったわ」


  　怖い。幡ヶ谷さんの声から感情が消え失うせている。


  「大好きなものは裏切りたくない、ずっと大事にしたいって」


  　すう、と息を吸い込む音がした。


  「私は」


  　ゆっくりと、幡ヶ谷さんが言葉を紡つむぐ。


  「呪じゆ術じゆつが大事だからこそ、大好きだからこそ、人を呪う道具として使わないようにしているわ」


  　そうだ。


  　幡ヶ谷さんは呪術に対してひと一倍慎重に扱おうとしている。


  「あの女は、どうなのかしらね」


  　あの女とは、日向さんのことだ。


  「普通は、好きなものには正直でいるのよ」


  　それは、幡ヶ谷さんのおばあさんが、彼女に対して思わず自慢してしまうように。


  　幡ヶ谷さんが呪いを、他人の不幸に使わないようにしているように。


  　きっと日向さんも同じなのだろう。


  　僕は目の痛みを堪こらえながらも、よろよろと立ち上がった。


  　だから藤ふじ森もりさんが僕の鼻をつまんで、幡はたヶが谷やさんは目め潰つぶしをしたのだ。


  　痛みを得て、僕はようやくすべてを理解する。


  「ありがとう、幡ヶ谷さん。いろいろとわかったよ」


  　僕の言葉を聞いて、幡ヶ谷さんは少しだけ頰ほおを赤く染めた。


  「……私にお礼を言われても。『好きなものに正直でいる。好きなものだからこそ大事にする』。それ自身はあの女の考えだわ。誰もが同じようなことを考えるのね。私のお母さんとお父さんも、同じようなことを言っていたわ」


  　幡ヶ谷さんは深く嘆息した。


  「あなたも少しは素直になったらどうかしら。あなたは以前から『不思議な力』が云うん々ぬんと言っていたけど、正直私からみたら、うまくいかない現状に対しての言い訳にしか思えない。きっかけはどうあれ一度変わってしまったもの、決まってしまったものは、そうそう変えられないのよ。もう過ぎてしまったものなんだから、一度受け入れて、咀そ嚼しやくして、前に進むしかないのよ、きっと」


  　幡ヶ谷さんは僕から視線を逸そらしていた。


  「『好きなものに正直でいれば、きっと何かあったとしても、何かを招いたとしても後悔は出てこないはず。自分の気持ちを、素直に外に出せたのならば』。そう言ってくれたお母さんもお父さんも、私と同じように呪じゆ術じゆつの研究をしていたひとで、私はそんな両親の考え方にとても憧れを抱いているのよ。私も、そうありたい」


  　素直に、と幡ヶ谷さんは呟つぶやいた。そして僕の顔を見る。


  　幡ヶ谷さんは沈黙している。


  　な、何だろう。すごい居心地が悪い。


  　やがて幡ヶ谷さんは「外に行かない？」と僕に言ったのだった。


  



  



  　病院の傍そばには立派な木が生えている。


  　雨宿りができそうなくらいに大きな枝と葉が生い茂っていた。僕たちに覆おおい被かぶさるようにしてできた黒い影と、太い幹まわりは威圧感を与えてくる。グネグネと力強くうねった枝は地面に向けて葉を垂れ下げていた。


  　病院の外に出てから幡ヶ谷さんは、ずっとその木を見つめていた。


  　僕のほうを見ないで、僕に背中を向けたまま、はっきりとした声こわ音ねで言ったのだ。


  



  「仁じん庄しよう助すけ、私はあなたのことが好き」


  



  　僕はその言葉に目を丸くした。


  　急に言われて、心臓が止まりそうになる。


  　呼吸すら難しく、僕はただ彼女の次の言葉を待った。


  「だけど、もうあなたは私の一番じゃないのよ」


  　僕は彼女の言葉に、眉まゆを下げた。


  　幡はたヶが谷やさんの、その声は、内容に反してとても晴れ晴れとしたものだった。


  「私はおばあちゃんのことが心配なの」


  　そう言いながら、幡ヶ谷さんは僕のほうに振り向いた。


  「お母さんもお父さんも、もう私の傍そばにいない。私の家族は、おばあちゃんだけなのよ」


  　幡ヶ谷さんは胸の辺りを苦しそうに摑つかんだ。


  　唇くちびるを強く結んだのちに、双そう眸ぼうに強い意志をたたえた。


  「本当に、おばあちゃんのことを考えると苦しいの。辛つらいの。ひとりになりたくないの。ずっと健康でいてほしいと思うのよ」


  　幡ヶ谷さんはふわりと微ほほ笑えんだ。


  



  「あなたは私を一番にしないけれど、私もそうだから、これでおあいこね」


  



  　僕は彼女の言葉に何を言えばいいのかわからない。
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  　だけど妙な焦しよう燥そう感かんに駆られて、


  「ごめん、そして本当にありがとう」


  　そこで、僕はずっと手に持っていたものを思い出した。


  　ピンク色に包装された、ずっと前に彼女にあげるはずだったプレゼントだった。


  　僕が強く握りしめたせいで、大きく紙がこすれる音がした。


  　幡はたヶが谷やさんが小さく顔を歪ゆがめて、音のしたほうに指差した。


  「それは何？」


  　君への贈り物だ。


  　ちゃんと君に贈ろうと思って、今日持ってきたんだ。


  　だけど。


  「ごめん、何でもない」


  　僕は頰ほおを引きつらせながら答えた。


  　もう、渡しちゃいけない。


  「……そう」


  　きっと幡ヶ谷さんは、これが何なのかわかっている。


  　以前に僕が見せたから、かつての自分への贈り物だって、気づいている。


  　彼女の表情が、それを裏付けている。


  　それでも彼女は深く尋ねなかった。


  　それが彼女の気持ちなのだろう。


  　僕はそう言って、その場を後にしようとした。


  　しばらく歩いたあと、背後から声をかけられる。


  「……これから、あの女に会いに行くの？」


  　僕が歩みを止めようとすると、幡ヶ谷さんは慌てて言葉を続けた。


  「聞いてみただけよ、答えはいらないわ」


  



  　△▼△


  



  　ただ日ひ向なたさんに会おうとしても、きっとあしらわれてしまうと考えた僕は、作戦を練りその準備に数日間要した。


  　彼女の家に行くと、粗大ゴミがいくつか置かれていた。


  　すぐに転校するというわけではないけど、大掃除でもしてるのだろう。


  　ちなみに、彼女の家に来たけど、日向さんには連絡していない。


  　もしかしたら会ってくれないかもしれないからだ。


  　彼女の部屋の位置は、以前入ったことがあるのでわかる。


  　そう、僕は彼女の部屋に侵入することにしたんだ。


  



  　そして僕はぬらりひょんのコスプレをしていた。


  



  　そうは言っても、アライグマの着ぐるみを被かぶっているだけだ。だからぬらりひょんっていうよりは、日ひ向なたさんが話してくれた遊園地のマスコットのコスプレだ。


  　店で探してみたら、意外と着ぐるみって簡単に見つかるもんなんだな。


  『好きなものには正直でいる』と言っていた日向さん。


  　だったら僕が、僕自身が妖よう怪かいになって、日向さんが受け入れやすいようにすればいいんじゃないか。そう考えたのだ。


  　僕は彼女に逢あいたい。このまま逢えなくなるなんて嫌いやだ。その一心で、自宅から日向さんの家まで着ぐるみを着たまま歩いてきた。


  　来る途中に幡はたヶが谷やさんとすれ違ったのは誤算だったけど、幸い彼女は怪け訝げんな顔をしてただけで僕だと気づかなかったみたいだ。


  　僕は、うまく壁や屋根を伝って、彼女の部屋の窓近くまでよじ登る。


  　そっと窓から部屋を覗のぞいた。


  　ぎょっとした。


  　日向さんがいた。


  　いや、いたのはいいんだけど。


  　窓から見た彼女の部屋が、前に入らせてもらったときと全然内装が違うんだ。


  　妖怪と人間が混ざったようなかっこいいアニメキャラクターのポスターが壁を埋め尽くすように貼られており、河かつ童ぱや塗り壁みたいな妖怪のフィギュアがずらりと机や棚に飾られていた。


  　何だ、これは。


  　前に彼女の部屋に入ったときは、こんなものなかった！


  　幼おさな馴な染じみであっても隠すことはあるのか。


  　幼馴染か、そうでないか、勝手に区切りをつけていたのは僕だったんだ。


  　まったく馬鹿らしい！


  「日向さん！」


  　窓枠に手をかけて、窓を開けた。鍵かぎがかかってなくてよかった。


  「わああ、誰ですか、タヌキが襲ってきました！」


  　驚きよう愕がくした日向さんは僕の目の前で窓を閉めた。


  「僕だよ、日向さん。タヌキじゃないよ、アライグマだよ！　そして僕だよ！」


  「何しに来たんですか、仁じんくん！」


  　ものすごく日向さんは驚いている。


  「窓から侵入するなんて、非常識にもほどがあります！　っていうか酷ひどい格好ですね！」


  　ぬらりひょんのコスプレは日ひ向なたさんには不評だったみたいだ。


  　休日の日向さんはボーイッシュに見える軽装に身を包んでいる。少し怒ったような顔をしていた。すぐ傍そばには獏ばくが寝っ転がっていた。


  「うん、ごめんなさい。そ、それはそうと、開けてほしいかな」


  「お断りします」


  　えっ。


  「どうして」


  「仁じんくんが何の話をしにきたのか、わかるからです。今後、私はその話をするつもりがありません」


  「その話ってどんな話さ」


  「その話はその話です。わかっているなら聞き返さないでください」


  　日向さんは据すわった目をしている。


  　そんな日向さんの表情を直視できなくて、僕は思わず視線を逸そらした。窓から見える日向さんの部屋を見て、目を見開いた。


  　カーペットの色が、この間と違う気がする。思わず僕は日向さんに問いかける。


  「どうして、この前とカーペットの色が違うの？」


  「え、それはそのう、このカーペットはゲゲゲ……有名なアニメに縁のあるものなんです。だから、その、保存用と観賞用と普段用で、その、人が来たときは汚れてもいいようなものを……そのう」


  　日向さんは顔を真っ赤にしてもごもごしている。


  　幼おさな馴な染じみの僕が部屋に来るときは、わざわざカーペットごと、ごっそり部屋の模様替えを行っていたのか。妖よう怪かいのフィギュアに、ポスターに、カーペット。わかりやすすぎる彼女の趣味に、僕は息を吐き出した。


  「そうだ、答えなんてすぐそこにあったのに」


  「そうだ、って一体何の話ですか」


  　僕は窓を開けようとした。だが日向さんが、部屋の中から必死でそれを押さえつけた。


  「開けないでください。私は仁くんに会うのも、話すつもりもないんです。仁くんは、前回私が言ったことを忘れちゃったんですか！」


  「忘れていないよ。……日向さんは妖怪が大好きだよね」


  　再度、僕は窓を開ける手に力を込める。


  　日向さんの抵抗にあい、僅わずかに開いただけに終わった。やばい、着ぐるみ状態だと、うまく腕が動せなくて力が入らない。


  「それがどうしたんですか」


  



  「だったら妖よう怪かいを悪いことに使うわけないじゃないか。噓うそなんてつかなくていいよ」


  



  　日ひ向なたさんが妖怪のことを好きだというのならば、大好きなものを裏切りたくない、大事にしたいというのならば、妖怪の力を私利私欲に使うわけがなかったのだ。


  　そんな当たり前のことに気づかないまま状況に流されて、僕は日向さんに悲しいことを言わせてしまった。


  　僕の言葉に日向さんは啞あ然ぜんとした。


  「……こんな……都合のいい結果、受け入れていいわけが……だから、私は……」


  「うん」


  「だから、私はちゃんと転校も受け入れようって……もう、獏ばくちゃんの力は借りないようにしようって……なのに……」


  「でも僕はやっぱり日向さんが好きだ」


  　僕の言葉を聞いて、彼女は窓の枠から指を離しゆっくりと口を開いた。


  「はい……私も大好きです」


  　僕は緩ゆるやかに窓を開けた。彼女をそっと引き寄せて、抱きしめる。


  　きっと外から見たら、でかいアライグマが日向さんを抱きしめている滑こつ稽けいな姿なんだろうけど、気にしなかった。


  [image: ]


  「好きなものには好きだと僕も正直になるよ」


  　自分からするのが、こんなにも緊張するなんて。


  　自分の行為が、自分でも信じられないでいる。


  「もう、そんなこと言われたら、こんなことされたら、何も抵抗できないじゃないですか」


  　日ひ向なたさんはなすがままだ。


  「僕が獏ばくを誤解したことでいろいろ辛つらい目にあわせて、本当にごめん」


  「別にいいですけど。そもそもほとんどのひとが誤解していますしね」


  　日向さんはぎこちなく僕の背中に手を回した。


  「……獏が悪夢を食べる妖よう怪かいとして知れ渡った原因はとてもわかりやすいんですよ」


  　声は温かい。


  「伯はく奇きと呼ばれる妖怪が悪夢を食べる特徴をもっていて、それと混同したっていう説がありますけど、実際に悪夢を食べるイメージが広がったのは江戸時代からなんです」


  　そうなのか。


  　そういえば、いろいろ説があるって、前に日向さんが言っていたな。


  「お正月の節分に獏の絵が売られる風習が定着したんです。枕の下に敷くと悪夢を見なくなるって。また、悪夢を見ても『獏食え、獏食え、獏食え』と三回唱えるといいとするおまじないも、この頃に流は行やったものです」


  「えっと、つまり？」


  「結局、縁起物だったんですよ、獏は」


  　日向さんは優しく笑った。


  「どれだけ形が変わっても、災わざわいを払ってくれるもの。だから、本当はそうじゃないのだと知っても、ただそのありようが変わっただけで本質は変わっていないから、みんな細かいことは気にしなかったんだと思います」


  　なるほど。確かにおおまかに意味が合っているんなら、わざわざ訂正なんてしないもんな。


  「だから誤解したまま、ずっと今まで引きずっちゃっているんだと思います。……誤解、という言い方が間違っているのかもしれませんね」


  　日向さんの妖怪話は初めて聞いたけど、研究者みたいだ。


  「最初から、ずっと、言葉の使い方が少し変わってしまっただけで、人が獏に寄せる想いは何も変わっていないんです」


  　そして、日向さんが顔を持ち上げた。耳元で囁ささやくようにして言う。


  「私が、仁じんくんに寄せる想いも、同じように」


  　背中にむずがゆいような気持ちが生じる。


  　心に充足感があった。


  　だけど、何な故ぜかこのままでいるのも気恥ずかしさがあって、僕は思わず別の話題を口にしてしまう。


  「こんなふうにうまくいったのは幡はたヶが谷やさんのおかげだから、彼女に何か言わなきゃ」


  「……こういうときに、他の子の話題を出すんですか。ほんとにもう」


  　日ひ向なたさんは僕から身体からだを離すと、僕の額を指でこづいた。


  　そんなに痛くないけど、ここ最近は、女の子に暴力をふるわれることが多い。


  　それだけのことをしているんだって自戒しよう。


  「でも、どうして幡ヶ谷さんに？」


  　首を傾かしげて尋ねる日向さんに僕は答えた。


  「僕が困っているときに、幡ヶ谷さんが手がかりをくれたんだよ。日向さんが、好きなものを裏切るようなことをするわけがないだろうって。妖よう怪かいを悪用するようなことをしないだろうって。確かにそうだったんだ」


  「……これまでのことを気安く幡ヶ谷さんに話す仁じんくんのうっかり具合にもびっくりしますが、そうなんですね。幡ヶ谷さんは、ある意味、私のことを信じてくれたんですね」


  　日向さんがそう言い終えた瞬間、彼女が抱きしめていた獏ばくが手足を振り回しはじめた。


  「あれ？　獏ちゃん、どうしたんですか！」


  　日向さんがそう言うのも聞かず、獏が開いた窓からジャンプして外に出て行ってしまった。


  　慌てて僕と日向さんは、獏を追いかけようと玄関から家を出た。


  　だけど、すぐに足を止めることになった。


  「タヌキと生徒会長!?」


  　歩道に飛び出した獏は、声の主の足元にすり寄っていく。


  　そのひとは、獏を拾い上げて自分の胸に抱えた。幡ヶ谷さんだった。


  　彼女は僕のあとを追ってきたのだろうか。


  　やっぱりさっきすれ違った時に気づいていたのか。


  「幡ヶ谷さん、なんでここに？」


  「その声、あなたもしかして仁庄しよう助すけ？　なんでって、タヌキの着ぐるみが歩いていたら気になるでしょ」


  「いや、そこは無視するかと……」


  「……何かイベントがあるのかと思って、ついてきたのよ。悪い!?」


  「いや別に悪くは……」


  「幡ヶ谷さん」


  　日向さんが声に緊張を込める。


  　幡ヶ谷さんはというと、獏の頭を穏やかに撫なでていた。


  「『獏』が災わざわいを払う生き物だとしたら、今、こんなふうに懐なついているこの子は、お願いしたら、私から災わざわいを払ってくれるのかしら」


  「幡はたヶが谷やさん」


  　僕は幡ヶ谷さんが言わんとしていることを感じ取った。


  　駄目だ、それは。


  　これ以上、不思議な力に翻ほん弄ろうされるのは、駄目なんだよ。


  　だけど、そんな僕の想いを見透かしているように、幡ヶ谷さんは獏ばくをじっと見つめて言葉を続けた。


  「生徒会長を仁じん庄しよう助すけの幼おさな馴な染じみにしたくらいだものね。きっと、この状況を変えるくらいわけないわよね」


  　日ひ向なたさんがぐっと唇くちびるを嚙かみしめて幡ヶ谷さんに近づこうとする。


  　幡ヶ谷さんは顎あごを上げて、日向さんを足から頭まで眺めたあと、鼻で笑ったのだった。


  「……呪のろうわよ」


  　幡ヶ谷さんの声は、多分に苛いら立だちが込められたものだった。


  「そんなこと、しないわ。私を馬鹿にするのもいい加減にしてちょうだい」


  　え？


  　幡ヶ谷さんの双そう眸ぼうに嫌いやな色は見えない。


  「今までいろんなことに巻き込まれて、ここまできてそんなことをするわけないじゃない」


  　幡ヶ谷さんの言葉に、日向さんの身体からだから緊張がとけていく。


  「幡ヶ谷さん、私は……」


  「いいんじゃないかしら、疑うのは自由だし、当然のことだわ」


  　日向さんの言葉に、幡ヶ谷さんが長い髪をかき上げた。


  「私は、最後まで見届けたいと思っただけ。自分の中にある僅わずかな希望をちゃんとした形で潰つぶしたかっただけ。もう帰るわ。二度と……こんなことはしないから」


  「幡ヶ谷さん」


  「もういいの。……そんな声で私の名前を呼ばないで。今回は、結果的にあなたをつけ回してしまった私が悪いんだから」


  　ところが、やんわりとした空気を台無しにするけたたましさがある。


  　着信音だ。


  「嫌いやなときに、嫌なタイミングで電話が鳴るのね」


  　幡ヶ谷さんは嘆息すると、獏を抱きかかえたまま、器用に電話に出た。


  　電話を取った幡ヶ谷さんの顔がみるみるうちに青ざめていく。


  　ぎこちなく、その場に膝ひざをついた。


  　幡ヶ谷さんの様子がおかしい。どうしたんだろう。


  　日向さんが幡ヶ谷さんに駆け寄った。


  　事の成り行きに呆ぼう然ぜんとしていた僕も日ひ向なたさんのあとを追う。


  「来ないで！」


  　だけど、幡はたヶが谷やさんに強く拒絶されて、僕はその場に足を止めた。


  　幡ヶ谷さんの瞳ひとみは獏ばくに注がれている。僕のほうを見ていない。


  「……ダメ」


  　幡ヶ谷さんは肩で大きく息をしながら、獏を摑つかんだ。


  「……ダメ、それはしてはいけないこと……」


  　彼女は素早く顔を持ち上げた。


  　幡ヶ谷さんは僕に顔を向けているけれど、僕を視界に入れていない。


  　彼女は日向さんに獏を渡すと僕たちに、背を向けて走り去っていった。


  　どうしたんだ。


  　幡ヶ谷さんの様子が明らかにおかしい。


  



  　そしてそのあと、どうして幡ヶ谷さんの様子がおかしくなったのか、僕は知ってしまった。


  



  　ずっと幡ヶ谷さんは学校を休んでいた。


  　電話しても何の連絡もなかった。


  　そんなふうに休んでいれば、[image: ]うわさという形で幡ヶ谷さんが今どうしているかが、何となく伝わってくる。


  



  「先生に聞きました。幡ヶ谷さんのことです」


  　幡ヶ谷さんの様子がおかしくなり、彼女が学校を連日休んだ数日後、早朝、日向さんが僕に電話してきて開口一番、そう言った。


  「何かわかったの？」


  「幡ヶ谷さんのおばあさんの容体がだいぶ悪いみたいで、つきっきりで看病しているそうです。事情が事情だから、先生たちもしばらくは幡ヶ谷さんのことを黙認するようです。いつまでもそのままでは難しいから、今後のことはこれから考慮していく、とも言っていましたけど」


  「幡ヶ谷さんは……」


  　僕は沈黙した。


  　様子のおかしくなった幡ヶ谷さんは、獏を見つめながらも「それはしていけないこと」だと言った。


  　きっと幡ヶ谷さんはこう考えたんだ。


  　獏がいれば。


  　獏にお願いすれば、きっと災わざわいからそのひとを守ってくれるだろう。


  　あの獏ばくは幡はたヶが谷やさんにも懐なついていたから。


  　幡ヶ谷さんはおばあさんのことを大事に思っているから、獏は彼女の祖母に対して災わざわいを払ってくれるだろう。だけどそれは何を生み出すのかわからない。


  　幡ヶ谷さんはそれを懸念したのだ。


  　それに、もしかしたら。


  　僕はその先を考えることができない。


  　考えられない僕に代わって、日ひ向なたさんが残酷な事実を口にする。


  「今から私は、獏を幡ヶ谷さんにあげようと思います」


  　電話を持つ僕の腕が大きく震ふるえた。


  「獏は災いを払う生き物ですし、うまくいけば彼女のおばあさんのことも解決するでしょう」


  　だけどそれは、と僕が口にするより先に、日向さんが明朗とした口調で言った。


  「私が仁じんくんの幼おさな馴な染じみになったのと、同じようなことが起きるかもしれませんね。今の『私自身』は立派な幡ヶ谷さんにとっての災いでしょうから。でも、何が起こったとしても、それが本来あるべき形ですから」


  　わざと自分の感情を押し殺しているような、声こわ音ねだった。


  　日向さんは無理している。明らかにわかる。


  「本当は黙って行動しようと思ったんですけど、今までのことを振り返ると黙って動くといろいろ失敗したので、私も反省したんです。だからこうして、行動する前に仁くんに話してみました」


  「待ってくれ」


  「待ちません。私はこのまま、幡ヶ谷さんが不幸になるのは嫌いやです。彼女は私の言うことを大人しく聞いてくれる子ではないけれど、そこは無理にでも通すつもりです」


  「僕だって、幡ヶ谷さんが不幸になるのは嫌だ！　だって、幡ヶ谷さんは……」


  　僕の脳裏に、幡ヶ谷さんがおばあさんについて話していた姿が思い浮かぶ。


  　本当に、彼女はおばあさんを大事に思っている。


  　柔らかな表情が、穏やかな声が、それらを物語っている。


  　もしも幡ヶ谷さんのおばあさんの身に何かあれば、彼女はどうなってしまうだろう。


  　考えたくない、考えられない。


  　きっと日向さんには、おばあさんを喪うしなったあとの幡ヶ谷さんの姿が、はっきりと見えているのだ。


  「仁くんに許してください、なんて言えませんし、言いません。だって結局、私は自分の好きなようにしているだけなんですから」


  　僕は何も言えない。だって、僕にもどうしたらいいかわからない。


  「でも、自分勝手でも自己満足でも、謝らせてください。最後まで我わが儘ままで、本当にごめんなさいでした」


  「日ひ向なたさんが謝る必要はない。どこにもないよ」


  　僕も逆の立場だったら、きっとそうしていたと思うから。


  　本当にどうしたらいいんだろう。


  　せめてもう一体、獏ばくがいれば。


  「……待ってくれ」


  　僕は慌てて言った。


  　そういえば、僕は臨海学校の日、もう一匹獏を目撃していなかったか。


  「待てません。だって、日が経たてば経つほどどうなるかわかりませんから」


  「頼むよ、一日だけ待ってほしい」


  　僕は日向さんに、臨海学校をした無人島で、偶然獏らしい影を複数見てしまったことを説明した。


  「……それで、どうするつもりなんですか？」


  「島に行って、もう一体捕獲してくるよ」


  「そんな、ひとりで大丈夫ですか」


  「そうだね。日向さん、あの島をよく知っている人とかに知り合いいない？　もしいるのならば、協力をお願いしようかとも思って……」


  「ごめんなさい。私、誰もそういうことをお願いできそうな人は、ひとりも……」


  　僕はその言葉を聞いて、自分の失言の迂う闊かつさを呪のろう。


  　日向さんは、先日ネットで知り合ったばかりの人と友達になろうとして失敗したばかりだ。


  「うん、わかった。変なことを聞いて、ごめん」


  　僕は電話を切った。誰にも協力を頼めないなら、自分で動くしかないのだ。


  



  　△▼△


  



  　獏のいる無人島は、一日に数回フェリーが出ている。


  　今日は平日で学校があったけど、僕は仮病で休んでフェリー乗り場までやって来ていた。


  　制限時間は一日だ。


  　きっとそれ以上かかると日向さんが幡ヶ谷さんに獏を渡しに行くだろう。


  　フェリーに乗って無人島に到着した僕は、早速もう一体の獏を探した。


  　あのとき藤ふじ森もりさんに言われて、夕食の片づけをしていたところから生い茂った木々の奥へと走っていったのだ。同じように、僕は過去に自分が辿たどった足跡を追いかける。


  　辺りには、土と木の匂においが蔓まん延えんしていた。


  　歩けば歩くほど、枝の先に手足が引っかかれて、滲にじむような傷を作る。


  　顔に虫がぶつかってくるけど、気にせず先に進んだ。


  　僕は足を止めた。


  　この辺りで僕は一体の獏ばくと衝突したのだ。


  　僕は周囲を探索した。しばらくして、遠くから葉と葉のこすれあう音がした。


  　何かいる！


  　音のしたほうへと駆けていった。


  　遠くのほうだけど、小柄な黒い影が僕の先を走っていくのが見えた。


  　もう一体の獏かもしれない。


  　捕まえなきゃ！


  　手足を振り回すようにして、奥へ奥へと進む。


  　徐々に影との距離が縮まっていく。


  　このまま速度を落とさなければ、いつかは捕まえられる！


  　脳にも身体からだにも酸素は足りていないし、手足のあちこちは限界を訴えていたけど、僕は無視して走った。


  　ようやく、影に手が届くくらいの距離になって、僕は思いきり腕を伸ばした、そのとき──。


  



  　踏み出した足の先に地面がないことに気づいた。


  



  　目の前にいた影、いや、今は獏であることが鮮明に見える、その姿がくるりと身を回転させて落ちていく。僕は思わず獏を胸の内に抱きしめた。


  　僕の視界も浮遊するかのように回転し、明滅する。


  　急速に下がっていく視界に、僕は驚くことすらできずに、思考を鈍くする。


  　崖がけ？　穴？　僕は落下している？


  　僕の中で答えが出るより先に、身体に強い衝撃が襲った。


  



  



  　僕は土臭さに咳せき込んだ。


  　ゆるりと目を開ける。


  　重苦しい身体は言うことを聞かず、唯一自由になる瞼まぶたで瞬まばたきをした。


  　遠い空に、丸い月が見えた。


  　狭まった視界は疲労のせいかと思ったけど、違ったみたいだ。


  　高くそびえたった土壁は、地上までずいぶんな高さがあることを示してくる。


  　僕は崖下に落ちてしまったみたいだ。


  　そういえば、と僕は思い出す。臨海学校でこの辺に来たときに『この先、危険』と書かれた看板があった気がする。


  　首を動かせないままそっと周囲を見渡せば、さっきまで僕の抱いていた獏ばくの姿が視界に映る。


  　よかった、獏は無事だったみたいだ。


  　もし獏に何かあったら、幡はたヶが谷やさんのことに関係なく、僕は後悔していただろう。


  　あれ、身体からだが動かない。ひどく寒い。


  　激しいのか鈍いのか、それすらわからない痛みが身体を支配している。


  　このまま、誰にも見つからなかったらどうなるのだろうか。


  　水も食料も口にしなかったら、僕もそうだけど獏も危険なのではないか。


  　何とか、誰かに僕のことを知らせないと。


  　だけど、どうやって？


  　声も出ない、身体が満足に動かないのに？


  　やがて、月が分厚い雲で隠れる。


  　暗雲がたちこめて、月光すら届かなくなる。


  　降り出した雨によって、僕の身体は一層冷えていく。


  　雨は土を泥でい濘ねいにして、僕の身体を沈めていく。


  　崖がけの底に、雨水が溜たまっていく。


  　これはまずい。


  　このまま雨が降り続けば、危険だ。


  



  　雨には、幡ヶ谷さんとの思い出がたくさん詰まっていた。


  　走馬灯のように、彼女と過ごした日々が脳裏に浮かぶ。自然と目を閉じてしまいそうになる。


  　駄目だ、しっかりしないと。


  　僕は視界の隅にいる獏へと視線を移す。獏は冷たい雨に打たれながらぐったりしていた。


  　朦もう朧ろうとする視界の中、ふと見慣れた顔が映った。


  「仁じんくん！」


  　日ひ向なたさん？


  　信じられない。幻まぼろし？


  　高い場所から覗のぞき込むようにして、日向さんが底にいる僕を見下ろしていた。


  　安あん堵どする。同時に、痛みも冷たさも引いていくように思えた。


  「ちょっと待ってください。……今……」


  　崖の上から一本のロープがするすると降りてくる。


  　途端に僕は心配になった。


  　もしかして、今、日向さんはひとりでここに降りてくるつもりなのか。


  　それは危険だ。やめたほうがいい。


  　だけど僕の言葉は声にならない。


  　どうしよう、こんな危険な状態に日ひ向なたさんを巻き込みたくないのに。


  「おーい、坊ぼう主ず大丈夫か」


  　えっ。


  　誰だ？　日向さんじゃない野太い声が、いきなり発せられた。


  「助けを呼んだんです！」


  　日向さんが頭上から僕を覗のぞき込んで、叫んだ。


  　泣きそうな表情をして、いや、実際に泣いているのか、日向さんの目から大粒の涙が零こぼれて、僕のほうに落ちてくるようにも見えた。


  「ひとり男の子が島に行ったきり夜中になっても帰ってこないって……お願いしたら、たくさん……だから、仁くんは、もう大丈夫ですから！」


  　確かに、たくさんの人の気配がする。


  　遠くから男たちが「とりあえず救急車を呼んだほうがいい」「様子しだいだが下へ手たに動かさないほうがいい」、など話しあう声が聞こえてきた。


  　ああ、そうか。


  　もう、日向さんは、きっと大丈夫だ。


  　そうだよ、日向さんは、もともと強い子だった。


  　一度の失敗程度で、凹へこんだままでいる子なんかじゃない。


  　僕は彼女を信じなければ。これからはもっと。彼女を悲しませるようなことがないように。


  　安あん堵どしたからか、急速に僕の意識は遠のいていった。


  



  　△▼△


  



  　目が覚めたら僕は病院にいた。


  　日向さん、そして藤ふじ森もりさんまで僕のことを心配して病院に駆けつけてくれた。


  　日向さんが言うには、人がたくさん来てくれたのは、藤森さんの協力あってのものだったらしい。


  　どちらにせよ、ふたりとも僕の命の恩人だ。


  　そして──。


  　予想以上に怪け我がが酷ひどかったけど、話せるくらいには回復したようで僕は無理を言って日向さんに車いすを押してもらい病室から出た。


  



  「逢あいたい人がいるんだ」


  



  　僕は逢あいたい人のところまで連れてきてもらえた。


  



  　幡はたヶが谷やさん。


  



  　彼女はおばあさんの病室の外にいた。同じ病院にいるのは獏ばくのおかげかな。


  　椅い子すに座って、長い髪を垂らして俯うつむいていた。ぎゅっと膝ひざの上で握りしめられた手は弱々しく震ふるえている。


  「幡ヶ谷さん」


  　僕がそう呼びかけると、幡ヶ谷さんが素早く顔を上げた。


  　そして信じられないといった表情で話しかけてくる。


  「ちょっと待ちなさいよ。あなた、その状況は何なの？」


  　幡ヶ谷さんが車いすに乗っている僕を見て驚いている。その後ろには日ひ向なたさんが横には、藤ふじ森もりさんが控えていた。


  　奇妙すぎる状況だから、幡ヶ谷さんが驚くのも仕方がない。


  「これは、その、ちょっと……穴から落ちていろいろ骨折しちゃったんだ」


  「こ、骨折っていうレベルなの、それは」


  　彼女の言うことに苦笑しながら、僕は自分の姿を見た。包帯の巻いていない場所を見つけるほうが難しいくらいだ。


  「わからない。本当は動いちゃ駄目らしいけど、それはどうでもよくて。逆に幡ヶ谷さんのおばあさんが入院している病院と一緒でよかったというか……」


  「全然よくないわよ。早く安静にしなさいよ」


  「いいや、今すぐ、どうしても幡ヶ谷さんに渡したいものがあったんだ」


  　僕は、そっと隠していた獏を幡ヶ谷さんに差し出した。


  「え……？」


  　感情を忘れたような顔をして、幡ヶ谷さんは呻うめいて僕を、そして日向さんを見た。


  　僕は、彼女の視線につられて、少しだけ首をひねって日向さんを見上げる。


  　日向さんは、幡ヶ谷さんに柔らかく笑っていたんだ。そして、穏やかな口調で言った。


  「その獏はあなたのものです」


  「馬鹿じゃないの。そんなことしたら、あなたが、あなたが……」


  　日向さんに、幡ヶ谷さんが叫ぶように言った。


  「わかっているの、その獏の力は災わざわいを避さけるようにするのよ。だから、下へ手たすると、あなたが……、あなたと仁じん庄しよう助すけの仲が……！」


  　ぎり、と奥歯を嚙かみしめるように幡ヶ谷さんは唇くちびるを動かした。


  　彼女は限界まで目を見開いていく。


  「情けなんていらないわ、私は……」


  「情けなんかじゃありません」


  　日ひ向なたさんは、宙ぶらりんになっている獏ばくをそっと幡はたヶが谷やさんへと押しつけた。


  「え？」


  「この獏は、仁じんくんが頑張って見つけてきたんです。幡ヶ谷さんのために」


  「わ、私のため……？」


  　幡ヶ谷さんがたどたどしく言いながら、僕を凝視した。


  「うん」


  　難しい言葉は必要ないし、伝える気もない。


  　僕はただ頷うなずいて、幡ヶ谷さんを見つめる。


  「携帯電話を貸してくれませんか？」


  　日向さんは幡ヶ谷さんに近づき強こわ張ばる彼女の指を丁てい寧ねいに開いて、日向さんは彼女の携帯電話を取りだす。


  　彼女は、幡ヶ谷さんの電話を親指で操作する。


  　自分のアドレスを、電話番号を幡ヶ谷さんの電話に登録したのだ。


  「……何かあったら連絡してください。私が力になりますから」


  　そう言いながら、日向さんは幡ヶ谷さんに電話を返した。


  「何で？　どうして、私は……」


  　幡ヶ谷さんの問いに、穏やかに日向さんは答える。


  「仁くんから聞きました。妖よう怪かいが好きなら悪用なんてするはずがない、と言ってくれたそうですね」


  　幡ヶ谷さんは双そう眸ぼうを揺らしながら、日向さんの言葉を聞いている。


  「私のことを信じてくれてありがとうございます。私が言いたいのはそれだけです」


  「私は、私は……」


  　幡ヶ谷さんは、小刻みに震ふるえる手で獏を持ち上げた。


  「そうだね……」


  　そう言いながら、僕の傍そばにいた藤ふじ森もりさんも幡ヶ谷さんへと歩み寄る。


  「え？」


  　困惑する幡ヶ谷さんから、藤森さんも携帯電話を引っこ抜いた。


  「ちょっとボクにも貸してくれないか」


  　しばらくして藤森さんは電話を幡ヶ谷さんに返した。


  「少なくとも神み谷たにや仁くんよりはよっぽど役に立つと思うよ、ボクは。君が学校を休まなくても看病できるくらいにはしてあげられるよ。好きな時に頼っていいよ」


  　彼女も、自分の電話番号を幡ヶ谷さんの電話帳に登録したのだ。


  　それを見ていた僕は、過去に幡はたヶが谷やさんが僕に向けて言った言葉を思い出していた。


  



  『私の携帯電話は、ずっとおばあちゃんの名前しかなかったけど、今はあなたの名前もある。きっとそれは寂しくないことなのね。……これからもたくさん増やしていければ、もっと寂しくなくなるのかしら』


  



  　今、幡ヶ谷さんの電話帳には、僕と彼女のおばあさん以外の電話番号が登録されたのだ。


  　幡ヶ谷さんはどんな気持ちなのだろう。


  　どんなことを考えているのだろう。


  　かつて寂しかった彼女は、今はどんな感情に変化していたのだろう。


  



  　──答えは出ている。


  



  　わざわざ僕が尋ねて確認しなくても、すべては幡ヶ谷さんの表情に表われている。


  　そして、幡ヶ谷さんは口をゆっくりと開いた。


  



  「ありがとう」


  



  　丸めていた背筋を伸ばして、凜りんとした声で、月光のように淡く微ほほ笑えんだのだ。


  終　章　不幸を食べる獏ばく　

  


  　不思議な力に翻ほん弄ろうされるのは駄目だと、かつての僕は言った。


  　だけど、結局、僕の行動しだいで結果はころころと良いほうにも悪いほうにも転がった。


  　僕のその考えは『不思議な力』という単語を都合のいいように使っていただけにすぎないとわかった。言い訳に使ったり、背負いきれない責任を押しつけたり。


  『不思議な力』はとても便利だった。でももう、そんな言葉は使わない。


  『不思議な力』に振り回されたくないのならば、まずはそれを言い訳にするのをやめようか。


  



  



  　僕は清すが々すがしい空気を吸い込みながら、学校に向かう。


  　今日は久しぶりの登校だった。


  　ずっと入院していたから、授業の遅れを取り戻すのが大変だ。


  　それなのにどうしてだか、足取りはとても軽い。


  　朝はいい。この温かな光がいい。何もかも洗い流してくれる気持ちになれる。


  　日光のシャワーという表現があるが、なかなか良い例えだと思う。


  　玄関を出て、そのまま通学路を歩く。数十分後、校門までやってきた僕は久しぶりの校舎を目にして、少しばかり浮かれていた。


  　だから、周囲の人たちの会話でようやく気づいたのだ。校門で起きている異変に。


  「校門前にいたの誰だよ、転校生？」


  「馬鹿、違うって。おまえ、知らないのかよ。それも無理ないか。普通、わからないよな」


  　何がわからないって？　どうやら校門に[image: ]うわさをされるようなひとがいるらしい。


  　僕は好奇心もあって、校門に戻り目をやる。


  　そこには、ひとりの少女がいた。


  　見慣れているようで、見慣れていない。肩までの黒髪に、きちんと制服を着こなしている姿は、まるで清せい楚そな美少女の代表格だ。


  　少女が観察している僕に気づいたようだ。無表情だった彼女の顔が、みるみるうちに怒気でゆがんでいく。


  「ちょっと、さっき私の横を無言で通り過ぎたわね。無視するのってどうなのよ」


  　え？　僕の知り合いだって？　まさか？　だが、その声には聞き覚えがある。


  「何よ。あんまりじろじろ見ないでくれるかしら」


  「幡はたヶが谷やさん？　ずいぶんと……」


  　幡ヶ谷さんは髪をばっさりと切っていたのだ。


  　それだけでずいぶんイメージが違う。


  「思いきり校則違反するんだから、少しは目立たないようにしたほうがいいでしょ。私だって馬鹿じゃないもの」


  　校則違反だって？　何の話だろう。


  　そう僕が聞くと、幡はたヶが谷やさんは持っていたバッグを見せて、ファスナーを開けた。


  「バクー」


  　獏ばくか！


  　獏を学校に持ってきたのか！


  「さすがにここまでするんだから、ある程度はしおらしくするわよ」


  　逆に怪しまれると思うんだけどな。


  「そういえば幡ヶ谷さん、おばあさんの具合は大丈夫なのか？」


  「おばあちゃん？　ああ」


  　幡ヶ谷さんは困惑した顔をして、首を伸ばしながら僕の背後を見た。どうしたんだろう？


  　思わず僕が振り向くと、少し離れたところに見慣れた姿を捉えた。


  　あれは、もしや。


  「……おばあちゃん」


  　幡ヶ谷さんが小さく息を吐いた。


  [image: ]


  　幡はたヶが谷やさんのおばあさんは、作さ務む衣え姿で、杖をつきながらゆっくりと歩いてくる。


  　血の気も良さそうだし、目にも力がある。おばあさんはとても元気そうだ。


  　近寄ってきたおばあさんは僕に気づくと、微笑みながら小さく頭を下げながら言った。


  「月つく夜よがお世話になっていますね」


  「いや、その……お元気そうで何よりです」


  　僕が慌てふためきながらそう言うと、おばあさんはくしゃりと笑った。


  　おばあさんは、僕の横を通り過ぎて、幡ヶ谷さんのもとへ向かう。そして、小さな包みを彼女に手渡した。幡ヶ谷さんは、渋々といった様子でそれを受け取る。


  「もう、お弁当を忘れたくらいで、わざわざ来なくても良かったのに。お昼くらい何とでもなるのよ」


  「そう言わないでね。おばあちゃん、散歩したかったんだよ」


  　幡ヶ谷さんもおばあさんも、恥ずかしそうにしている。


  　──獏ばくのおかげ、なのかな？


  　こうしてふたりが、元気で笑いあえるのは。


  「……幡ヶ谷さん、良かったね」


  　僕の言葉に、幡ヶ谷さんは顔を真っ赤にして沈黙を貫いている。


  　おばあさんは僕たちを見て、安心したようで、笑顔のまま来た道を戻っていった。


  　幡ヶ谷さんはそれを見送ると、そのまま校門をくぐろうとする。僕はもう少し彼女と話をしようと、幡ヶ谷さんについていこうとした。


  　瞬間、僕の頭に何かが打ち付けてきた。


  　ぱらぱらとした乾いた音がする。


  　雨だ。


  　空は透き通るように晴れ渡っているというのに、小粒の雨が降りだしたのだ。


  「あら、こんなに明るいのに雨が……」


  　幡ヶ谷さんは空に向かって手のひらを差し出した。


  「天気雨ね」


  　そう言って、幡ヶ谷さんは鞄かばんから、黒い折りたたみ傘がさを取り出した。


  　彼女は、優雅な動作で傘を差す。


  「大丈夫、もう私はひとりで傘を差せるから」


  　僕のほうを見ながら、幡ヶ谷さんは言った。


  「あなたの傘はいらないわ」


  　幡ヶ谷さんは柔らかくて、温かな表情をしていた。


  「……新しい傘を買ったんだね」


  　僕の言葉を聞いて、幡ヶ谷さんは首を横に振った。


  「買ったんじゃない。貰もらったのよ」


  　え？　どういうことだろう。僕が首を傾かしげていると、幡はたヶが谷やさんに声をかけてくるものがいた。女子生徒だ。同じ学年だろう。見覚えがある。


  　幡ヶ谷さんは、話しかけてくれた女子生徒に微ほほ笑えみかけると、そのまま一緒に肩を並べた。


  　──幡ヶ谷さん、僕が入院している間に、友達ができたのか。


  　もしかして、その新しい傘かさは……？


  　僕の疑問も素知らぬ顔で、幡ヶ谷さんは楽しそうに女子生徒と挨あい拶さつを交わしていた。


  　やがて幡ヶ谷さんは、ふと僕の背後を見る。


  「それじゃあ、また」


  　そう僕に声をかけて幡ヶ谷さんは、女子生徒と一緒に、校舎に向かってしまった。


  　どうしたんだろう。そう思いながら僕が振り向く。


  　納得がいった。


  　僕の顔が大きくほころんだ。


  　笑顔で挨拶をする。


  



  「日ひ向なたさん！　おはよう！」


  [image: ]


  　あとがき


  



  　こんにちは、鳥とり村むら居い子こです。


  　あとがきに関しては、いろいろな方から「もう無理をしなくていいよ」と言われたので、今回からはナチュラルに書いていきたいと思います。


  　今回のお話は、徹てつ頭とう徹てつ尾び日ひ向なたさん回です。日向さんらしさをギュウギュウに詰め込ませて頂きました。日向さんに対して、プロット当初は、とにかく好き嫌いが分かれるようなキャラを意識して設定を作っていました。ところがＴｉｖテイブ先生のデザインした日向さんを見て、これはもっと太陽のように明るく、陰があってもその部分すら個性となるように描いていかなければと思ったしだいで、現在の形になりました。最初と今では根っこの部分から、意識してガラリと変えた女の子であります。ちなみに幡はたヶが谷やさんに関しては、日向さんとは逆で、誰にでも同じ見方をされるような位置づけを目指しています。改稿するにあたって魅せ方は変えましたが、実は根幹の部分はひとつも変わっていません。


  　実はこの作品、もともとはわりと伝奇チックなお話だったのですが、いろいろな方の影響を受けて今の形になりました。三巻は、一巻や二巻と、だいぶ物語の作り方を変えました。今まではプロット通りに書いていたのですが、三巻はプロット通りに書いていて、途中このままではどうにもならんと思った次第、思いきって一度本文一歩手前くらいの簡易な文章（下書きのようなもの）を書いて、全体像が見えたところで清書するというやり方で書いてみました。


  　とても楽しく書けたのですが、何だかんだで時間がかかってしまったので、今後もいろいろなやり方を試して効率よく書けるようになりたいなあ、と考えております。日々精進。


  　読者の皆様、この作品をお手に取ってくださり、ありがとうございます。感想やコメントなどもくださった方がいて、励みになりました。前担当の星野様、何をどうすればいいのかわからない自分にご指導下さり感謝しています。現担当の江橋様、「これ大丈夫かな、どうかな」と色々試したことを寛容な心で受け止めて下さり、ありがとうございます。これからも宜しくお願いします。ＴｉＶ先生、毎回、美麗なイラストを描いてくださり嬉しいです。日向さんの表紙を見たときには、リアルで「うわぁぁ」って興奮しちゃいました。


  　ガガガ文庫編集長様、丁てい寧ねいに原稿を見て頂いて感謝しています。自分では気づけなかったこと、たくさんのことを学びました。今後に生かしていきたいと思っています。


  　編集部の方々、本の制作に携たずさわってくださった方々、感謝感激です。


  　毎回「あわわ」と混乱していた自分の相談に乗ってくれた友人たち、ご迷惑かけてごめんなさい。長電話や、いきなりの食事に付き合ってくれたり、本当に支えられました。


  　それではまた、どこかでお会いできることを祈って。次はホラー書きたいです。


  



  
    二〇一二年六月　鳥村居子
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  鳥村居子


  Iko Torimura


  



  　宇宙人になるのを諦めました。今は『サイレントヒル』みたいな世界で、鉄パイプ一本でてっぺんまで登りつめたい野望を抱いています。でも一般人のままだと『グレイヴ・エンカウンターズ』みたいになるので難しいですね。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  昼も夜も、両手に悪女３
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